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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一節　日暈家と姉妹の事情

幕間一　限界突破

第二節　蛍子の風景

幕間二　連続ログインボーナス
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　ズドンッ！

　という激しい地じ響ひびきに、俺は手に持った夕飯の味み噌そ汁しるをテーブルにぶちまけてしまった。

「な、なんだ!?　地じ震しん？」

　直下型だったのか揺ゆれはすぐにおさまり、とにかく情報収集しておこうと目の前のドメスティックな大だい惨さん事じをそのままに、急いでテレビのあるリビングへ向かった。

　ダイニングキッチンのテーブルからテレビまで数メートル。地震の続きがきても大だい丈じよう夫ぶなように食器棚だなや掛かけ時計から距きよ離りを置いて歩く。

　我ながら慎しん重ちようすぎるのではないかと思うところもあったが、天変地異が起こりやすいこの七なな沢さわ市において、俺のようなただの人間には用心が過ぎるということはない。

　テレビのリモコンを手に取り、こういうときはＮＨＫがいいだろうと、電源ボタンを押しつつ画面に向けたところで、庭のほうからモウモウと立ち込める土つち埃ぼこりに気がついた。

　まさか隣となりの佐さ藤とうさん家ちが、家屋倒とう壊かい？　そこまでひどい揺れでもなかったはずだが……。

　と思い返しつつ、いやしかし、万が一ということはある。早めに確かく認にんはしておくべきだろうと恐おそる恐る窓まど際ぎわに向かう。

　するとなぜか、我が家やの決して広くない庭に、植木をがっつり抉えぐるようにして、大きな穴が空いているのがわかった。

　庭を覆おおっている土つち煙けむりの原因は、これか？

　もしかして、さっきの地響きも地震なんかじゃなくて、この穴のせいなのかもしれない。

「爆ばく発はつでもしたのか？」

　でも庭にガス管が通っているわけではないから、ガス爆発ではないだろう。うちはプロパンガスで、ボンベは裏庭だ。

「不ふ発はつ弾だんとか？」

　いや、それも考えにくい。ここは第二次大戦中なら山ん中だ。爆ばく撃げきされる理由がない。

「じゃあ隕いん石せきとか？」

　戸を開けて、あらためて穴を確認してみる。

　土煙でよくは見えないが、なにか大きな物が穴の中心にあるみたいだ。

「たしかに隕石みたいなものですね」

　台所から和服を着た一番合戦いちまかせ蛍子ほたるさんが、エプロンで手を拭ふき拭きやってきた。

　俺の横に立って庭をチラリと確認すると、「やっぱりそうですね」と頷うなずいた。

「隕石みたいなもの？」

　俺はまったく動どう揺ようしていない同居人に敬服しつつ、アホみたいに言葉を復唱する。

「隕石って宇宙から来る、あれ？」

「違ちがいますよ、守まもるさん。これはいつものあれですよ」

「あれ？」

「私と同じ……」

　ああ、そういうことか！

　それなら辻つじ褄つまが合う。

　俺自身が直接こういう事態に出くわすのは初めてだが、別に七沢市ここじゃ、特別珍めずらしいことじゃない。天変地異の一種だ。

　合が点てんのいった俺は、すぐに穴の中に向かって話しかけた。

「どなたかいらっしゃいますかー？」

　すると、ケホンケホンとかわいらしく咳せき込む声が返ってくる。

「も、申し訳ございません……！」

　俺は土煙の中の人ひと影かげに手を差し出す。

「ありがとうございます」

　握にぎり返した手は、その声に似合わない、ゴツゴツした金属のような冷たい感かん触しよくだった。

「よいしょ、っと」

　しかしソプラノの声とともに、俺の目の前に姿を現したのは、その硬かたい機械のような感触に反してというか、声のイメージにぴったりというか。

　金きん髪ぱつの美少女だった。

　顔は煤すすけていたが、白い肌はだが少しだけ上気しているのがわかる。

　長い睫まつ毛げに碧みどり色いろの瞳ひとみ。

　腰こしまであるポニーテールが、ユラユラと揺れている。

　そしてディスプレイの向こう側ではよく見かけるが、リアルではあまりお目にかかることもないだろう豪ごう奢しやな金属鎧よろいを身にまとっていた。

「ありがとうございますっ！　助かりました！」

　女の子は大きな声で言うと、俺ににっこりと微笑ほほえんだ。

「姉様。わたしも早く……」

　穴の奥から、再び女の子の声がした。目の前の女の子よりも少し幼い感じの声だ。

　どうやら、中にいたのは一人じゃなかったらしい。

　そりゃ、でかい穴も空くわ。
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「あ、ごめんなさい！」

　鎧の女の子が穴に手を伸のばす。

「まったく姉様は、いつも大事なことをすぐに忘れて……」

　導かれて出てきたのは、鎧の女の子を一回り小さくしたような華きや奢しやな女の子だった。

　鎧は着ておらず、身につけているのは、銀の縁ふち取どりの白い服。ファンタジーＲＰＧの魔ま法ほう使つかいのような装よそおいという表現が、一番近いかと思う。

「ケガはない？」

「ないです」

「じゃあ、ほら、あなたもお礼を言いなさい」

「……ありがとうございます」

　少々ぶっきらぼうな挨あい拶さつ。

　たぶん照れてるんだろう。そんな雰ふん囲い気きだ。

「いえいえ、こちらこそ」

「わたくし、パーシヴァル・オーレリア・リッピンコットと申します！　『戦士たちの砦とりで』世界のリッピンコット王国から参りました！」

　そして続けて、隣の魔法使いの子を「わたくしの妹のガウェイン・セラフィーナ・リッピンコットと言います」と紹しよう介かいした。

　七沢市ここは、異世界と常に繫つながっているという特とく殊しゆな土と地ち柄がら。

　まず自分の出身世界と名前を表明することから、彼女たちが元エターナル・ブレイヴであることは確実だろう。

『戦士たちの砦』出身か……。

　聞いたことはある。確かいわゆる西洋ファンタジーの世界設定だったはずだ。

　──って、んん？

　パーシヴァルに、ガウェイン!?

　ちょっと待て。

　この姿にその名前。

　どこかで見たような……。

　この髪かみ型がた。

　この鎧。

　なぜか円えん卓たくの騎き士しと同じ名前──。

　思い出した！

　カードバトル形式のアプリゲーム『白金世界の姫ひめ巫女みこ』のキャラだ！

　この白金の鎧はＧＲグレートレア【白金の光明】パーシヴァル、──いや胸の部分の紋もん章しように茨いばらの蔦つたがあるからイベント上位報ほう酬しゆうのＨＰＲハイパーレア【降り注ぐ千の剣つるぎ】パーシヴァルだ。

　もうすでにゲームは終しゆう了りようしていて、続編が始まってるし、七沢市こつちにもすでに何人か出現していたから、このタイミングで現れてもなんの不思議もない。

　あのゲーム、世界の名前って『戦士たちの砦』だったんだ。

　いやあしかし、あのゲームは無む駄だにやりこんだよなぁ。

　なんというか、懐なつかしい。

「ええと、丁てい寧ねいにありがとうございます。俺は日ひ暈がさ守。地球の日本国出身です。ちなみにここは地球の日本国神か奈な川がわ県七沢市です」

　俺はこの土地に住む者なら、当然知っているであろう定型文をそらんじる。

「んでもって、こちらの女性は、一番合戦蛍子さん」

「『暁あかつきの地』世界の井い手で篭ごもり領出身です。あなたと同じ元〝永遠のエターナル・勇者ブレイヴ〟です。──そして、おめでとうございます。ここが〝楽園〟ですよ」

「へ!?」

　パーシヴァルが驚おどろいた顔で聞き返す。

「ちょ、ちょっと待ってください。今、なんと？」

　蛍子さんが繰くり返す。

「おめでとう。そしてお疲つかれさま。ここは地ち球きゆうですよ」

「い、いえ、いや、なんというか。ありがとうございます。……ではなく、そちらの方のお名前を……」

「俺？　俺は日暈守だけど？」

「日暈守様!?」

　いかにも俺は日暈守なんだが、俺の名前って、そんなに驚くところか？

「ああ!!　なんという幸運でしょう！」

　パーシヴァルは、大きく両手を広げ天を仰あおぐ。

「お逢あいしとうございました、守様！」

　ええ!?

　パーシヴァルは、そう言うや否いなや、目をキラキラさせながら、俺を押し倒たおそうかという勢いで抱だきついてきた。

「わたくし感激ですっ！」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って」

　なにがなんだか良くわからないってのもあるが、それよりもまず金属鎧が痛すぎる！

　しかし、俺の言葉は相手に届かず。

　パーシヴァルは、俺と一体化しようとでもいうのか、さらに身体からだをきつく締しめ上げてくる。

「守様。わたくし、運命を感じずにいられませんっ！」

　ああ、それは、よかった。

　しかし、どこぞの異世界の美少女勇者様。

　あなたはその運命を自らつみ取ろうとしていることにお気づきか!?




　く、苦しい……。




　──意識は遠のいていき、俺はそのまま気絶した。
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　………………。

　…………。

「ですから、私はあなたが守まもるさんにふさわしくないと言ったまでです」

「そんなことはありません！」

　──ん？　なんだ？

　誰だれかが喧けん嘩かしてるのか？

「そんなことあります」

　これは蛍子ほたるさんの声だ。

　あれ？　なんで俺、ソファーの上に寝ねてるんだ？

　──あ、そうか。

　女の子が空から落ちてきて、抱きつかれて、それで気絶したんだった。

「いったいなんの騒さわぎ？　喧嘩ならやめようよ」

「ああ、守様！　良かった!!」

　柔やわらかいなにかが顔面にぶつかったかと思うと、いきなり視界が閉とざされた。

「ご無事でしたか!?」

　こ、この柔らかくも弾だん力りよくのある感かん触しよくは、俺の推測によれば……。

「それがいけないというのです。ご無事でしたか？と言いながら、勢いに任せて抱きつくのが、守さんのことを考えている者の行動ですか？」

「あ、う……。た、たしかにそのとおりです。わたくしが浅はかでした」

「そう思うのでしたら、すぐに守さんから離はなれなさい」

　俺の視界が再び開かれる。

　目の前には、ゆったりとした大きなふたつの肉の塊かたまり。

　パーシヴァルは鎧よろいを脱ぬいで、水着のような黒いボディスーツを着ていた。金属鎧のままで顔面を強打されていたら、大変なことになっていただろう。

「も、申し訳ございませんっ！　その、わたくし、守様に逢えて、すごくうれしくて、我を忘れてしまったようで……」

「ああ、いいよ、いいよ。気にしないで。結果で言えば、俺はこうして生きているわけで、なんの問題もないよ」

　体に異常がないかと肩かたと首を回しながらソファーに座り直す。

　特に体に異常はないようだ。

　と、それよりも、今の状じよう況きようだよ。いったい本当になんの騒ぎなんだ？

「うれしくて我を忘れるのは……まあ、いいとしても、それで守さんを傷つけるようなことがあってはならないでしょう？」

　俺の向かいのソファーで蛍子さんが柳りゆう眉びを寄せる。

　どうやら蛍子さんがパーシヴァルに対して説教しているみたいなんだけど……。

「守様！　あの方はいったい誰なんですか？　というか、守様のいったいなんなのですか？」

　パーシヴァルがカーペットの上に正座したまま、蛍子さんを指差した。

　そんな悲しそうな目で訴うつたえられても……。

「いったいなんなのかというか、なんというか。どちらかというと、俺は君に質問があるというか、説明しなきゃならないことがある」

「なんでしょう!?　わたくしのことでしたら、なんでもっ！　なんでもお答えいたします！　さあ、お尋たずねください！」

「あ、ありがとう。それじゃまず、お互たがいの状況を整理しよう」

「はい、承知いたしました」

「まずこちらの説明をするよ。あの人は、さっきも紹介したけど、元ＥエターナルＢ・ブレイヴの一番合戦いちまかせ蛍子さん。──えっと念のため聞くけど、ＥＢっていうのはわかる？」

　ＥＢというのは、異世界を渡わたり歩き、人々を救い続けなければならないという使命を課せられた救世主のことで、十年くらい前から地球上に現れ始めた存在だ。

　特に日本では、俺が住む七なな沢さわ市に現れることが多くて、また政府の意向で、日本全土からこの土地に集められてもいる。

「はい、ＥＢについてはよく知っています。わたくしは元ＥＢで、多くの試練を成し遂とげ、ついに楽園入りを許されたところです」

　ＥＢは、一定の数の人々の幸せを勝ち取ることにより、〝楽園〟──俺が言うところの地球──に招かれ、自分自身の幸せを追求することが許されるらしい。

　すごろくで言えば『あがり』で、小説なんかで言えば『後日談』、人間の一生で言えば余生で、まあつまり世界の人々を助けてくれてありがとう、ご褒ほう美びに地球で暮らすことを許してあげる、ということらしい。まあ、誰が許しているのかは、よくわからないけど。

　ちなみに『異世界』というのは、この元ＥＢたちの存在によって実在が確かく認にんされたわけなんだけども、よく言われる量子論がどうとかパラレルワールドがどうとかいうものではなかった、とされている。

　なぜなら彼ら彼女らの出身地、そして旅してきた土地はすべてゲームやら漫まん画がやら小説やらの世界だったからだ。

　人間の妄もう想そうが現実化したのだとか研究結果が出ているようだが、いまだ本当のところははっきりしていない。目下、調査中というのが正しいようだ。

　ただまぎれもない事実ということで言えば、異世界はホントにあって、それは誰もが架か空くうの世界だと思っていた世界で、そこではシナリオライターなり小説家なり漫まん画が家かなりが考えた事件が実際に起こっていたということ。

　パーシヴァルは、俺が以前プレイしたことのあるアプリゲームの登場人物で、一番合戦蛍子さんも別のゲームの超ちようレアユニットだ。

「知っているならよかった。それで蛍子さんは、俺の家、というか俺が管理させられてる家に下宿してる」

「同じ屋根の下に住んでるのですか!?」

「えっと、うん、まあ、そういう言いかたもできるけど」

「では、わたくしもここに住まわせてください」

「ですから、あなたにその資格はないと何度言ったら……」

　パーシヴァルの高テンションに、蛍子さんがあきれる。

「資格がないとかあるとか、それはあなたが決めるものなのですか？」

「決めるのは守さんです」

「では、守様。わたくしがこの家でご一いつ緒しよするにはどうすればいいのでしょう？　どんなことでもします！　どうかお許しを！」

「ちょ、ちょっと待って。話が変な方向に行ってる」

　っていうか、なんでこの子は、そんなに俺にこだわるんだ？

　たしかにゲームでは、俺が主人公で恋こい人びと同士で、まあ、色々やることはやったりしてたけど……。

「話が……変になってますか？」

「うん。残念ながら」

「ですが……」

「守さんが変になっていると言っているのですよ。従いなさい」

「従いなさいって、言いすぎだよ、蛍子さん」

　蛍子さんは、少しだけ「その言葉は心外だ」という表情を見せたが、素す直なおに頭を下げる。

「……すみません」

「君は、その……」

「パーシヴァル・オーレリア・リッピンコットです。そこに居る妹は──」

「あ、いや、それは知ってる」

「ありがとうございます」

　カーペットの上に正座したままピョコンッと跳はねるように姿勢を正し、にっこりと笑うパーシヴァル。感情表現が極きよく端たんな子だな。

　確かカードのフレーバーテキストにも、そんなことが書いてあったな。

「パーシヴァルたちは、えっと、異世界から来たんだよね」

「はいっ！　頑がん張ばったかいあって、やっと楽園入りを果たせました。その上、守様にこうして再びめぐりあえるなんて！」

　確かに久しぶりに会ったというのは間ま違ちがいないし、俺と出会えたことを喜んでくれるのは、正直言って悪い気はしないけど、七沢市ここに来たからには、色々やってもらわなきゃならないことがある。他ほかのことはそのあとだ。

「どうしたのですか？　わたくしを忘れてしまったのですか？」

「あ、いや、そういうわけじゃないよ」

　パーシヴァルは俺のテンションが低く、上の空な態度にどう思ったのか、

「わたくしがどんな気持ちで今まで頑張ってきたか……！　屍しかばねの王の大軍百万に攻せめ入られたときも、あの忌いまわしき茨いばらの魔ま術じゆつ師しと対たい峙じしたときも、守様のことを思って……」

　ついにはカーペットに手をついて泣き始めてしまった。

　いや確かにそういう期間限定イベントはあったけども……。

「初めて出会ったのは、忘れもしない八年前の水すい晶しようの月の一日です。王国のラインの森近くで怪かい物ぶつに襲おそわれていたわたくしたちを助けてくれたのが守様です！」

　ん？

　その話は知らないぞ。そんな設定あったか？　忘れているだけという可能性もあるけど……。

「……もしかして、人ひと違ちがいじゃ？」

　元ＥＢが異世界ゲームから出てこちらの世界に来たとき、知人や恋人をどう認識するかは、その元ＥＢキヤラクターによって異なっている。

　恋人たる主人公だけが白紙の状態になっている場合や、多数の主人公プレイヤーを同じ存在、例えば恋人として認識しているとか。

　ただ一番多いパターンは、主人公プレイヤーであった誰だれかひとりを個別に認識して、七沢市こつちにやってくるパターンだ。

　主人公がそのキャラにとって恋人なら、恋人。主人公がそのキャラにとって仇きゆう敵てきであるなら、仇敵というようにだ。

　パーシヴァルが俺を主人公と個別認識しているなら、俺はパーシヴァルにとって恋人なのだが、今聞いた話だと、その恋人は俺とは違ちがう同どう姓せい同名の人間という可能性も出てきた。

　パーシヴァルは、スンスンと鳴らしていた鼻の動きを止める。

「いいえ。その真っ直すぐな眼まな差ざし。洗練された立ち振ふる舞まい。やはり間違いありません。ねぇ、ガウェイン、あなたもそう思いますよね！」

　リビングに隣りん接せつしたダイニングキッチンのテーブルで茶をすすっていた妹は、大きく頷うなずき、

「姉様はあなたを運命の人、白馬の騎き士し様と長年追い続けてきました。どうぞ姉様に優やさしくしてあげてやってください。ちなみにわたしのことはどうぞお気き遣づかいなく」

「ガウェイン！　あなたはまたそんなことを！　ちゃんと守様にお逢あいしとうございました、と挨あい拶さつなさい」

「わたしは別に逢いたいとは──」

「思っていたでしょう？　姉様にはすべてお見通しですよ」

「それは姉様の思い違いです」

　顔を真っ赤にしながら、ぷいっとそっぽを向くガウェイン。

「それはそれとしてです」

　蛍子さんが、姉妹の話を戻もどそうと割って入る。

「守さんは、どうされますか？」

　確かにパーシヴァルが恋人だろうが、そうでなかろうが、やらなければならないことはある。

「パーシヴァル、よく聞いて──」

　話し出した俺をさえぎるように、

「わかりました」

　パーシヴァルが顔を上げる。

「守様は記き憶おくが混乱しているのでしょう。思い出せないのは仕方がありません。わたくしがお側そばにお仕えいたしますので、ゆっくりと思い出していただければ、と」

「あなたは本当に面おも白しろい方ですねぇ」

　蛍子さんの笑え顔がおが引きつっている。これは危険な兆候だ。

　蛍子さんの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる寸前。切れてしまったら、大変なことになる。

「蛍子さ──」

「私が先ほど言っていたことを、まったく憶おぼえておられないようで」

「あなたが『暁あかつきの地』の方だということでしたら、憶えて──」

「そこではなく……！」

　苛いら立だつ蛍子さん。

「ああ、すみませんっ。守様のお許しさえあれば、ここに住むことができるという──」

「たしかにそこですが完全にズレています！　私が言いたいのは、あなたが守様にふさわしくないということ。つまるところ、出て行ってください、ということです！」

　いやちょっと待て、蛍子さんもズレていないか!?

「ただの同居人の方に、そこまで言われる筋合いはありませんっ」

「だったら、あなたはただの遭そう難なん者しやでしょうに」

「守様、わたくしと妹がここに住んでも問題ございませんよね？」

「いやいや、問題はあるって」

「なぜ!?」

　予想だにしない言葉を投げつけられたかのような反応。

　俺からすれば、その反応が予想外だよ。

　今日初めて会った人間と寝しん食しよくを共にするかどうかの問題とは別に、空から落ちてきたり、霧きりの中から現れたり、七日後に蘇よみがえったりした元ＥＢの方々の対応については、すでにきちんとしたルールが存在するのだ。

「まず当面の問題として、楽園入りした元ＥＢは役所で住民登録手続きをしてもらって──」

「では、今から行ってきます」

「そうじゃなくて──」

「守さん？　それでは手続きを済ませれば、この方も同居するということですか？」

「ちょっと待って。なんで俺が蛍子さんに責められてるの!?」

「責めてはおりません。この方が守さんにふさわしくないということです。この下宿に住んでいいのは、守さんにふさわしい女のみです」

「ふさわしいかどうか決めるのは、守様ではないのですか？」

　パーシヴァルが問う。

「いいえ、この場においては、もはや私です」

　言い切った───!!

「だいたいなんですか、あなたのその破は廉れん恥ちな格好は!?　裸はだか同然ではありませんか。そのような格好で、守さん以外の殿との方がたを誘ゆう惑わくしているのではありませんか？」

　蛍子さん、裸は言いすぎ。

　たしかにパーシヴァルの露ろ出しゆつの多い水着のようなボディスーツは刺し激げき的だ。

　胸は大きくてウエストが細い。

　トップグラビアアイドルみたいな身体からだも目の毒。

　けど破廉恥な格好というなら、蛍子さん以外のうちの住人のほうが、もっとやばいと思う……。

「わたくしは守様以外を誘惑したりなんてしませんっ。わたくしの身体は守様のためだけにあるのですから！」

「ええ!?」

「だいたいそんなことを言うのは、あれですよ。自分に自信がないからじゃないんですか？　わたくしはいつだって見せることができますよ、守様になら」

「あら、私も守さんのために、日々鍛たん錬れんは欠かしておりませんよ」

「それは良かったですね。まあ、実際、目にしてみないとなんとも言えませんが」

「だったら見なさい！」

　売り言葉に買い言葉で蛍子さんはエプロンを剝はぎ取り、着物を脱ぬぎ捨てる。

「どうですか!?」

　と、俺をぎろりと睨にらみつける。

「あの方より魅み力りよく的なことは、一いち目もく瞭りよう然ぜんですよね」

　そう言われましても、極きわめて答えづらい状じよう況きよう。

　正直、一目瞭然と言われても……。

　蛍子さんは着やせするタイプだ。

　どこかの宝物庫かなんかの奥でずっと大事にされていて、今、初めて陽ひの光を浴びたような白い肌はだというかなんというか。そこにレースで彩いろどられた黒の下着。上下。

　全体的にパーシヴァルより細いが、地球で言うところのモンゴロイドではちょっと考えにくい豊ほう潤じゆんなボディラインだ。

「待ちなさい！　そういうことでしたら、わたくしも……！」

　パーシヴァルが大きな声で宣言すると、すぐさまボディスーツをいそいそと脱ぎだした。

「姉様、やりすぎです」

「あなたは黙だまってなさい」

　姉の大だい胆たんな行動を止めようと立ち上がった妹だったが、姉の一いつ喝かつに眉まゆをひそめただけで、再び椅い子すに戻ってしまった。
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「ちょっと、もっとちゃんと止めなくていいの!?」

「すみません。ああなったら止められませんので」

「いや、でも、しかし……」

「本人が見せたいと言っているのですから、存分に見てあげてやってください」

「なにを言ってるのですか、ガウェイン！　あなたも脱ぐんですよ！」

「は？　いくら姉様の言葉でも、それには従えません」

「あなただって、守様にお逢いできることを望んでいたではありませんか」

「望んでません」

「望んでました！」

「望んでません！」

「望んでました！」

「……望んでません」

「望んでました!!」

「…………」

「望んでましたよね？」

「の、望んでいたといっても、こ、こういう形ではありませんっ」

　押し問答の末、バツの悪そうな表情で認めるガウェイン。

「そ、それに、こう言うのもなんですが、この方が守様だという保証はないですよ……！」

「千の戦場を越こえ、万の人間を見て、〝純白の姫ひめ将軍〟〝白金の光明〟〝降り注ぐ千の剣つるぎ〟と謳うたわれた、このわたくしが間ま違ちがえるとでも？」

「姉様のふたつ名は人を見る目とは関係ないと思いますが……」

　それらのふたつ名は、俺にとってはカードのバリエーションだ。

　ＧＲ【白金の光明】パーシヴァル、ＳＲスーパーレア【純白の姫将軍】パーシヴァルは、俺も持っていた。

「──でも、たしかに姉様が間違えるわけはないとも思います」

「でしょう？」

「そろそろよろしいかしら？」

　蛍子さんが言う。

「待ってください。ガウェインが裸に、せめて下着姿にでも……」

「それはだめです。本人も嫌いやがっているではないですか」

「照れているだけですから、大だい丈じよう夫ぶです」

「ダメです」

「ちょっとちょっと、とりあえずみんな冷静になろうよ！」

　俺はさすがに止めに入った。

　女の子の裸が見たくないわけじゃないけど、この状況はちょっとまずい。異常だ。

「私はいたって冷静ですよ」

「わたくしも」

「そんなこと言わずに。ほらガウェインも泣きそうじゃないか。こういうのって、良くないですよね、蛍子さん？」

「仰おつしやるとおりです」

　さすが蛍子さん、常識人！　話せばわかる！

「二対一というのは、公平フエアじゃありません」

　──そっちかよ！

「いや、そういうことじゃなくて、裸を見せてどっちがどうとか……」

「わかりました、守さん。では、この段階で判定を」

　わかってないっ！

　下着で判断すれば丸く収まるとか、そんなわきゃない。

「待ってください。ガウェインが、まだ……」

　うおい、こっちも！

「えーっと、わかったわかった。俺はね。裸を見ただけじゃ、どっちがふさわしいとか判断できないんだ。ＯＫ？　はい、これでお終しまいね」

「そうですか」

　蛍子さんはひどく難しい面おも持もちで呟つぶやく。

「たしかに見た目で判断するのはよくありませんよね。問題は、いかに日ひ暈がさ家を繁はん栄えいさせられるかどうかということに尽つきます」

「それならば、わたくし自信があります！　守様？　子供は何人欲しいですか？」

「へ？」

「わたくし、その……、恥はずかしいのですが、守様の子供を作る準備でしたら、いつでも出来ております」

　と、パーシヴァルは頰ほおを染めつつ、上うわ目め遣づかいで俺を見る。

　確かにゲーム上では、そういったイベントを何度も……。

「お待ちなさい！　そういうことでしたら、私だっていつでもかまいませんよ」

　蛍子さんは毅き然ぜんとしつつも、顔が上気しているのがわかる。

「待ってください。わたくしのほうが先ですよ」

「先とか後じゃないでしょう？」

「ならば、守様に判断いただき……」

　話が元に戻もどってるっ！

「というか、服を着てくれっ！」

　蛍子さんの裸は何度も見たことあるし、パーシヴァルも画面上では何度も見たけど、そう堂々とされると、目のやり場に困る！

「でしたら、ぜひわたくしだけを見ていただいて……」

「服を着てくれたら見る！」

「簡単なことですっ！」

　パーシヴァルは目を輝かがやかせて言うと、「装着！」と叫さけんだ。

　言葉と同時にパーシヴァルが一いつ瞬しゆん、光に包まれる。

　すると、もう初めに見たときの白金の鎧よろいを身に着けていた。

「ブレイヴコインを気にしなければ、魔ま力りよくを使えばいいだけのことです。簡単です！」

　ええ!?　そこを気にしなくてもいいのか？

　ブレイヴコイン──ブレイヴポイントとも言う──が貯たまると、元ＥＢが現げん役えきＥＢに戻って、〝楽園〟を離はなれて、また救世の旅に出なきゃならないはず。

　ちなみに、日常的な生活にあけくれればブレイヴポイントは減る。

　しかし、そこまでして俺に見てもらいたいの？　売り言葉に買い言葉だと思うけど、ちょっと恐こわいよ！

「守さん!?」

「は、はいっ」

「私も服を着れば見ていただけるのでしょうか？」

「そ、そうだね。公平を期すれば、そういうことになるよね」

　……こっちも？

「では……」

　そう言って、蛍子さんは目を伏ふせる。

　蛍けい光こう灯とうに映し出された蛍子さんの影かげが、飴あめ細工のようにぐにゃりと形を歪ゆがめたかと思うと、脚あしから腰こしへとスルスルと這はい上がっていく。

　そして身体からだ全体が黒く覆おおわれると、次の瞬しゆん間かん、蛍子さんは漆しつ黒こくの具足を身に着けていた。

「なんでブレイヴスタイルなの!?」

　完全戦せん闘とう装備で、右手には元ＥＢの物言う日本刀、子ね子こ子し丸まるのじいさんまで握にぎられている。

「なんじゃ、なんじゃ？　なにがあった？　戦いくさか？」

　突とつ然ぜん、引っ張り出された子子子丸が慌あわてる。

「戦ですよ、子子子丸」

「リビングでか？　ずいぶんとこぢんまりとした戦いじゃの。おかずの取り合いでも始まったのか？」

「敵はあの娘むすめです」

　蛍子さんは、パーシヴァルをビシッと指差す。

「……ふうむ。まあ、なるほど、かなりの使い手のようじゃな。儂わしと姫さんだけで大丈夫か？」

「じいさんっ、変なアドリブ魂だましい発揮してないで蛍子さんを止めてくれっ！」

「すまぬな、守。儂は蛍子に逆らうと、この身が錆さびてしまうという恐おそろしい呪のろいにかけられておるのじゃ」

「変な追加設定も作んなくていいからっ！」

「うるさいのぉ。……で、蛍子、真ま面じ目めな話、いったい何事じゃ？」

「日暈家存亡の危機です。この娘が守様をたぶらかし、家か督とくを奪うばい去ろうとしています」

「たぶらかすだなんて無礼な。わたくしも由ゆい緒しよ正ただしきリッピンコット王家の女。そこまで言われてこのままにしておくわけにはまいりません。いいでしょう！　その決けつ闘とう、受けてたちましょう！」

　俺はすがる思いでガウェインに目線を送ったが、軽く手を挙げて「わたしに振ふらないでください」「無む駄だです」と拒きよ絶ぜつされてしまった。

　蛍子さんが、子子子丸を鞘さやから抜ぬく。

　漆うるし細工のような黒いつやを持つ刀身が蛍光灯の光を受けて、きらりと閃ひらめく。

　パーシヴァルは、左手の二の腕うでに描えがかれた紋もん様ように、右の手の平を被かぶせていた。

「ん、う……」

　色っぽい声を上げたかと思うと、腕の紋様からズルリと宝石で飾かざられた剣の柄つかが顔を出す。

「あ、あ、あ……ん、あぁぁぁぁぁっ！」

　パーシヴァルは身体をカタカタと震ふるわせて、その大きな剣を左腕からグイと抜き取った。

　はあはあと大きく喘あえぎ、額にはうっすらと汗あせが浮うかんでいる。

「す、すみません。これをやると、わたくし、その、気持ちよくなってしまって……。守様の目の前以外では、あまりやりたくないんですが……」

　にっこりと笑い、潤うるんだ瞳ひとみで俺を見つめる。

「あ、いや、それはどうも……」

　あのゲームの設定、実際に見ると、こんななんだ……。

「では……！」

　パーシヴァルは、腕の中に埋うまっていたとは思えない、彼女の身長ほどはある幅はば広びろの剣を──大きさもそうだが、そもそも剣が腕に埋まっているというのも変わっているが──頭上でくるりと回す。

　ついでに部屋の隅すみの観葉植物が両断された。

「ああああ、すみません!!　これが終わったら、ちゃんと片付けますからっ」

「片付けも弁べん償しようもしなくていいから、まず屋内戦闘をやめてくれっ！」

「それは通りません」

　蛍子さんは、俺の言葉を切り捨てる。「矜きよう持じの問題です！」

　蛍子さんの影──〝八や咫た烏がらすの腕うで〟という能力スキル───が素す早ばやく床ゆかを這い進み、宙に伸のび上がったかと思うと、パーシヴァルの大たい剣けんに巻きついた。

　影に押さえ込まれ、グイグイと剣けん先さきがフローリングの床に吸い寄せられていく。

「力比べなら負けません」

　パーシヴァルは柄を握りなおすと、力任せに剣を持ち上げる。

　粘ねん着ちやく質しつな影は引き剝はがされ、勢いよく振り上げられた剣の勢いは、そのまま天てん井じようを裂さいた。二階の本ほん棚だなからマンガがボタボタと落ちてくる。

　ついでに夜空も見えた。

「どうわあぁぁぁ！　もっと力を抑おさえて！」

　慌てる俺を子子子丸が止める。

「こんなのは力を出しているうちに入らんぞ。あの二人のレア度レベルから考えて、ちょっと本気になりさえすれば、この家なんぞ木っ端ぱ微み塵じんじゃ。あれでもお前に気を遣つかってるはずじゃ、あきらめろ。空気読め」

「……んなこと言われたって！」

　家を元通りにしてもらう方法はあるけど、家の中の本とか服とか細かいものは、かなりの確率で元に戻らない。

　俺の動どう揺ようを知ってか知らずか、二人は超ちよう人じんバトルをやめようとしない。

　ああ、もはや俺のことは関係ないんだよな。──そういやさっき、矜持の問題とか言ってたしな！

「さあ、次はどうしますか？」

　パーシヴァルが蛍子さんを挑ちよう発はつする。

「さて、どうしましょうか……？」

　言うや否いなや蛍子さんの姿が消えた。

　ギン！と金属同士が交わる音が響ひびく。

　窓まど際ぎわ。

　パーシヴァルが、蛍子さんの刀を受けていた。

　続くパーシヴァルの蹴けりを避よけ、蛍子さんが後ろに跳はねる。

「八咫烏！」

　鎧の中から八つの影が飛び出し、パーシヴァルを襲おそう。

　大剣の横よこ薙なぎが光を放ち、影を打ち消す。

「ふふふ。興味深い技わざを使いますね！　わたくしも少しは本気を出さないと、まずいかもしれませんね」

　好敵手を見つけたときの正義の味方が、たしかこんな表情で微笑ほほえんでいた気がする。

「でも、本気は出さないでくれっ！」

「白銀の光臨!!」

　相変わらず聞いてないっ!!
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　大剣が光を放つ。

「守様！」

　ガウェインの呼び声。

　そして不思議な力で俺は横にスワイプされたように、ガウェインのそばに引き寄せられる。

「このまま白熱していくと、守様の命に関かかわります。魔ま法ほう障しよう壁へきを構成しておきましたので、今はここに居てください」

「あ、ありがとう」

「お礼は必要ないです。姉様が悪いのですから」

「そ、そうなの？　でも、ありがとう」

「…………」

　ガウェインは、またもやプイとそっぽを向いてしまった。




　パーシヴァルの必殺技のような感じのものは、受け流した蛍子さんにダメージを与あたえることが出来なかったが、我が家は回復不能なほどの損害を被こうむっていた。

　それでも天下一武道会決勝は目の前で続けられていて、時とともに家具が、壁かべが、軒のきが思い出の中のものへと変えられていく。

　夜も更ふけてきた。

　せめて近きん所じよ迷めい惑わくにならなければ、いいんだけども。

「あのー、すみません」

　庭に面した通りから年配の男性の声。「日暈さんのお宅、ですよね……？」

「……あ、はい。ここは日暈家の土地です」

　建物がなくなりつつあったので、俺は恐おそる恐る返答。

　隣となりの佐さ藤とうさんか、裏の毛もう利りさんか……って、近所の人なら、ここが俺の家だって知ってるよな。いったい誰だれ？

「わたくし、移民管理局の者なのですが、いくつかお尋たずねしたいことが」

　スーツを着た男が、すっと名めい刺しを差し出す。

「あー、いいところに！」

　そして近所からの苦情じゃなくてよかった！

　管理局員は遠えん慮りよがちに我が家の残ざん骸がいを見み渡わたし、

「えっと、すみません。まず、とりあえず目の前のことから。この状じよう況きようは、他損ですか？　自損ですか？」

「あー……、住人のしたことなので、……自損です、よね？」

「では、補ほ償しよう適用外、ということで」

「……そうなりますね」

　蛍子さんが関わってるもんな。あとじいさんも。

　パーシヴァルのような異世界からの旅人だけが起こした事故だったなら、市だか国だかから補償がもらえたんだが、日暈家の住人が絡からんでいるとなると、そうもいかない。

「本日、ここに現れた移民者の方は、どちらに？」

「あそこにいます」

　俺が指差すと、二人の娘はぴたりと動きを止め、こちらを窺うかがう。

「どちらの方で……？」

「えっと、白いほうです。あ、この娘さんもです。移民者は二人です」

「そうですか。ではお二方にご説明させていただきます」

　管理局員は、深々と頭を下げ、ゆっくりと話し始めた。

「新たにこの街に移民して来られた方々には、こちらの世界でのお住まいが正式に決まるまで、局の施し設せつで過ごしていただくことになっております。大変お手数ですが、わたくしに同行していただけますか？」

　臨戦態勢のまま聞いていたパーシヴァルは俺に「どういうこと？」と目で語りかけてくる。

「元ＥＢは、まず役所で住民登録をしなきゃならないんだよ。だから、とりあえずこの人についていってもらえるかな。みんなやってることだから大だい丈じよう夫ぶ」

「で、でもわたくしは守様の家に住むと……」

　と、ハッとなってあたりを見回す。

　見る見るうちに青くなっていくパーシヴァル。

　そうでしょう、そうでしょう。

　破は壊かいのかぎりを尽つくされ、住む家なんて、今や無いのだ。

「も、も、申し訳ございません！　わたくし、夢中になって、あの、その……」

　さっきまでの強気の姿はどこへやらで、パーシヴァルは自分のしでかしたことにパニックになっているようだ。

「いや、だから、とりあえずいいから。とにかくこの人についていってくれるかな」

「そ、そんな！　わたくしは、もう必要ないということでしょうか。家は必ず直しますので、どうか、どうか、ここに居させてください！　嫌きらいにならないでください！」

　その場にくずおれ、大泣きを始める。

「いや、そういうことではなくて」

　ガウェインが慰なぐさめるが、どうにもおさまらない。

　蛍子さんも、その横で小さくなっている。「止めるべき立場の私としたことが……申し訳ございません」

「家はなんとかできるから。今までだってなんとかはなってたから」

「でも……」

「パーシヴァル。とにかく今はこの人についてって」

「お暇ひまを出されているわけではなく？」

「あー。うん。そういうことじゃない。また会うことだって出来るから。約束する」

「……わかりました」

　パーシヴァルはうな垂れたまま立ち上がり、「ご迷めい惑わくおかけしました」と俺と蛍子さんに謝った。

「では、こちらの車で施設までお送りいたします」

「はい……」

　パーシヴァルとガウェインは、おとなしく車に乗り込む。

「あの……！」

　パーシヴァルが名残なごり惜おしげに窓から顔を出す。なにかを言いかけ、小さく頭かぶりを振ふった。

「なんでもありません」

「では」

　管理局員が会え釈しやくする。

　そして車は赤いテールランプを残し、夜の闇やみに消えていった。

「…………」

「…………」

「…………」

「………………」

「………………」

「……ああ。……まあなんだな。飯を食いそびれたな」

　じいさんがぽつりと言う。

「……うん。蛍子さんの味み噌そ汁しるな」

　テーブルにぶちまけたのを掃そう除じしなくてよくなったのは、いいことだな。うん。

「す、すみませんでした！」

　蛍子さんが地面に届いてしまうかと思うほどに頭を下げる。

「小さなことで我を失い、このような事態を巻き起こしてしまうなんてっ」

「蛍子さん、やめてよ、そういうの」

「おー、こりゃ、あとでお仕置きかもしれぬなぁ、姫ひめさん」

　蛍子さんが眉まゆをひそめる。

「守さんは、そのようなことはいたしません」

「でもしたいじゃろ、守？　いつもの助すけ平べえなやつを。ほら、良く見ろ、姫さんの頰ほおが染まっとるぞ。これはなにかを想像したからにほかならん。昨日の晩のことか？　はたまたその前の晩のことか？」

「んなっ」

　珍めずらしく動どう揺ようしている蛍子さん。

「ば、馬ば鹿かなことを言わないでください！」

「守よ、こいつは普ふ段だん清せい楚そな顔をしておるが、その実、まったくそんなことはないからな。ああ、お前のほうがよく知っておるか」

「子子子丸！」

「それよりも！」

　なんだか再びヒートアップしてきそうなので慌あわてて止めに入る。

「とにかく気にしないで。蛍子さん的には小さいことじゃなかったんでしょ。パーシヴァルたちのこと。悪い気はしないよ」

「あ、ありがとうございます！　一番合戦蛍子。このご恩は一生忘れません。生しよう涯がいをかけて、守さんにお仕えいたします」

　さっきよりも深く頭を下げる蛍子さん。

　俺は頭を上げるように言ってから、話を変えようとじいさんに喋しやべりかける。

「そういや、じいさんさ、アンが帰ってくるのって、いつだっけ？」

　アンが帰ってくれば、その魔ま法ほうで家を元に戻もどしてもらえるんだけど……。魔法を使うとブレイヴポイントが貯たまるからって、なにか交こう換かん条件を出されるんだろうなぁ。普ふ通つうに一いつ緒しよに買い物とかならいいんだけど、変なことさせるからなぁ、アンは……。

「明日の朝と言っておったな……」

「……朝、ね」

「す、すみません！」

　今度は土下座でもしようかというほどの勢いの蛍子さん。

「いいよ、いいよ、あったかくなってきたし、今日はここで寝ねよう」

「じゃあ、姫さん。守の身体からだが冷えてはよくないからな。添そい寝でもしてやれ！」

　また、そういうことを言う。

　俺は怒いかりを静めようと蛍子さんの様子を見ると、月の輝かがやきを受けてなのか、黒い瞳ひとみがキラキラと光っていた。

　いや、今はそういうことしてる場合じゃないし、近くに子子子丸のじいさんがいるのも嫌いやだ。

「ええっと、それはまた今度ということで」

「……も、もちろんです」

　蛍子さんは、どことなく残念な表情を見せつつ、にっこりと笑った。

　…………。

　そして俺は広い夜空と、広くなったように見える我が家の敷しき地ちを見比べて、フウ、と大きくため息をついた。
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　神か奈な川がわ県立温ぬる水みず高等学校は、俺の家から自転車で二十分程度。

　その途と中ちゆうにスーパーの大きな郊こう外がい店があって、俺は蛍子さんによく食材の買い出しを頼たのまれていた。

「ただいま」

　今日もいつものように下校ついでの買い物を終えて、家のドアを開けた。

「ですから、わたくしは、そうは言っておりません！」

「言ったも同然だと言っているんですっ」

　あー、またあの二人、喧けん嘩かしてる。

　パーシヴァルたちは、市の施設でしばらく過ごしたあと、彼女たちのたっての希望で、我が日暈家に下宿することとなった。

　当初は当然、蛍子さんが反対したんだけど、他ほかの住人たちは「たぶん面おも白しろいことになるから大賛成！」

　俺にこの下宿の管理人を押し付けた──同じ敷地内に住んでいるにもかかわらず！──両親は、「困っている人は助けないとダメでしょ」と一言。

　俺自身はといえば、悩なやんだ末の消極的反対。

　蛍子さんが嫌がっているなら、あえて住人を増やす必要はないだろう、と。でもまあ、管理人なんで、正確には中立だし、家賃収入が増える機会を減らしてはならない。

　それで両親の「増えるのが女の子なら別にいいじゃないか」というよくわからない婉えん曲きよくな強制と、住人による多数決（賛成三・反対一・棄き権けん一）。そして部屋が余っているということが重なって、リッピンコット姉妹は、日暈家の新たな住人となっていた。

「原因はなんなの？」

　新しい住人が増えれば当然、初めのうちはトラブルが起こるわけなんだけど、蛍子さんとパーシヴァルはその常識レベルをはるかに超こえている。

「いや、こいつらバカでさー。蛍子の作った味噌汁の味見でさ、美味うまいか不味まずいかで揉もめてんだよ」

　隻せき眼がん、褐かつ色しよくの美女。下宿の住人の一人、ヴァネッサ・ドノスティーアが、それはもう楽しそうに説明する。

　歌と腕わん力りよくで──というかＥＢの超ちよう常じよう能力で──世界を救ってきたブレイヴで、アイドル歌手兼けん海かい賊ぞく船団の頭目というちょっとエッジが効きすぎているきらいのあるキャラクターだ。

　登場していたあのアプリゲームは、長く続きすぎて誰だれが得するのかよくわからない更こう新しんが続いていた。

「わたくしは、美味おいしいと言いました。でも、塩味がもう少し強いほうがわたくしの好みかな、と申し上げただけです」

「それは美味しくないと言っているのと同じでしょう？」

「好みの問題です。善よし悪あしは言っていません」

「つまりこうですか？　個人的な感想を言うならば〝不味い〟」

「〝塩味が濃こければ、もっと美味しい〟です！」

「もうさ～、守がいるんだから、守に決めてもらえば～？」

　気だるげに髪かみをいじっていた黄色いビキニに丸い帽ぼう子しと白手て袋ぶくろ。本日は露ろ出しゆつ過多なバスガイド姿をしているもう一人の元ＥＢの住人、魔ま女じよアン・アンティカリウムが、いかにも面めん倒どくさそうに言う。

「俺に振るなよ」

「だって、あんたにしか止められないでしょーよ～」

「そんなことはないだろ」

「そうかなぁ？　果たしてそうかなぁ？」

「だって、みんな止めようとしてないじゃないか」

「この程度の喧嘩なら止める必要ないって。めんどくせぇしな」

　ヴァネッサが言い訳する。「もう少し騒さわいだら、止めればいいんじゃねぇかな？　なんつーか、取っ組み合いの喧嘩になったらでいいよ」

「また家が壊こわれるだろ」

「そんくらいやらなきゃ喧嘩なんて禍か根こんを残すだけだよ。やらせとけって」

「そうだ。家を直したからＢＰブレイヴポイントがまた上じよう昇しようしたんだ」

　アンが突とつ然ぜん思い出したように言う。

「ああ、その件は本当にありがとう」

　この間の壊れた家は、アンが魔法を使って、元通りにした。

　もちろん、細かいところまですべてが元通りになったわけじゃないんだけど。

「ＢＰ下げるために、今度デートしてね」

「わかった。って、この間、それでいいって言ったじゃん」

「エロいやつがいい」

「エロくなくてもいいでしょ」

「いや、ダメだ……。う、くっ」

　突然、いかにもわざとらしく床ゆかにくずおれ、ぜえはあと息を荒あらくするアン。

　いつものアレが始まったぞ……。

「ＢＰが貯まりすぎて、今にも昇天しそうだ。エロいデート分が不足しすぎてる！」

「本当だ！　アンのＢＰが上がりすぎている！　誰だ、アンをこんな目にあわせたのは!?」
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　ヴァネッサが大喜びでアンを抱かかえ上げ、胸に耳を当てる。

「──余計な脂し肪ぼうが多すぎて心音が聞こえない！　誰か助けてくださあーい!!　２５２あり！　２５２あり！」

「待て、２５２は東京でしか通用せんはずじゃ」

　しゃしゃり出てくる子子子丸じいさん。

　２５２ってのは東京消防庁の通話コードで「要救護者」を意味するらしい。よく知らないけど。

「それじゃあ、どうすれば!?」

「儂わしにまかせろ。心音を確かめるには、体を密着させなければならん。まず儂の鞘さやを剝むいて、切っ先を胸の先せん端たん部にゆっくりと突つき刺さすんじゃ！」

「了りよう解かいだ」

　ヴァネッサが言われたとおりに、子子子丸をアンの胸に突き立てようとする。

「ああ、硬かたくて黒くて長いものが、アタシの中にいぃ～。──って、ちょっと待てえぇー!!」

　子子子丸に激しいツッコミを入れて、立ち上がるアン。

「さすがに死ぬだろ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、死んでも魔ま法ほうで生き返らせればいい」

　とヴァネッサ。

「誰がよ!?」

「あんただよ、アン。自分でだよ」

「ええ!?　そんなにＢＰ高めたら、アタシ、昇天しちゃうよ～」

　アンが再び、床にくずおれる。




「──あれは、ツッコミ待ちなのでしょうか？」

　部屋の隅すみで、この恒こう例れい・日暈劇場を眺ながめていたガウェインが問う。

「おかしな路上パフォーマンスとでも考えれば、無視していいってことに気付くと思うぞ」

「なるほどです。それで、あの二人は？」

　まわりの騒ぎにいっさい目もくれず、パーシヴァルと蛍子さんは、延々と口くち喧げん嘩かを続けていた。

　ガウェインも止めてくれればいいのに冷たいなぁ、と思いつつ、俺は仲ちゆう裁さいに入った。

「そろそろストップ。そんなに揉めることじゃないでしょ。もちろん味の好みとか、おろそかにはできないけども」

「私は守さんのお口に合わせた味付けを行ってまいりました。それを美味しくないと。間ま違ちがっていると……！」

「ですから、わたくしはそういうことを言っているのではなく」

「そうだよ、たしかにパーシヴァルは感想を言っただけで、蛍子さんを否定したりしてないよ」

「ですが……」

「アンが作ったときだって、ヴァネッサの当番のときだって、微び妙みように味付けは違ちがうじゃないか。蛍子さん、気にしすぎだよ」

「──でも、私は……」

「まあ待て待て」

　ヴァネッサが割って入る。

「つまりこういうことだろ？　どっちが守にふさわしいのか決めておきたい、と」

　ええと、それはこの前……。

「料理で勝負すればいいんじゃな～い？」

　美味しいものを作れたほうが、俺にふさわしいとか？

「いやいや、そういう勝負とかはやめておこう。しかも料理なんて、特に勝敗の付けづらい種目だ」

「守！」

　アンが大きな胸を揺ゆらしながらわざわざ俺の前に立ち、ガシッと両りよう肩かたを摑つかむ。

「よし、わかった。アタシたちが審しん査さ員になってやろう」

「お。今、アンがいいこと言ったぞ！　あたしたちが、どっちの料理が美味いかを判定してやる！　うん、そうしよう」

　おい、それは二人して、ただ美味いもんが食べたいだけだろ。

「決戦は金曜日！　一週間後だ！　少し気が多いアタシなりに、笑ったり泣いたり怒おこったり！　だんだんおまえを好きになってくるんだよ！」

「……アン、それはたぶん守にはわからない」

「わかれ！」

　なんかの冗じよう談だんのようだが、とりあえず無視。

「わたくしは、かまいませんよ。蛍子さんがよろしいのであれば」

「姉様、大丈夫なんですか？」

「なんとかなりますよ」

　心配する妹の頭を優やさしくなでるパーシヴァル。

「そんな心配そうな顔をなさらないでください、守さん」

　微笑ほほえむ蛍子さん。

「私が勝ちますから」

　そういうことじゃないんだけどなぁ。

「なら、決定ということでよろしいかな？」

　子子子丸が締しめる。

「はい」

「かまいません」

　二人が頷うなずき、来週の金曜日に「日暈守にふさわしい女はどちらか料理勝負・日暈守が美味うまいと感じたほうが勝ち」が行われることになってしまった。

　はあ……仕方がない。

　こうなったら、あと一週間のうちに、なんとか丸くおさまる結果が得られるよう頑がん張ばってみよう。料理勝負をなしにするか、それとも料理勝負での結果がどうあれ、みなが仲良くなれる方法だ。勝負の末、完全決けつ裂れつ、とかにならないように。

　どんな経けい緯いがあるにせよ、せっかく同居人になったんだから喧けん嘩かばかりなんて、ちょっとよろしい状じよう況きようじゃない。

　それと。

　蛍子さんの態度、ちょっと気になる。いつもはあんなにツンケン、ギスギスしてるような人じゃないのに……。

　パーシヴァルたちの言ってた「運命の人」がどうとかいうのが関係してるのかな？

　いや、うーん、そこしかないか……？

　最悪、順序からして、パーシヴァルたちに出て行ってもらうことになるかもしれないけど、やっぱり管理人の俺がなにかしないといけないわけだよな……。
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「私は特別あの人を敵視しているつもりはありません」

　日暈家宅、一階の和室。蛍子さんの私室には、使い込まれた調度が置かれている。

　彼女の性格を表してか、きっちりと隙すき間まなく並べられており、また彼女の好みなのか、全体的に暗い色のものが多い。

　俺は蛍子さんの部屋に入るたびに、それらが醸かもし出す厳おごそかな雰ふん囲い気きにいつも圧あつ倒とうされてしまう。

　床とこの間には、いつもなら子子子丸が飾かざられているのだが、今はない。アンあたりが持ち出しているんだろう。もっとも蛍子さんと子子子丸は、別のゲーム出身。コラボレーションで一いつ緒しよになっていただけで、二人が常にセットというわけではない。

　蛍子さんは、タクティカルコンバット系というか、タワーディフェンス型というかのゲームのユニットであり、子子子丸は武器をコレクションしてキャラを強化して行くタイプのゲームのアイテムだ。

　ゲームのデータ的に非常に相あい性しようがよかったらしく、七沢市こつちに来たときも、蛍子さんが子子子丸を装備した状態でやってきていた。

　──俺はともすれば部屋の雰囲気に吞のまれてしまうのを避さけるため、必要以上に大きく胡坐あぐらをかいていた。

　なんとか蛍子さんには、パーシヴァルと仲良くなってほしい。

「敵視しているつもりはないって……。俺にはそうは見えないよ。この間から、今日もそうなんだけどさ」

「守さんの勘かん違ちがいです。もしくは私を買いかぶりすぎです」

　蛍子さんは、文ふ机づくえに向かったまま、なにやら難しそうな本に目を落として、こちらを見ようともしない。

　これは蛍子さんがとても怒っているときの態度のひとつだ。

　一年以上一緒に住んでいるから、さすがの俺でも、それくらいはわかる。

　まあ、わかるまでに色々大変なこともあったわけだが、今は置いておこう。

「そんなことはないって。そりゃあ蛍子さんのすべてがわかるとか、そんなこと言わないけど。でも、わかるって。──まあ、その、料理勝負は、まあいいとして。ヴァネッサたちが煽あおってたこともあるし。でもさ、もう少し仲良くできないもんかなぁ」

「…………」

「それにあんまり戦ったりすると、ＢＰ上がっちゃうじゃん。得はないよ」

「たしかにＢＰが上がって、楽園ここに居られなくなるのは困ります」

「だったら……」

「いえ、でもこれは重要な問題なんです」

「そんなに？」

「そんなに、です！」

　蛍子さんは、突とつ然ぜん立ち上がって、部屋を出て行こうとする。

　襖ふすまに手をかけたところで、なにかを堪こらえかねたように、俺の正面に戻もどってきた。

　勢いよく正座し、そのまま沈ちん黙もくする。

　──そして、一分か二分経たっただろうか。

　蛍子さんは、頰ほおを真っ赤に染め、伏ふし目がちに言った。

「守さんがいけないのです」

「俺？」

「守さんがいけないのですっ！」

　正座のまま、ずいっと俺ににじり寄る。

　風ふ呂ろ上あがりだったのか、石せつ鹼けんの匂においが俺を刺し激げきする。

「私の気持ちは、おわかりいただけているものと考えております」

「…………」

　別に俺は蛍子さんが嫌きらいなわけじゃない。

　いや、むしろ好き、って言ったほうがいい。

　──でも、リアルな意味で、あまりにも住んでいる世界が違う気がする。

　ゲームの世界から来たとか、異世界の住人だったとか、そういうのもないことはない。

　結局彼女たち元ＥＢがなんなのか、人間なのか、動物なのか、はたまた機械なのか、よくわかっていない。

　学者先生から言わせれば現在調査中の生物らしいけど、俺たちのように直接彼女たちと触ふれ合っている人間からすれば、単なる異い邦ほう人じんかつ隣りん人じんだ。

　だから、彼女たちがなんなのかとかよりも、もっと身近で重要な、俺との釣り合いの問題なのだ。

　つまりなんていうか、能力の違いだ。

　高たか嶺ねの花とかいうやつだ。

　分相応とか不相応とか。

　価値観とか、格差とか。気き後おくれとか。

　能力が違う人間同士が一緒になにかしたって……。

「守さん……？」

「は、はいっ」

「……パーシヴァルさんは守さんに近づきすぎなのです。私はなにも一人を選べと言っているわけではありません。私の生まれた赤あか朧ろう月げつの国では、強い男が女を独どく占せんします。守さんは強い男です」

「俺が強い？　ウソだぁ」

「……私はあなたの強さを知っています。ですから……」

　と、さらにずいっと、にじり寄ってくる。

　蛍子さんの手が、俺の膝ひざの上に乗せられる。

　ジーンズ越ごしの両手だったが、ひどく温かく感じられた。

　ごくり、と、格好悪くのどが鳴ってしまった。

　黒い双そう眸ぼうが俺だけを映している。

　俺はその瞳ひとみに魔ま術じゆつをかけられたかのように動けなくなってしまう。

　上気した頰と、濡ぬれた唇くちびる。

　襟えり元もとから覗のぞく鎖さ骨こつは、この間、見たときと変わらず華きや奢しやだった。

「私は……」

　あまり近寄られると蛍子さんは浴衣ゆかたの寝ね巻まきだから、その、鎖骨の下の量感豊かな白い肉がチラリと見える。

「この間は、お風呂場でしたから、今度はここでゆっくりと……」

　両手が俺のベルトを外そうと──、




　バンッ！




「蛍子ぅー、昨日言ってたやつなんだけどさぁ……」
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　乱暴に開け放たれた襖から、ヴァネッサが覗き込んでいた。

「……っと、す、すまん！」

　普ふ段だんの行動からは想像できないような純情さで顔を真っ赤にしたヴァネッサは、開けたときと同じような速度で襖を閉じる。

　あまり乱暴に閉じたために襖が敷しき居いの溝みぞから外れ、部屋の向こう側からヴァネッサが慌あわてて元に戻している。

「いや、ほんとにすまん。もう大だい丈じよう夫ぶだっ。それじゃなっ」

　ヴァネッサが走り去っていく。

「………………」

「………………」

　こほん。

　と蛍子さんが軽く咳せき払ばらいした。居住まいを正して、文机に戻る。

「……なににせよです。勝負は勝負ですから。一週間後を楽しみにしていてください」

「蛍子さん……」

　俺はそれ以上なんと言っていいかわからなくて、そのまま部屋を後にせざるを得なかった。




　　　　★




　翌日。

　俺が目を覚ましたのは、昼近くになってからだった。

　昨夜ゆうべ遅おそくまで二人（ガウェインを含ふくめれば三人なんだが）の問題がなんとかならないものかと、悶もん々もんと解決策を考えていたからだ。最終的にいいアイデアを思いつくこともなく、ただの夜よ更ふかしになってしまったのは、なんとも痛つう恨こんの出来事であるのだが……。

　とはいっても、今日は土曜日なんで学校は休み。朝早く起きようが、昼過ぎまで寝ねてようがなんの問題もない。いつもどおりと言えば、いつもどおりだ。

　俺は二階の自室を出て、台所に向かう。

　学校が休みの日は、みんなの起きる時間がバラバラなので、持ち回りでやっている朝食当番はない。

　朝早ければ、休日だろうがなんだろうが、ほとんど生活のリズムの変わらない蛍子さんが作った朝食のお相しよう伴ばんにあずかれるが、まあ、そんなタイミングで起きたことはほとんどない。

　アンなんかは、モデルのバイトの時間がバラバラゆえに、たまに一いつ緒しよに食べることもあるらしいけど。

「あれ？　どっか行くの？」

　玄げん関かんにリッピンコット姉妹がいた。

　二人とも普ふ段だん着ぎじゃなく、ＥＢの姿。姉は鎧よろい姿に大きな剣けんで、妹は白いローブに長い杖つえ。かなりレア度の高い装備だ。

「ちょっと食材を仕入れに」

「なんでそんな完全装備なの？」

　買い物するならスーパーはすぐそこ。途と中ちゆうでランダムエンカウントのモンスターに遭そう遇ぐうすることもないだろう。

「えっと、これは完全装備ではないのですが、丸まる腰ごしではさすがに無理なんで」

　どういうこと？

　と、俺の心の疑ぎ問もん符ふが顔に出ていたのだろう、憐あわれみの目でガウェインが言う。

「姉様、この人はわたしたちがお店に買い物に行くと思っているのです」

「ああ、なるほど！」

　合が点てんがいったと何度も頷うなずく。

「わたくしたちは『キャッスル・ユニバース』に行くんです。ムラサキブタを獲とりに」

『キャッスル・ユニバース』というのは、七沢市と超ちよう空間的に繫つながっている異世界ゲームのひとつだったはず。

　七沢市は図書館とか運動公園とかみたいに市の施し設せつとして〝異世界への扉とびら〟が作られていて、地球側からは手軽に行き来できるようになっているから、それを使うのだろう。

　この〝異世界への扉〟というのは、元ＥＢの誰だれかが作ったものだとか、元ＥＢが七沢市こちらに来る際に空いた穴で、ふさぐことができなくなってしまったものだとか言われているが、その発生経けい緯いがなににしろ、現在は市が管理しており、住民は自由に使うことができる。

　市は、増え続ける元ＥＢ住民に対して、ＥＢに戻もどることを推すい奨しようしており──つまり出て行ってもらいたい──、その一いつ環かんとしてのサービスなのだそうだ。

「ムラサキブタは焼くだけでも、とっても美味おいしいんですよ！　しかも煮にて良し、蒸むして良しの素す晴ばらしい食材です！」

　今にも涎よだれをたらしそうな雰ふん囲い気きのパーシヴァル。

「興味があるのなら、ついてきてもいいですよ」とガウェインにしては珍めずらしい発言。

　美味しいものには興味があるんだが、休日の予定を変えるほどの興味はないんだよな。どんなに美味うまいラーメン屋があっても並んでまで食べたくはない感覚。

　といって家に居てやることといっても、ゲームかマンガ読むかくらいの予定しかないし、せいぜい家の掃そう除じ？くらい。最後のは、気が進まないけど。

「天気もいいみたいですから、ピクニックがてら、どうですか？」

　パーシヴァルが「実はお弁当も多めに作ってあるんですっ！」と、背負っている荷物を自じ慢まんげに叩たたく。

　うーん。

　美味しいものへの興味は別にして、パーシヴァルの作る料理には興味を持たざるを得ない。料理勝負の関係で。

　パーシヴァルの調理技能は未知数。

　蛍子さんはかなりの腕うでだと思っているので──俺の好みを熟知しているという意味でも──パーシヴァルは劣れつ勢せいだと思う。

　加えて〝焼くだけでおいしい〟とかいう素材を使おうという時点で、なんか勝敗が見えたような気がしないでもない。

　うーん。

　ピクニックについていけば、勝負を中止させる作戦を思いつくかもしれないし、仲を取り持つ方法を見み出いだせるかもしれない。

「俺がいて、足手まといになったりしないよね？」

「とんでもない！　まったく問題ありません！」

「『キャッスル・ユニバース』でも、特に安全な場所ですから、どんな愚ぐ図ずでも大丈夫なはずですよ」

「こらっ、そういう言いかたをしないのっ」

　姉は妹のおでこにコツンとやる。

「守様にご同行いただけるなら百人力ですっ！」

　そんなわけはない。

　でも──、

「じゃ、ちょっと待ってて、服着き替がえてくるよ」

　行かないわけにもいかないだろう。




　　　　★




　市営の異世界への扉をくぐって、『キャッスル・ユニバース』に到とう着ちやく。

　まず目に入ってきたのは、一面の畑だった。

　まだ実をつけた作物らしきものはなく、青々とした背の低い草が地平線まで続いている。

　そこから小川に沿った道を歩いて小一時間。

　まずは腹ごしらえということで、小高い丘おかで遅い昼食となった。

　背後に広がる林でムラサキブタを獲るのだそうだ。

「はい、どうぞ」

　パーシヴァルが籐とうでできたバスケットをレジャーシートの中央に置く。

　彼女の料理は初めてなので──フレーバーテキストで触ふれられてもいなかったし──、正直ドキドキしながら中身をのぞいてみると、その弁当の主役はサンドイッチだった。レタスハムサンドとタマゴのやつの二種類。

　おかずは銀紙で仕切られていて、レタスを下した敷じきにした豚ぶたのしょうが焼きとソーセージ、それとプチトマトが入っている。

　見た目はなんかすごく、ちゃんとしていた。

　なんだ思ったより普ふ通つうじゃないか。ドキドキする必要なんてなかったのかもしれない。

　しかも日本人が見ても、なんら違い和わ感かんのない仕様なのはすごい。

　こっちのお弁当について勉強でもしたのだろうか。

「レイゾウなんとかに入ってたものを使──」

「〝冷蔵庫〟です、姉様」

「そう、それです。その冷蔵庫にあったものを使っただけなんですけど……」

　パーシヴァルがモジモジと上うわ目め遣づかいで俺を窺うかがう。

　見た目という第一関門は突とつ破ぱしたが、料理において、より重要なのは、その味だ。

　黒い煙けむりが出ているとか、謎なぞの生物が這はい出しているとかじゃないから、特に壊かい滅めつ的に不味まずいとか、逆に昇しよう天てんしそうなくらい美味いとか、そういうことはなさそうだけど……。

　俺は恐おそる恐るレタスハムサンドを手にとって、一口食べてみた。

　──あれ!?

「おいしいよ、これ！」

　俺の反応にパーシヴァルは満面の笑えみ。

「ありがとうございます！」

　この味は、ちょっと驚おどろきだ。普ふ段だんの行動から考えると、こういった細こま々ごまとした作業は得意そうには見えなかったんだが、そんなことはなかったんだ。

　これは彼女に対する認にん識しきを改めるべきだ。

「戦場では、食事のあるなし、善よし悪あしが全体の士気に関かかわりますから。簡単かつ美味しい料理の作りかたは、一通り勉強しました」

「そりゃすごい」

　俺は素す直なおに感心した。

「でも……」

　パーシヴァルが、ほんの少しはにかむ。

「一番美味しい料理は、戦場の料理でも宮きゆう廷てい料理でもなく、こうやって、好きな人と一緒に食べる料理なんですよ」

　う。

　俺はその笑顔にドキッとしてしまう。

　あらためて考えてみれば、変な押しの強さ──というか、空気の読めなさというか──さえなければ、すごく魅み力りよく的な女の子なんだよな、この子は。

　明朗快活で裏表のない性格。人の嫌いやがる作業（トイレ掃除とか）も進んでやるし、怠なまけ者でもない。それに客観的に見て、容姿も抜ばつ群ぐんだ。

　まあ、俺はゲームの時にパーシヴァルのイベントの上位報ほう酬しゆうをもらったことがあるほどだから、第一印象というか、好感度は最初から高かったんだけど……。

「パーシヴァルはさ、七沢に来るまで、どんなことをしてきたの？」

　俺は好こう奇き心しんを抑おさえ切れず、尋たずねてみることにした。

　フレーバーテキストや、設定では触れられていないことはたくさんある。そのことは蛍子さんや子子子丸やヴァネッサやアンでよく知っている。

　彼女たちは、ゲームの住人ではあったが、今は現実の存在だ。

　テキストの百文字程度ですべてを語れるはずがない。

　それに元ＥＢは、俺が知りえないような過か酷こくな体験をたくさんしてきているはずだ。その断だん片ぺんでも知ることができればいいなと思った。

「そうですね──」

「ちょっと待ってください」

　と。そこでガウェイン、突とつ然ぜんの横レス。

「わたしについては？」

「へ？」

「ですから、わたしについてはお聞きにならないんですか？」

　え？　なぜに詰きつ問もん口調？　なんか俺、悪いことした？

　機き嫌げんを損そこねているようで、俺と目を合わせようとしない。いや、目を合わせないのは、いつものことか。

「ええっと、もちろんガウェインのことも聞きたいよ？　パーシヴァルのあとにでも聞こうと思ってたよ」

　慌あわてて、その場を取り繕つくろう。

　実際、別に聞きたくないわけでもなんでもなく、単にそこまで気が回っていなかっただけだ。

　ガウェインは、ほんの一いつ瞬しゆんだけ眉まゆ根ねを寄せたが、満足そうに頷うなずいた。

「いいですよ」

「………………………………」

　ま、まあ、あまり俺とコミュニケーションをとろうとしないガウェインが、進んで話しかけてきてくれたことは、実はちょっとうれしい。

「わたくしたちは『戦士たちの砦とりで』世界のリッピンコット王国の王女として生まれました。これは、たしか以前お話ししましたよね」

　パーシヴァルが言う。

「うん。それは知ってた」

　話してもらったというよりも、ゲームの世界観情報で知っていたということなんだが。

「王女として生まれはしましたが、王女らしい生活をしてたのは十四歳までです」

「十四？　え？　なんで？」

「国が戦争に巻き込まれまして、それどころではなくなりました。王国の内ない紛ふんに乗じての侵しん攻こうだったんです。わたくしもすぐに初うい陣じんを迎むかえました」

　初陣？　というか、お姫ひめ様さまが？

　世界は広いから、そういう国があっても、おかしな話ではないんだろうけど……。

「なにか特とく殊しゆな事情が？　儀ぎ式しき的なこととか……。お姫様が十四歳で初陣って、普通なの？」

　田舎いなかに避ひ難なんとか、隣りん国ごくに落ち延びたりはしなかったんだ。

「そうですね。ちょっとした非常事態でしたね」

　パーシヴァルは、照れたように両手の指を絡からませ、

「わたくし、武芸と兵法の二つだけは優ゆう秀しゆうだったんです」

「へえ」

「近この衛え隊長のブライアンにも、姫様は刺し繡しゆうやら読書やらよりも剣けんのほうが好きだし、並の男なんかよりも強いから、ぜひ──、あ」

　パーシヴァルの動きが突然止まる。

　なにかに気づいたのか、急にワタワタと弁解し始めた。

「で、でもわたくしは編み物とか刺繡とか、かわいらしくて女の子らしいことが大好きだったんですよ？　でも、その、お父様が王族たるものその義務を背負うべきと仰おつしやって、幼いころから剣の鍛たん錬れんを……」

　必死で訴うつたえかけてくる。

「う、うん。なるほどね」

　俺は頷く。

「そうなんです、そうなんです。わたくしは綺き麗れいな洋服を着て、もっと女の子らしくしていたかったんです。本当ですよ？　わたくしの、たしかあれは十歳の誕生日です。リボンとフリルのついたドレスをお母様がとても似合うと仰っ──」

「姉様、話がズレてます」

　妹の指し摘てきに、再び動きを止めるパーシヴァル。

「…………」

　そしてバツが悪そうに「知ってます。あなたは黙だまっていなさい」とぴしゃり。

　理り不ふ尽じんな姉というのは、どこの世界にもいるもんなんだな。

「あ、いいよいいよ。面おも白しろいから続けてよ」

「ありがとうございます。ですが話は戻もどさせていただきます」

　パーシヴァルは、軽く咳せき払ばらいをして続けた。

「──ええっと、それで今だからわかるんですが、お母様の派は閥ばつが権力闘とう争そうに負けたようで。体ていのいい人減らしという意味もあったんでしょう。戦争なら人が死んでも問題ないでしょうし。出しゆつ陣じんの名目は士気の鼓こ舞ぶでした」

　感情を意図的に排はい除じよしようとしているのか、淡たん々たんと語る。

「でも、そんな事情が逆にみなさんの同情を誘さそったのでしょうか。わたくしの率いる軍は、快かい進しん撃げきを続けました。わたくしもさらに勉強を重ねて、うまく軍勢を操あやつれるようになっておりましたし」

　ガウェインがパーシヴァルの話を受けて続ける。

「そうこうしているうちに、わたしと姉様はＥＢに目覚めて、リッピンコット王国を救うと同時に他ほかの世界に召しよう喚かんされて、そのあとは、戦って、勝って、召喚されての繰くり返しです」

「その途と中ちゆうで守様と出会い、ともに旅し、別れ──」

「そしてやっと地球の七沢に辿たどりついた、と」

「はい、そうです」

　なるほどね。

　本当にざっくりとではあるけど、二人の辿ってきた道筋はなんとなくわかった。

　フレーバーテキストに書かれていないことはずいぶんあるものだ。

　パーシヴァルの設定を作った人がどこにいるのかわからないけど、ここまで設定の補完がされていることに対して、どう思うだろうか。──っていっても、なにも思わないかな。

　ここにいるパーシヴァルは、ゲームのパーシヴァルというキャラクターではなく、実在するパーシヴァルという女の子だ。

「なんか大変だったんだね。って、俺が言うと薄うすっぺらだなぁ」

「そんなことはないです！　守様にそう言っていただけるだけで天にも昇のぼる気持ちです」

「姉様、騙だまされてはいけないです」

　真しん剣けんな顔のガウェイン。

「騙す？」

「そうです」

　ガウェインは、俺を指差し、

「この人が本当に大変だと思っているならば、わたしたちにもっと優やさしくてしかるべきです」

「えーっ!?」

　なんでそっち方向に!?

「あまたの試練をくぐり抜ぬけ、やっとのことで辿りつき、そして巡めぐり合ったのにもかかわらず、わたしたちは、ただの同居人です」

「なにを言っているのですかガウェイン。同じ屋根の下に暮らさせていただいてるだけで、こうして一いつ緒しよに休日を楽しんでいただいてるだけで、今は充じゆう分ぶんではないですか」

「不充分です。もっと、こう、優しく、淑しゆく女じよに接するように、いたわりの心を持って紳しん士しのように……」

「俺は〝紳士〟じゃないぞ」

　我が慢まんできずに突つっ込む俺。

「では野や獣じゆうなんですか!?」

　大げさに後あと退ずさるガウェイン。

　──この姉妹、姿だけじゃなく、性格も似てるのか……？

「紳士の対義語が野獣かどうかは知らんが、ガウェインに対して、もっと優しくしろってこと？」

「そうです。じゃなくて、姉様にです！」




「──危ない!!」




　突然、パーシヴァルが俺に体当たりする。

　すっ飛ばされた俺の目の前をなにか巨きよ大だいなものが土つち煙けむりを立てて通過した。

「なんだ!?」

　一瞬トラックを想像したが、ここは車道ではなかったはず。

「ムラサキブタです！」

　そこには二トントラックを一回り大きくしたくらいの濃こい紫むらさき色いろの獣けものがいた。

　パーシヴァルは、すばやく剣をかまえ、鎧よろいを装着した。さっきまでののんびりした雰ふん囲い気きは吹ふき飛んでいる。

「安全なんじゃなかったの!?」

「こんなに気を荒あら立だてているムラサキブタは初めてです！　まだ子育ての時期は始まってないはずですし、そもそもこんな場所にまで下りてくるなんて……！」

　じりじりと距きよ離りをとるパーシヴァル。

　ムラサキブタの突とつ進しん！

　飛び退のいてかわし、さらに後方へジャンプ。

「さあ、こっちへいらっしゃい」

　ムラサキブタを挑ちよう発はつする。

　パーシヴァルが囮おとりになるということらしい。

「あなたは、わたしと一緒に、とりあえず退たい避ひしてください」

　ガウェインが言う。

「パーシヴァルは!?」

「姉様なら大だい丈じよう夫ぶです！」

「そ、そうなのか？」

　背後の俺たちの会話に気づき、ムラサキブタが振ふり返る。

「早く！」

　体育が決して得意ではない俺にしては、すばやく反応できたと思う。

　しかし、それでも遅おそかった。

　ムラサキブタの突とつ撃げきが背後に迫せまる。

　ガウェインが振り向きざまに両手を突き出す。

「えいっ！」

　手の平から光が発せられ、それを浴びた豚ぶたが不自然な体勢で固まる。

　ガウェインが魔ま法ほうで豚の動きを止めているのだろう。七沢で何度か、別のＥＢがやっているところを目もく撃げきしたことがある。

　だが準備が足らなかったからなのか、ガウェインは苦しそうで、今にも敵の攻こう撃げきは再開しそうだ。

「姉様、少し隙すきを！」

　パーシヴァルが飛び出し、ムラサキブタの脇わき腹ばらを斬きりつける。

　しかし、振り向かせるには傷が小さすぎたのか、なにかへの怒いかりがそれを凌りよう駕がしていたのか、ブタは振り返ることなく、ついに魔法の壁かべが破られてしまう。

「！」

　パーシヴァルが剣を捨て、俺に体当たりを仕し掛かける。

　俺をブタの進路から逸そらすつもりなのだろう。

　ブタは巨きよ体たいが災わざわいして、素す早ばやく軌き道どう修正が出来ない様子。

　が、

　──避よけきれない！

　ムラサキブタの鼻はな面づらはパーシヴァルの背中に迫り、身体からだに触ふれるや否いなや俺たちを宙に巻き上げた。

　一いつ瞬しゆんの無重力。そして落ちる。

「ぐっ！」

　胴どう体たい着陸。

　なんとか生きてる。

　パーシヴァルの助けが、あとほんの少し遅かったら、正直、俺は死んでたね！

「大丈夫ですか!?」

　半泣きのパーシヴァル。

　俺はなんとか大丈夫。

　それよりもパーシヴァルのほうが傷は大きいはずだ。

「わたくしのことは気になさらないでください！　それよりもお怪け我がは？　ああ!!　わたくしがこんなところに誘ったりしなければ！」

　パーシヴァルは酷ひどく狼ろう狽ばいし、俺の身体をあちこちと触さわって、怪我はないかと確かめている。

「姉様、まだ終わってません！」

　反転した獣が、俺たちにとどめを刺さそうと牙きばをことさら剝むき出しにして、更さらなる突進をかけてくる。

　ガウェインの右の手の平から光こう弾だんが発せられ、ムラサキブタの横腹に刺さる。

「ブキキィィィ！」とムラサキブタが悲鳴を上げる。

　だが、勢いは止まらない。

　俺への気き遣づかいで、それに気づかないパーシヴァル。

　迫るムラサキブタ！

　その時、俺はなにを思ったのだろうか。




　──とっさにパーシヴァルに覆おおいかぶさっていた。




　次の瞬しゆん間かん。──強い衝しよう撃げき。




　目の前が真っ暗になって、ぐらりと世界が回って。

　そして俺は再び地面に転がっていた。

　姉妹の悲鳴が遠くに聞こえる。

「守様!!」

　身体は動かず、少しだけ動いた左手は、手首と肘ひじの間でゴムのように弾はずんだ。

　ああ、こりゃ折れてる。子供の頃ころにやった時もこんなだった。

　今はまだ大丈夫だが、じきに痛みと吐はき気が来る。

　──ああ、バカなことをした。

　そもそも、かばう必要なんかなかったんだよ。彼女はブレイヴなんだから。俺より絶対的に強いんだから。家だって破は壊かいしちまうんだから。

「守様、大丈夫ですか!?」

　ガウェインが俺の身体を優しく揺ゆする。

「た、たぶん」

　なんとか喋しやべることはできた。

「動かないでください。腕うでが折れてます」

「知ってる……」

「それ以外の傷は？」と、駆かけつけたパーシヴァル。

「大きな傷はないみたいです。頭でも打っていなければいいのですが……」

　たしかに身体が自分のものじゃないような感覚。

　脳に異常があったりしなきゃいいんだけど……。

　あ、でも、単に身体がびっくりしているだけなのか？　腰こしが抜けているみたいな？

「──そうですか。わかりました」

　初めて聞く、ひどく冷静なパーシヴァルの声。

　たぶん怒おこってくれているんだと思う。

　こちらを遠巻きに睨にらんでいるムラサキブタと対たい峙じする。

　腕をゆっくりと交差させ、左ひだり腕うでに浮うかび上がった紋もん章しように指を突っ込む。

「……ん、くっ、んんんんっ！」

　超ちよう次元的に腕の中にめり込んだ指は、一ひと振ふりの大きな剣けんの柄つかを導き出す。

　──たしか剣を取り出すと気持ちがよくなるとか言ってたけど、それなのだろう。顔を上気させ、四し肢しを小刻みに震ふるわせている。

「ん、は、はぁ……」

　左の前ぜん腕わんから虹にじ色いろの宝石で飾かざられた大きな銀色の剣が、霧きりをまとって、次し第だいにその全ぜん貌ぼうを現し始めた。

「ん！　ん！　ん！」

　パーシヴァルが力任せに剣をひく。

「んんんんんんんっ！」

　派手な喘あえぎ声とともに、ずるりと身の丈たけほどもある剣が腕から抜ぬけ出した。

「はあ、はあ、はあ……。これだけでは、まだ足りませんね」

　ゆっくりとムラサキブタに向かうパーシヴァル。

　大剣を軽く振るうと、剣身にまとわり付いていた霧が水分となり、ぴしゃりと草原を打った。

　それが合図にパーシヴァルの全身が光を帯びていく。

　鎧の背の部分だけが割れ、白く、しなやかな背筋が現れる。

　肩けん甲こう骨こつの辺りに、ふたつの翼つばさか、一対ついの目のような紋章が黒く浮かび上がり、さらにその黒を金色が縁ふち取どり、金きん環かん日食のように、まばゆく光を放つ。

　体が不自由になっている俺は、目を覆うことができない。

　視線をそらそうとしたその時、背中の紋章から複数のなにかが飛び出てきた！

「「《光の守護者たるレイヴン辺境伯令れい嬢じよう》、〝白金の光明〟、いと眩まばゆき純白の姫ひめ将軍にして、我らが愛いとしき君の敵はいずこに？」」

　現れたのは天使だった。

　背中に羽をつけ、様々な武器を持った、装そう飾しよく豊かな薄うす衣ぎぬの美女が十二人。

　それらがパーシヴァルの背後に浮いていた。

「あれは姉様の最強の守護者たちです」

　ガウェインが言う。

　つまりは超必殺技ってこと？なんて散文的な感想を抱いだいていると、パーシヴァルは、

「敵は、あそこに──」

　と、ムラサキブタを剣けん先さきで示した。

「「獣か」」

「「容易たやすい」」

「「あまりにも容易い」」

　様々な音階の声が、ひとつの言葉を協和させている。

「「誰だれが？」」

「「私が」」

「「いや、私が」」

「「ふむ」」

「「ならば」」

「「開かい闢びやく以来、変わることなく」」

「「──皆みなで！」」

　天使たちが各おの々おのの武器を構え、全身から光が放たれ、次の瞬間──、

　ズドォォォォン！
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　と大きな破壊音が轟とどろいた。

　目の前には真っ黒焦こげで真っ二つになったムラサキブタが転がっていた。

　豚の延長線上の林も、視界の続くかぎり、きれいに真っ二つにされている。

　海を割った預言者は聞いたことはあるが、林を割った天使（姫様？）というのは聞いたことがない。

　俺はその光景を見て、パーシヴァルは本当に蛍子さんとの戦いでは手加減をしていたんだな、と心の底から理解した。

「守様っ!?」

　パーシヴァルが慌あわてて駆け寄ってくる。

　俺の意識は、安あん堵ど感かんからだろう。そこですっぱりと途と切ぎれてしまった。




　　　　★




「……ん？」

　目を覚ますと、俺はどこか薄うす暗ぐらい場所に寝ねかされていた。

　暗くてイマイチよくわからないが、背中に当たるゴツゴツ感から、自宅のベッドの上じゃないってことはわかる。

「ここは……？」

「あ、守様」

　碧みどり色いろの瞳ひとみが、俺の顔を覗のぞき込む。

　どうやら俺はパーシヴァルに膝ひざ枕まくらをされていたようだ。

「ここは洞どう窟くつの中です。自宅に戻もどろうかとも思ったのですが、守様を動かすのもよくないと思いまして……」

　近くに民家もなかったから、とりあえず一晩はこの洞窟で過ごそうと判断したらしい。

　起き上がろうとすると、左手に激痛が走った。

「左手を骨折しています。できるだけ安静にしていてください」

　ああ、そうだった。

　腕に添そえ木がされていて、寒気がするし、吐き気もする。

「体に毒が入ってしまっているようなので、できるだけ動かないでください」

　毒か……。

　なるほど、すこぶる調子が悪いはずだ。

　俺はパーシヴァルの言うとおり、おとなしく寝ね転ころがっていることにした。

　腕が痛まない体勢になるまで、ちょっと時間がかかったが、なんとか楽な形を作ることができた。

「空間移動の魔ま法ほうでなんとかなるとも思ったのですが、体力を消しよう耗もうしますし、触しよく媒ばいが少なく安定しない状じよう況きようになりそうだったので。楽園の障しよう壁へきも心配ですし。……ごめんなさいです」

　ガウェインが言う。

　楽園の障壁というのは、魔法なんかを使って地球に入ってこようとするものを防ぐ壁かべのこと。

　俺は当然、見たことはないけど、そういうのが存在しているらしい。

「気にしなくていいって」

「でも」

「そうです。わたくしがもっと早く本気を出しておけば……。守様と一いつ緒しよにいられるのがうれしくて、気持ちの切り替かえに失敗してしまいました」

　きっぱりと言う。

「あれが戦場だったら。もっと凶きよう悪あくな敵だったら。なにか深しん謀ぼう遠えん慮りよなる罠わなのひとつであったなら。わたくしたちは全員死んでいました」

　うつむくパーシヴァルの瞳が涙なみだで滲にじんでいた。

　たぶん、悔くやし涙、なんだろうなと思う。

　大事な人に自分の判断ミスで怪け我がをさせてしまった。しかも油断が原因で。

　──大事な人、か……。

　俺はそんな自分の想像になんだか突とつ然ぜんくすぐったくなって、慌てて言った。

「あ、でも、そういうのを辞やめたくて、〝楽園〟に来たんでしょ。それにそんなに本気になったらＢＰが上がっちゃうからさ。少しくらいしょうがないよ」

「守様に怪我をさせるなんて、しょうがないでは済まされません！」

　パーシヴァルの声が大きくなる。

「姉様、落ち着いてください。守様は怪我人です」

　ガウェインがすかさず間に入る。

「……申し訳ありません」

「守様も、明日あしたになるまでは毒を抜くことができません。それまでは安静にしていてください」

　魔法の触媒として夜明けに咲さくベルシアの花の蜜みつが必要なのだそうだ。

「ベルシアは洞窟のそばで見つけました。だから、一晩ガマンしてください」

「一晩だね。はは」

　俺はなんとか笑え顔がおを作ってみせた。

　彼女たちの落ち込む姿は、見ていてあまり気持ちのいいものじゃない。

「迷めい惑わくかけてごめん。それならなんとかなると思うよ。二晩だときついと思うけどね」

　俺は軽口を叩たたいてみせる。

「そんな！　迷惑かけているのは、わたくしのほうです。以前、助けていただいた恩返しもできずに……。申し訳ありません」

　そういえば白馬の騎き士し様に助けてもらったとかどうとか言ってたな。その話、よく知らないんだよな。

「詳くわしく聞かせてくれないかな、その話」

　喋しやべっているのがつらくなってきた俺は、そう言って聞き役に徹てつした。




　　　　★★★




　リッピンコット王国第一王女パーシヴァル・オーレリア・リッピンコットと第二王女ガウェイン・セラフィーナ・リッピンコットは、麗うるわしの白き都フェアフィールドで生まれ育った。

　父は歳とし若くして王位を継ついだ、のちの『賢けん人じん王』エセルバート。母は王の伯父おじエクランド大公ナイジェルの第二子ローレッタ。

　三千年の歴史を有するリッピンコット王国は、肥ひ沃よくな大地と堅けん牢ろうな城じよう砦さいを誇ほこる、西方地域の盟主であった。

　パーシヴァル八歳、ガウェイン四歳。

　姉妹はその日、王たちの恒こう例れいの猪しし狩がりに付き添って、城に程ほど近ちかい山林を訪おとずれていた。

　リッピンコット王国には第一子が継けい嗣しとなる決まりがあったため、パーシヴァルはすでに次期国王として認められている。

　いずれ王の器うつわを示さねばならぬということで、父親やその家来とともに狩かりに出なければならなかった。とはいえ、まだ小さいパーシヴァルは、実際に獲え物ものと向かい合う必要はなく、歓かん談だんに耽ふける王おう妃ひたちの横でお菓か子しをほおばっているだけでよかった。

　しかしパーシヴァルはこの頃ころからすでに武芸の教育は受けていたので、自分の力がいかほどのものなのかを試ためしたくて仕方がなかった。

　猪いのししとまではいかなくとも、なにかウサギかタヌキでも獲とってくれば、父親に褒ほめられるのではなかろうか。いや、そうに違ちがいない。その考えはパーシヴァルをいたく楽しい気分にさせた。

　パーシヴァルは、すぐに召めし使いの目を盗ぬすみ、アフタヌーンティーを楽しむ王妃たちのもとを離はなれた。

　妹を引き連れ、訓練用の木製の剣けんで自分よりも背の高い葦あしの茂しげみを薙なぎ払はらいながら進む。

　パーシヴァルはそこになにが生息しているのか、まったく見当すらつけていなかった。

　ただただ「茂みの中にはなにかいるはず。しかもそれが深い茂みであればあるほど、とても素す晴ばらしい獲物がいて、自分に大きな名めい誉よを与あたえてくれるはずだ」と信じて。

　もちろんそんな確信はすぐにも崩くずれ去り、そこには不名誉だけが待ちかまえていた。

　ぬかるんだ場所に足を踏ふみ入れ、体勢を崩した姉妹はそのまま川に落ちてしまった。

　小さな川だったが、流れが速かった。

　どれほど流されたか、二人は川辺の草につかまってなんとか岸に這はい上がる。

　さあどうしよう。これは叱しかられるだけではすまない。

　世間知らずの姫ひめであったが、そのくらいの理解はできた。

　もしかしたら、おやつ抜ぬきになるか、食事抜きになるかもしれない。

　いやいやそれよりももっと大変な罰ばつが待っているかもしれない。

　遊びの時間は没ぼつ収しゆうされ、その時間をすべてあの挿さし絵えひとつない書物を読み解くことに費ついやせと命じられるかもしれない。

　あの暗く冷たい、お化けが出るという噂うわさの北の塔とうに閉じ込められてしまうかもしれない。従兄いとこのリチャードがいたずらの罰で閉じ込められたとき、白い影かげを見たという、あの北の塔に！

　パーシヴァルは、カタカタと震ふるえだした。

　寒さは水に濡ぬれただけが原因ではなかった。




　そんな時、それは現れた。




　赤茶色の体毛の犬のような四よつ足あし。

　緑色の目、ピンと尖とがった耳。

　耳まで裂さけた口からは涎よだれがドロドロと滴したたり、黄ばんだ白い牙きばがガチガチと音を鳴らしている。

　狩猟ゲーム管理人キーパーのガストンが飼っている狩猟犬の数倍は大きかった。

　パーシヴァルの手には、今や訓練用の木製剣すらない。

　ガウェインは、今にも泣き声を上げそうだった。

　グルルゥゥゥゥ……。

　その獣けものは「いただきます」とでも言ったのだろうか。大きな口を開けて獲物に迫せまる。

　しかしその時、背後から飛んできた大きな石が獣の喉のどの奥深くに突つき刺ささった。

　獣はなにが起こったかわからず、とにかく喉に刺さったものを吐はき出そうとえずく。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　と、日暈守が颯さつ爽そうと登場した。

　八歳の守は近くに捨てられていた木の枝を拾って、獣の額に一いち撃げき浴びせる。

　獣は手痛いダメージを与えられたようだったが、それだけでは怯ひるむことなく、守に向かっていった。

　守が、そこでなにか呪じゆ文もんを唱える。

　木の棒が燃え盛る炎ほのおの剣と変わった。

「こっちだ！」

　軽く飛び上がって、空中三回転。続いて、側転を二回。縦じゆう横おう無む尽じんにその場を飛び回る。

　翻ほん弄ろうされた獣は、その場で右往左往。

　守はその隙すきをついて、再度、空中で三回転。

　遠心力を利用し、炎の剣を獣の鼻に叩き込んだ。

　赤茶色の獣は、その一撃にギャン！と一声鳴き、そのまま逃にげ去っていった。




「あいつに罪はないからね。痛い目に遭あわせれば、今後は襲おそってこないと思うよ」

　日暈守──というか俺──は、その後、近くにあった焚たき火に姉妹を導き、紅茶を振ふる舞まったそうだ。

　姉妹が一息つけた頃ころ、やっと家来たちが現れ、俺は彼らに見つかる前にその場所をあとにしたという。

　パーシヴァルたちは、こっぴどく叱られた上に、夕食は抜き。

　本来ならもっと大きな事件になっていたはずだが、王妃の意向で〝職務を怠おこたり、世よ継つぎを危険な目に遭わせた〟召し使いへの責任問題を回かい避ひするため、そういったごくごく家庭的なことで済ませられたらしい。

　パーシヴァルはその晩、眠ねむりにつく前、王妃に今日経験した一部始終を話したという。

　王妃は──、




「その方はきっと、あなたたちだけを守る、運命の騎士様ですよ。

　今日の思い出を大事になさい。

　あなたたちが本当に危険な目に遭ったとき、必ずあなたたちを救ってくれるはずです」




　と、言ったそうだ。

　今度、親に聞いておくべきだろうか。

　俺は子供の頃、炎の剣の使い手だったのか──もしくは、なぜ俺は今、炎の剣の使い手でないのかって。




　　　　★




　──この温かさと柔やわらかさは、絶対にパーシヴァルのものだ。




　俺は、あのまま寝ねてしまって、今は毛布のようなものにくるまれているようだ。

　右みぎ脇わき腹ばらあたりに、いい匂においのするものがある。

　肩かた口ぐちに髪かみの毛のようなチクチクとしたものを感じる。

　寝ね息いきのようなものが聞こえて、生暖かい風が規則的に肌はだを撫なぜる。

「…………」

　気がつけば相変わらずの痛みは続いていたが、ゆっくりと目を開け、恐おそる恐る状じよう況きようの確かく認にん。

「うおっ」

　予想していたにもかかわらず、声を上げてしまった。

　俺が少し動いたせいで毛布がズレて、パーシヴァルの上半身が丸見えになっていた。

　ちょうど俺の右脇の下あたりで丸くなっている。

　金きん髪ぱつのポニーテールは解かれ、白い肢し体たいに流れている。

　細くてしなやかな右みぎ腕うでは俺の腹に置かれ、大きくて豊かで柔らかい乳ち房ぶさは、俺の胸に押し付けられて、ひしゃげていた。

　腕や背中には、半はん透とう明めいのあの奇き妙みような紋もん章しようが、壁かべの隙すき間まから差す陽ひの光を浴びてスパンコールか白はく砂さのようにキラキラと見え隠かくれしている。

「ん……」

　パーシヴァルが目を覚ました。

「あ、守様。お加減はいかがですか？」

　目を擦こすりながら無防備にも身を起こすと、俺の目の前にパーシヴァルの上半身がまろび出る。

　二つの柔やわ肉にくがゆったりと重力に従いつつ、逆らいつつ──。

　俺の視線は当然、そこに吸い寄せられてしまう。

「！」

　パーシヴァルは、素す早ばやく毛布をつかんで身をよじる。

　ふわっと、女の子の匂いが俺の鼻び腔こうを満たした。

「あ、あの、その……、た、体温が下がって震えていらしたので、焚き火だけじゃ足りないと思いまして……」

　この前、下着姿（？）を堂々と見せていた娘むすめとは思えない恥はじらいの仕草。

　俺が視線を外せないでいると、顔を真っ赤にしたパーシヴァルは、なにかを必死でごまかすように、髪の毛を弄いじり倒たおし──、

「い、今はダメなんです！　今は！──守様は怪け我がをしているではないですか。体力を使うようなことは避さけるべきです。わたくしが動けばいいのかもしれませんが、それですと、きっと色々おねだりしてしまい、守様にご迷めい惑わくをおかけしてしまいますし……、で、ですから、今はダメです。また今度、万ばん全ぜんの体調の時によろしくお願いいたします！」

　と、「議論はこれでお終しまい」とばかりに──もしくは「サービスはこれでお終い」とばかりに？──アンダースーツを装着してしまった。

「ガ、ガウェインは薬草を採りに行っていますので、すぐに戻もどってくると思います」

　と、噂をすればなんとやらで、ちょうどガウェインが戻ってきたようだ。

　ガウェインは、瑞みず々みずしい赤い花を抱かかえている。

「ベルシアの花です。ちょっとした調合が必要なので、少し待っててください」

　ガウェインは、荷物から小さなすり鉢ばちを取り出して、花をつぶし始めた。

「それから、少し目を瞑つぶっていてください」

「え？　わ、わかった」

　俺は言われるまま目を瞑った。

　魔ま法ほうを使うっていうから、なんか眩まぶしかったりするのかな？

　すると、

「ん、んう……」

　ガウェインの色っぽい声。

　パーシヴァルよりもやや甲かん高だかく、なんというか、こなれていない感じ。

　幼い、という表現が正しいかもしれない。

　俺がその声にびくりと反応してしまったのがわかったのだろう。パーシヴァルが説明する。

「ガウェインは、特とく殊しゆな魔法を使う場合、触しよく媒ばいを身体からだに塗ぬりつける必要があるんです」

　そんな設定あったっけ？

　……でも、ということは、今ガウェインは全ぜん裸らないし、半裸？

「喘あえぎ声は、わたくしと同じですね。力を使おうとすると、気持ちよくなってしまうのです。と申しますか、守様もよくご存知のはずですよ。昂たかぶってしまったガウェインをお慰なぐさめいただいたこともありますし、わたくしと二人掛がかりで──」

「姉様、いちいち説明しなくていいですっ」

「守様がお忘れになっている可能性もありましたから、ご説明したまでです。それに嫌いやな思い出でもないでしょう？」

「いい思い出かどうかではなく、んんぅ、わたしを見てほしくないのです」

「もったいないですよ。あなたは見せびらかしてもいいくらい、きれいなのですから。守様にも何度も褒ほめていただいたではないですか」

　見せびらかすって……。

「姉様は、んっ！　隠しているではないですか。はぅっ……！」

「別に姉妹同時に見せなければならないことはないですよ」

「い、一いつ緒しよに見せたいのではなくて……。できましたっ。守様、絶対じっとしていてください！」

　俺に対して苛いら立だちを隠さない語調。

　それは八つ当たりだろ。

「いきます」

　と、ベルシアの花の匂いが強まる。

「ん。あん。んんっっっ……！」

　パパパパパッと光が瞬またたく。

　目を閉じていてもわかるくらいの強い光だ。

　何度か明めい滅めつを繰くり返し、「終わりました」とガウェインの声。

　あっという間だったな。

　それと同時に俺の吐き気はスウッとおさまっていき、腕の痛みも消えていく。

「んん!?」

　俺は立ち上がって、少し歩いてみる。

　腕の添そえ木を外して、腕を軽く振ふってみた。

「うお！　治ったよ！　痛くない」

　すごいなガウェイン、と言おうとしたところで、「まだ目を瞑っていてください！」とすごい剣けん幕まくで怒おこられた。

「ご、ごめん。えっと、じゃあ俺、外に出てるよ」

　小走りで入り口に向かう。




　ブフウゥゥゥゥゥ！




　洞どう窟くつを出たところで、生なま臭ぐさい風が俺の頰ほおを撫なでる。

「あれ？」




　──紫むらさき色いろの体毛の、例のでかいやつ！




　俺は逆走しながら、

「ム、ム、ムラサキブタ！」

　と、叫さけんだ！

　半裸のＥＢ二人は、洞窟を飛び出す。

　ガウェインは魔法でブタの足止めをし、パーシヴァルが剣けんの柄つかで眉み間けんをぶっ叩たたいた。

「ブキィィィィ」と悲鳴を上げて崩くずれるムラサキブタ。

　すかさずガウェインは、姉が叩いたブタの眉間に右手を当てる。

「やっ」

　ムラサキブタは感電したようにビクッと大きく痙けい攣れんし、そのまま動かなくなった。

「やりましたよ、守様！　ラッキーです！」

　パーシヴァルは、キャッキャッと軽くジャンプして俺に抱だきついてきた。

　俺があっけにとられていると、パーシヴァルは俺の首にぶら下がって、「一番鮮せん度どが保てる形で、ムラサキブタをしとめることができました！」

　それはよかった。

　なんだかんだで、みなが喜ぶ形で終われるのが一番いい。

「では、早く戻りましょう。守様は、明日あした学校ですものね」

「ああ、一晩越こしちゃったからな」

　パーシヴァルは意外なところで気が回る。

「姉様、すみませんが、できれば身体を洗いたいのですが……」

　ガウェインが服を着ながら言う。

　体中にベルシアの花を塗っていたらしいからな。

「近くに泉があったので、少し寄っていきたいです」

「ええっと、寄ってもかまいませんか？」

　パーシヴァルはわざわざ俺に確かく認にんを取る。

　別にそれくらい、全然かまわない。

　街中を花の匂いプンプンで歩くというのも嫌だろうし。

「では、その泉に行って汚よごれを落としてから戻りましょう。ガウェイン？　案内をお願いします」




　　　　★




　かくして。

　料理勝負当日の夕刻。

　俺は、優ゆう劣れつはともかく、どちらの料理も美味おいしく感じられるように、念には念を入れて昼食を抜ぬいた。

　朝食も抜こうかと考えたが、空腹すぎて味がまったくわからなくなるのも問題だろうと考え、消化のよいものを食べるのみにとどめた。

　住人全員が見守る中、俺の目の前には、パーシヴァルと蛍子さんが作った料理が並んでいる。

　蛍子さんの用意した料理は、ご飯と味み噌そ汁しる。筍たけのこと菜の花、椎しい茸たけの天ぷら。白菜の漬つけ物もの。

　パーシヴァルは、ムラサキブタの丸焼きのスライス。刀とう身しん魚ぎよ──あの日の帰り際ぎわに獲とった──の味み噌そ煮に。シーザーサラダ。

　なんか〝料理〟というカテゴリーで考えるなら、圧あつ倒とう的に蛍子さんが勝っているような気がするが、食しよく欲よくをそそるという意味で言うなら、パーシヴァルも負けていない。

「じゃあ、いただきます」

　判官びいきもありつつ、まずはムラサキブタの丸焼きを食す。

　うむ……。

　香こうばしさが鼻び腔こうを刺し激げきし、続いて肉にく汁じゆうが口に広がる。カリッとした皮も歯ごたえが良くて、胡こ椒しようがピリッと利きいている。

　うん。美味うまい！

「次は、蛍子さんの……」

　筍と菜の花の天ぷら。

　皿の端はしに盛られている粒つぶの粗あらい塩に、衣ころもの端をちょんちょんとつけて一口。

　サクッとした控ひかえめの衣と、こりっとした筍の歯ごたえ。

　──こっちも美味い！

　俺は勝負のことを忘れたわけではなかったが、審しん査さどころではなく、どうにも箸はしが止まらなくなってしまった。

　蛍子さんの料理は計算しつくされた繊せん細さいさがある感じだし、パーシヴァルの料理は大だい胆たんかつ豪ごう快かい。

　美食家でもなんでもない俺だが、互たがいの料理の細かい仕し掛かけ、狙ねらいがびんびんと伝わってくる。

　これは甲こう乙おつつけがたい。

　──どうするか。

　そもそもジャンルが違ちがいすぎるんだよな……。

「……それで、判定は？」

　蛍子さんが、悩なやむ俺を急せかす。

　できれば丸くおさめたいし、実際どっちも美味いし……。

　パーシヴァルは、すがるような視線を俺に向けている。

　蛍子さんだって、静かに目を閉じているが、その雰ふん囲い気きは伝わってくる。

「ええっと」

「はい」

「結果は……」

「はい」

「──どっちも美味しいから、引き分けじゃダメかな？」

「え────!?」

　アンがお笑い芸人のように派手にコケてみせたが、気にしない。

　苦肉の策というか、第三の結論というか。

　ふざけているわけではない。いたって真ま面じ目めだ。

　俺は蛍子さんとパーシヴァルの視線を正面から受ける。

　黒の瞳ひとみと碧みどり色いろの瞳が俺を見つめている。

　蛍子さんが目を伏ふせて、嘆たん息そく。

「……守さんが、そう仰おつしやるのでしたら」

　同意を得るかのようにパーシヴァルに瞳を向ける。

「わたくしも守様のご意向でしたら納なつ得とくです」

「良かったー!!」

　──言ってみるもんだなぁ！

「異議あり！」

　アンが大げさに手を挙げる。「本当にそれでいいの？」

「うん」

「えー、でもそういう玉虫色の結論は、どうだろう？　ちゃんと結着はつけるべきじゃ？　後々蒸むし返されたりするんじゃないの？　特にこっちの黒いほう」

「私が腹黒みたいな言いかたしないでください」

　蛍子さんが返す。

「あながち間ま違ちがってもいなかろうに」

　子子子丸が言う。「──と、もちろんこれは褒ほめ言葉じゃぞ」

　蛍子さんの視線に素す早ばやく宗しゆう旨し替がえを試みるじいさん。

　どう考えても褒めてはいないが。

「別に本人たちがいいって言ってんだから、いいんじゃねーの？　喧けん嘩かなんて、結局当人同士の問題だ」

　ヴァネッサが天ぷらをひょいと摘つまむ。「あたしゃ、美味いもんをご相しよう伴ばんできりゃ、それでいいし」

「だから、ちゃんと結着つけるべきですよねぇ、ヴァネッサ？」

「いや、結着ついてるって」

　アンは鈍どん感かんなヴァネッサにイラついて、

「だからー。後日もう一度勝負してー、白黒つけたほうがいいんじゃないのかな？　別の料理で勝負したほうがいいんじゃないのかな？　かな？」

　ヒントというか、答えまんまを聞いて、やっと察するヴァネッサ。

「なるほど！　そうだな。再勝負したほうがいい」

「お前らは、単に美味いもんが食いたいだけだろ！」

　俺は我が慢まんしきれず突つっ込んでしまう。

「いやいやいやいや、そんなことはないですよ？」

　ないわけないでしょ。

「料理勝負は引き分けでおしまい！　ね、二人とも？」

　これで丸くおさまって、揉もめごとはお終しまい、としようとしたところで、

「いえ、私は再勝負でもかまいませんよ。今回は、守さんの顔を立てる意味もありましたし」

　ギラリと光る黒い瞳。

「そういうことでしたら、わたくしも白黒はっきりするまで勝負を続けてもかまいませんが？」

　受けて立つパーシヴァル。

　なんかまた部屋の温度が上がってきたぞ！

「喧嘩はなし！　ほら、キミたちが喧嘩したら家も壊こわれるし、管理局に目をつけられるよっ！　それにＢＰだってガンガン上がっちゃうでしょ」

　すると元げん凶きようの二人が、こんな時ばかり仲良くハーモニー。




「上がったＢＰは、デートで下げていただきますっ！」




　それ、なんの解決にもなってないでしょ!?




　俺は天てん井じようを仰あおぎ見た。

　ああ、今度は空からなにかうまい解決方法でも降ってこないものか……。

　当然のごとく、そんなものは降ってこなかった。







　幕間一　限界突とつ破ぱ







　浅い眠ねむりから覚めたのは、布ふ団とんの中になにかいると思ったからだ。

　なんだか胸の辺りが、すごくくすぐったい。

　俺の胸の上を、ムズムズするというか、ベタベタしたなにかが這はいずり回っている。

　いや、猫ねことか犬とかに舐なめられている感じというか。

　生暖かいものが、肌はだの上を行ったり来たり。

　その正体は、すぐにわかった。

　パーシヴァルとガウェインだ。

「くすぐったいって」

　俺は、決してたくましくはない胸むな板いたを舐めるふたつの頭を軽く押さえつけ、その動きを止めさせる。

「ふふふ。守まもる様、やっと起きてくださいましたね」

　パーシヴァルが布団から顔を出し、くぐもった笑い声とともに、俺に口づけする。

「起こしたかったんなら、もっと普ふ通つうに起こしてくれればいいのに」

「あまり気持ち良さそうに寝ねてられましたから、無理に起こすのもよくないかなと思いまして。ゆっくり時間をかける方法を選んでみました」

　ガウェインも顔を出して、

「本当はもっと自然な形で起きてもらおうと思っていたのですが、姉様が途と中ちゆうから昂たかぶってしまったようで……。あんなに激しくペロペロチュウチュウとしてしまったら、刺し激げきで起きてしまうのは当然です」

「肌と肌を直接重ね合わせて、守様の匂においに包まれながらご奉ほう仕ししているのですよ。そのような気分になってしまうのは当然です。ガウェインだって、そうでしょう？」

　ガウェインは否定しない。顔がいつもより赤みがかっているのは、なにも布団をかぶっていたからだけではないようだ。

　そうか。思い出した。

　ここは姉妹の部屋のダブルベッドの上。

　昨日の夜は三人で一いつ緒しよに寝ることになっていて、それで俺はずいぶんと遅おそくまで寝られなかったんだ。

　もちろん、姉妹の寝ね相ぞうが悪いからだとか、イビキが酷ひどかったからだとかいうわけではない。

　俺とリッピンコット姉妹は、実際に出会う前に、十五歳未満プレイ禁止の追加アプリケーションを使って、何度もそういう行こう為いに至っていた。

　もちろんゲーム世界でだ。

　とはいえ、それは俺の事情であって、姉妹の記き憶おくとは違ちがう。

　だから七沢市こつちの世界でも、彼女たちにとっては向こうゲームの世界と同様に、俺とそういう行為に至るのは当たり前のことだったし、そういうことをしないほうがおかしいことだった。

　しかもここは〝楽園〟で、惰だ眠みんをむさぼらなければ追い出されてしまうわけだから、より一層、彼女たちにはそういった行為に至る動機があるわけだ。

　俺は彼女たちの初めては経験プレイしているわけだし、姉妹も俺以外は知らないことになっている。

　勝手知ったる三人なわけだ。

　そして、ごく一いつ般ぱん的な健康男子の俺にとって、そういう雰ふん囲い気きになれば、一晩に何度だってそういうことはする。

　頑がん張ばれるだけ頑張る。

　まあ、とはいえ、タッチパネルの向こう側の世界では、ほぼ無む尽じん蔵ぞうに体力がある俺でも、現実世界ではそうもいかない。

　それにゲーム世界なら、その感覚も感かん触しよくもあくまで自分自身によるもので、色々自制も利きくが、現実の話となると、正直、気持ちいいと止まらない。

　というわけで、俺はいつ眠りについたのかも、よくわからない状態で眠り、そして今起こされたというわけだ。

「それで、どうでした？」

　パーシヴァルが言った。

「どうでしたって？」

「気持ちよかったですか？」

「え？　ゆっくり起こすつもりだったって、今言ってなかった？　気持ちよくさせようとしてたの？」

「途中で両方になりました」

　パーシヴァルは、少しも悪びれることなく、にっこり。

　そ、そうなんだ。

「まあ、いいか。ええっと、うん。気持ちよくて目が覚めたよ」

　最初のくすぐったさは、ちょっと困ったけど。

　しかし、あれだけ体力使ったのに、俺の下半身にぞくぞくと血が集まっているのは、十代にしかできない芸当と聞く。

「えっと……、今、何時？」

　時計は、このダブルベッドの収納つきヘッドボードに置いてある。

　仰あお向むけで二人の頭を胸に乗せている俺には見ることができない。

　ガウェインが確かく認にんして、「三時十二分です」と答えた。

「まだ起きる時間じゃないけど、なにかあったの？」

　この姉妹がなんの理由もなしに、こんな時間に俺を起こすはずはない。

「三人とも裸はだかでしたので、服を着ようと思ったのですが、思いのほか、汗あせまみれだったようで」

「姉様と相談して、お風ふ呂ろに入って体を洗おうということになりました。それなら守様も誘さそおうということになったのです」

　確かに言われてみれば、首回りはまだ濡ぬれている感じだし、髪かみもだいぶ湿しめっぽい。まさに運動したあとという感じだ。

　それに汗ではない別の水分で濡れているところも多いから、風呂に入りたいという気持ちはすごくよくわかる。

　特に手の平がカピカピしてきてる。

　実はこの二人は、例えば蛍子ほたるさんなどから比べると、かなり水分過多だ。

　俺としては体の反応がわかりやすいという意味では、すごくありがたいが、後始末という意味では、確かに面めん倒どうではある。もちろん二人ともきれい好きだから、率そつ先せんして後始末をしてくれたりするわけだが。

「じゃあ、風呂に行こうか」

「はい、すでにお風呂のスイッチは入れてありますから、じきに入れる状態になると思います」

「あ、そうなんだ。ありがと」

　俺は軽く伸のびをしつつ「あー、ちょっと疲つかれたな。すっごく運動しちゃった感じだよ」

「すみません。つきあっていただいて、ありがとうございました」

　パーシヴァルが礼を言う。

「いやいや、俺も楽しかったし」

「特に今晩はガウェインを中心にしていただいたようで、とてもうれしかったです」

「な、なにを言っているのですか!?」

　今まで静かにしていたガウェインが突とつ然ぜん、声を荒あららげて抗こう議ぎする。

「声が大きいですよ」

　ガウェインは、パーシヴァルに咎とがめられ、アッと口を手で塞ふさぎ、すみませんと会え釈しやくする。

　ダブルベッドが入る広さで、姉妹二人分の部屋といっても、住宅事情の芳かんばしくない七なな沢さわ市の日ひ暈がさ邸ていだ。こんな時間に大きな声を出せば、隣となりの部屋に筒つつ抜ぬけになってしまう。

「わたし中心とか、なにを言っているのですか、姉様は!?」

　声を潜めつつ、激しく抗議するガウェイン。

「守様に可愛かわいがっていただいた回数からわかるではないですか。今晩は、ガウェイン中心でしたよ」

「ね、姉様は途中から覚えていないだけです。少し痛いか苦しいくらいがいいと守様におねだりしていたのは姉様ですよ。わたしと口づけながら、お尻しりを叩たた──」

「ストップストップ。そんなのどっちだっていいじゃない」

　確かにパーシヴァルは、Ｍっ気のあるタイプだって知っていたし、だからこそ俺はどう動けば喜んでもらえるかもわかっていたし、加えて二人ともちょっと百合ゆりっ気というかレズビアンの気があるってのも知っていたから、あんな風にしたわけだけども。

「俺は二人が、というか三人が気持ちよければなんだっていいと思う」

　その言葉に二人は、じっと俺を見つめていたかと思うと、ぎゅっと俺に抱だきついてきた。

「守様は、ずっとわたくしの好みを覚えていてくださいました。わたくし、守様をお慕したい申し上げております。もう守様から離はなれられません」

「わ、わたしもです……」

　パーシヴァルが俺の瞳ひとみを覗のぞき込みながらはっきりと言う。ガウェインは顔を真っ赤にしてそっぽを向きつつ、モジモジしている。

　この二人。俺よりもはるかに立派で、はるかに強いんだけど、なんか守ってあげたくなるし、期待に応こたえなきゃっていう気分になる。

「じゃあ、風呂行って、ゆっくりしよか」

「はい！　ですが、この昂ぶった気持ち、抑おさえることができません。どうかお風呂ではご奉仕させてください」

「大だい丈じよう夫ぶです。守様はゆっくりできます。わたしと姉様が動くだけですから」

　珍めずらしく言い切ったガウェインがベッドから降り、俺の手を引く。

　風呂でもうひと運動するのはいいけど、二人ともけっこう声が大きいんだよね。

「大丈夫です。声は可能なかぎり抑えますから」

「え？　俺、今、口に出してた？」

「いいえ。でも守様の表情でわかりました。ガウェインの声は少し響ひびきますけど、おそらく問題ないと思います」

　風呂場はアンに消音の魔ま法ほうをかけてもらってるから、そのことを言っているんだと思う。

「姉様、声が大きいのは、わたしではないです。先ほども言いましたし、いつも言っていますが、姉様は覚えていないだけです」

「そんなことはないです。覚えていないのはガウェイン。あなたですよ」

「そこまで言うなら、蛍子さんかヴァネッサさんにでも聞いてみましょう。なんなら今からお風呂に同席してもらいますか？」

「ガウェインがいいのでしたら、ご自由にどうぞ」

「ちょ、ちょっと待った。声を小さくっていうのは、まわりの人を起こしたりしないようにってことでしょ。それをわざわざ起こしに行ってどうすんの」

　本ほん末まつ転てん倒とうだよ。

「確かに守様の言うとおりです。ではどういたしましょう？」

　パーシヴァルが首をかしげる。

「どっちが声が大きいかとか、別に決めなくてもいいんじゃないか？」

「とはいえ、ここまできてしまっては、おさまりがつきませんです」

　ガウェインの言葉にパーシヴァルが深くうなずく。

　面倒な姉妹喧げん嘩かだなぁ……。

「じゃあ、俺が判定するってことでいいかな？」

「ヒイキなしですよ。二人にまったく同じことをして、それでどちらが大きな声を出してしまうのか判定してください」

「う、うん、わかったから、少し静かに階段を下りよう」

　俺は、風呂場でどうすればいいのだろうかと悩なやみ始めていた。

　どうやったって、どっちかが不満を持つだろうし、……うーん、どっちも声は小さかったよと言うべきか。

　個人的な好みとしては、やっぱり反応は大きいほうが楽しいし、うれしいんだよなぁ。

　この争いの意義がわからない……。







　第二節　蛍子の風景







　目の前を黒いビキニの日焼け美人が通り過ぎる。

　マイクロビキニと言わないまでも、隠かくしている部分は胸の先せん端たんだけ、お尻も同様に、かなりきわどい布面積で日に焼けた肌はだを晒さらしている。

　ここは七なな沢さわから電車で数時間のところにある温泉テーマパークの屋内温水プール。

　室内なので強い日差しが入ることはないから、あの美人はどこか別の場所で肌を焼いてきたのだろう。

　そのなにかに挑いどむように歩く美女を、俺の目が自動追つい尾びしてしまっていたところ、即そく頭部に衝しよう撃げきを受けた。

「余所よそ見みをしていると危ないですよ」

　蛍子ほたるさんがポテンポテンと転がっていくビーチボールを拾いながら、俺を咎める。

「エロ動画のサンプルを観みてるような顔ですよ？　今のだらしない表情は」

　アンの言葉にヴァネッサがケタケタと笑った。

「守まもる、お前ワンナウトだからな。スケベなこと考えてる場合じゃねーぞ」

「ちょっと待て、なんでバレーボールにアウトが発生してんだ？」

　俺たちは今、ビーチボールを何度続けてレシーブできるかという競技に興じていたはずだ。俺が記録を妨さまたげてしまったことは確かだが、それがワンナウトになるなどという話は初耳だ。

「アウトになったやつが言う言葉じゃないな。さっき決めただろ？」

　ヴァネッサは、さも常識かのように言うが、だから俺はそのルール変へん更こうを聞いた覚えがないんだっつーの。

「おいおい、さっきお前がいないところで決めただろ？」

　ヴァネッサに代わって、友人の達たつ哉やがしたり顔で言う。

「どうりで知らないはずだよ！」

「ついでに言うが、ツーアウトは昼飯買い出し係ってのも決まってるからな」

　あー、まぁ別に買い出しに行くくらいならやってもいいけども、いじめなのか悪ふざけなのか判断しにくい行こう為いは、できればやめてほしい。

「お前さ、買い出しが嫌いやでわざとボケてんじゃねーの？」

　達哉が馴なれ馴れしく俺の肩かたを叩たたく。

「べつに嫌じゃねーし、そもそもみんなで買い出しに行きゃあいいじゃんか。というかなんで、スリーアウトじゃなくて、ツーアウト制なんだよ。キリが悪い」

「スリーだと長引くからだよ」

　と、急にすがるような表情で耳打ちする達哉。「だから、お前は空気読んで、買い出し係になってくれよ、な？」

　確かにまあ、カノジョであるところの睦むつ美みちゃんに、かっこいいところを見せたいのはわかる。友人としても、それをかなえてやりたいと思う。買い出し係をするのも、やぶさかではない。

「でも別に俺がアウトにならなくても、いいんじゃないか？　ほかにもいっぱいいるぞ」

「一いつ般ぱん人たるオレがアウトを取れる存在がいると思うか？　お前んちのスーパー同居人の中に」

　俺は、ビーチバレーだかドッジボールだかに興じる元ＥＢたちに視線を向ける。

　今日は、蛍子さんのＢＰを下げる目的で達哉たちとダブルデートみたいなことになっていた。

　はずなのだが、いつのまにかその他大勢も同行することになってしまっていた。

　初めは俺もついてこようとする連中を止めてたんだが、蛍子さんと達哉たちが大勢のほうが楽しいだろうから別にかまわないと言ったので、下宿人総出でのデート（？）となってしまった。

　蛍子さんの表情が微び妙みように強こわ張ばっていた気がするんだが、まあ、本人がいいと言うところを否定するわけにもいかないし、あとでフォローするしかないだろう。

「スーパー同居人ねぇ」

　睦美ちゃん以外は元ＥＢだから、まあ、そう簡単に立ち向かえる相手じゃないけど。──いや、球技に絞しぼれるなら、ガウェインならなんとかなりそうな……。

　珍しく遊びに興じているガウェインは、俺の視線に気付くと、プイと横を向いてしまった。

「お前、ガウェインちゃんに嫌きらわれてるのか？」

　目ざとく気づいた達哉。

「とても難しい質問だな。ひょっとしたら人間という存在についての哲てつ学がく的な問いと関連するかもしれん」

「大きく出たな。続きを聞こうか？」

「いやいや、嫌われているわけではなさそうなんだけどな」

　というか、好かれているんだとは思う。そう言ってくれることはあるし。

　けど、ツンツンしてるときと、デレデレしてるときのギャップが激しすぎて。

「なんというか、正直よくわからん。異世界人である上に、なんと女の子なんだぜ。俺に理解できようはずもない」

「なんだよ、あんだけ美人に囲まれてて、女心ひとつわからんのか？」

　さも自分はわかっているかのような口ぶりの達哉。

「お前はわかんのかよ」

「たぶんお前よりはな」

　キミがそう言うのならば、そうなんでしょう。俺はあえて否定しないことにする。

「じゃあ、ガウェインに好かれる方法を教えてくれよ」

「好かれたいのか？」

「嫌われたくはないなぁ」

　俺は同居人と気持ちよく暮らしたい派に属している。これは今後も変えるつもりはない。

「微妙な返答の上に贅ぜい沢たくだなぁ、おい」

「正直者と言ってくれよ」

「うーん、でもよ。ガウェインちゃん一人くらい、嫌われてたってよくね？　あれだけハイグレードでバリエーション豊かな美人が揃そろってんだぜ」

　確かに後半の意見に関しては、反論のしようがない。

　概おおむね容姿端たん麗れいなＥＢの中でも、際きわ立だって綺き麗れいどころが揃っているということを認めざるを得ないのだ。

　パーシヴァルは、正統派清純美少女だし、蛍子さんはちょっと陰かげがある感じの知的美人だ。

　ヴァネッサはグラマラスな健康お色気で、アンは気だるげでミステリアスなところが魅み力りよく的なんだと思う。ガウェインは、クールな感じの美少女のジャンルに入るはずだ。

　達哉と俺がそんな話をしつつ、それとはなしに女性陣じんに目を向けていると、ガウェインがなにやらパーシヴァルに話しかけている。

「だったら、むしろもっと見てもらいなさい。あなたは充じゆう分ぶん、魅力的なんですよ！」

　妹を叱しかる姉の言葉から、おそらく「あいつらイヤラシイ目でこっちを見てる」とかなんとか告げ口にいったのであろうと推測がつく。

　やっぱりよくわからない。

　ベッドの上では、もっと見てほしいと言われたことがある。

「…………」

「…………」

「……見るなっていっても、無理だよなぁ」

　沈ちん黙もくを解いたのは、達哉だった。

　ガウェインの行為の善悪についてなにも言わないのは、暗あん黙もくの了りよう解かいといえよう。

「まあ、普ふ通つうに考えればな」

　俺は充分に見慣れてはいたが、彼女らが着ている水着はかなり肌の露ろ出しゆつ部分が多い。つまり過激ということだ。

　パーシヴァルは白と銀を織り交ぜたワンピースを着ていたが、サイドがかなり露出しており、どちらかというとモノキニに近いといえる。似た印象のワンピースを着ているのが妹のガウェインだが、こちらは競泳水着に近い感じで、胸むな元もとやお尻しりの部分の露出も姉に比べて少ない。

　蛍子さんは、パーシヴァルと正反対の黒地。レースをところどころに交ぜたビキニタイプの水着だ。ボトムはローライズで、脱ぬげてしまわないかと、こっちがハラハラしてしまう。
















　ヴァネッサは茶色のニット地のホルターネックビキニ。パーシヴァルたちに比べると布地が多い印象だが、動きにくいからそれでいいとのことだ。

　黒いレースの布を巻いているのはアン。首に引っ掛かけるホルターネックで、布地は胸をクロスする形で覆おおい、そのまま背中から股また下したへと伸のびている。くわえて両りよう腕うで両足にレース地のロング手て袋ぶくろとロングソックスを身につけている。

　一見露出が少なく見えるが、目を凝こらすとレースがスケスケになっている。……まあ、アンにしてはおとなしめの衣い装しようだ。

　で、そんな肌はだも露あらわな美女たちがキャッキャウフフとビーチボールと戯たわむれているわけである。

　俺たちだけでなく、通りがかる人間は男女問わず、視線を引き寄せられている。

「隙すきあり！」

　睦美ちゃんがスパイクしたボールは、ボスッと鈍にぶい音を立てて達哉の尻にヒットする。

「達哉くん、あとワンナウトで買い出しだよ！」

「睦美ちゃ～ん、狙ねらうなら守でしょうよ～」

「買い出し係は一人じゃ足りないんじゃないかって、みんなで決めたから」

　左手を腰こしに当て、右手はビシッと男性陣を指差す。

　睦美ちゃんはソフトボール部のピッチャーだ。俺たちよりも運動神経がいいと言っていいだろう。

　少なくとも彼女は中立だと思っていたのだが、おそらく達哉の普ふ段だんの素行の問題だろう。これは、いずれ大きな問題とせねばなるまい。

　しかし睦美ちゃんがヴァネッサたちの味方になってしまうと、俺たちは買い出し係に決まったようなものだ。

　俺は格好つけなきゃならないところでもなかったから痛手はなかったが、達哉は少なからずショックを受けたようだ。

「……それじゃあ、無む駄だな時間をかける必要はない。オレたちが買い出しに行ってくるよ」

　達哉は肩かたを落として、「お前もそれでいいよな？」と同意を求める。

　俺は、かまわんよ、と答えた。




　　　　★




「正直さ、オレは彼女がいるわけなんだけどよ。お前が心底羨うらやましいよ」

　突とつ然ぜん、達哉が言い出した。

「は？　いったいなんの話だ？」

「いやだって、あれ全部、おまえんちの同居人だろ？」

　背後にちらりと目をやる。

「しつこいようだが、よくあれだけの美人が集まったもんだよな。お前なんか変なフェロモンみたいなの出してんじゃねぇのか？」

「出せるもんなら出してみてぇな。出したり止めたりできたら、なおいいな！」

「いやいや、そういう冗じよう談だんじゃなくてよ、元ＥＢだってことを差し引いても、ちょっと異常だぜ。オレは絶対お前の特とく殊しゆ能力だと思うけどな。そうでもなきゃ、説明がつかん。というか、納なつ得とくいかん」

　うーむ。たしかに異常なのかもしれんが、俺にはどうしようもない。

　俺からすれば、単なる偶ぐう然ぜん。よく言って幸運だ。

　特殊能力を使ってる自覚もないし。

　ただまあ、昔から運と言うか、くじ引きのヒキは、間ま違ちがいなく抜ばつ群ぐんだった。

　これはソシャゲをやるときにいかんなく発揮されて、ガシャとか回せば、かなりの確率で稀き少しようカードなり、稀少ユニットなんかを手に入れられた。リセマラとか、ほとんどやったことがない。

　それと睡すい眠みん時間が少なくていい体質というのも影えい響きようしているのかもしれない。そのおかげで長時間ゲームすることができて、イベントの上位入賞報ほう酬しゆうを無課金で取れたこともある。

　その体質みたいなものが、今の状じよう況きようを作り出しているのだと言われれば、「そうだったのか。それはラッキーだった」と素す直なおに喜びたいと思う。

『【降り注ぐ千の剣つるぎ】パーシヴァル』なんか、上位百名報酬だったし、その娘こが、元ＥＢとして俺のところに来てるわけだしな。

「そんなことより達哉、お前のほうはどうなんだよ。心配じゃないの？」

「なにが？」

「だって、ほら」

　俺は近くにいた美青年たちを控ひかえめに指差す。

　身体からだ中にある傷きず跡あとと引き締しまった筋肉から歴戦のＥＢと推測されるその男たちは、若い娘とキャイキャイとふざけあっていた。

　男のＥＢも当然、格好いいのがそろっているわけで、しかも見た目でなく、器うつわがでかいような、それこそ男も惚ほれるような男も多い。

「心配じゃないといえば噓うそになるが、ああいう連中が好きなら、最初っからそっちを選ぶだろ。オレたちは七沢生まれの七沢育ち、純正の地球人だからな」

　胸を張って答える友人を、俺は少し羨うらやましく思った。

　地球人であることに誇ほこりを持つ持たないなんて考えたことはないが、ＥＢたちのすごさにコンプレックスはある。俺もああいうことができればいいなぁ、なんて思ったりもする。

　そして、たぶんこの点については、俺のほうが普通なんだろうと思う。達哉はそういうのを気にしないでいられるという特殊能力者だ。

「お前はどうなんだよ、ナンパとか心配じゃねぇの？」

「ナンパに関しては、大だい丈じよう夫ぶっぽいな。アンとヴァネッサがいれば、たいてい追い返しちゃうしな」

「なるほどねぇ。ヴァネッサは外見が恐こわいし、アンは経験豊富そうだし、うまいことやれるわけだ」

「そんな感じ」

「蛍子さんだったら、けっこう真ま面じ目めに受け答えちまいそうだけどな」

「受け答えたうえで『私はあなた方に用事はございませんので』とか撃げき退たいする感じだな」

「ああ、冗談通じなそうだしな、蛍子さん」

　過去の出来事を思い浮うかべつつ、確かになぁ、と頷うなずく俺。

「冗談がどうかされましたか？」

「どわあっ!!」

　背後から蛍子さんの不意打ちを受け、マンガみたいに飛び上がる達哉。「な、なんでここに？」

「追加で食べ物を頼たのまれまして」

　スッと俺の横に来て、軽く肩をすくめる。

「他ほかのやつが買い出ししろよ～。今日は蛍子さんに楽しんでもらうためだったのになぁ」

「私は楽しんでますよ。こういう施し設せつはあまり来ませんし。十四時くらいまではプールで、あとは併へい設せつの温泉に行きましょう」

「蛍子さんがそれでいいって言うなら、別に俺が口を挟はさむような問題じゃないんですけどね」

「あら、そうなんですか……？」

　蛍子さんは「では……」と、俺の左手をとって腕うでを組んできた。

「これくらいの役得は許されるはずですね」

　ぐいぐいと柔やわらかいものを押し当ててくる蛍子さん。

　その様子を横目で見ていた達哉は、控えめに「やっぱり異能力者だな」と呟つぶやいた。
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「じゃあ、十六時にここに集合ってことで」

「はい、では、そのとおりに」

　温水プールから上がって、今度は温泉を堪たん能のうしようと男女分かれての行動となっていた。

　睦美ちゃんやパーシヴァルたちは、すでに温泉に向かっていて、蛍子さんが男性陣じんとの打ち合わせのためロビーに残っていた。

　温泉は水着は不可で、当然、男女別。

　湯船に浸つかりながら美しい自然の眺ながめを満まん喫きつできるというのが、この温泉の謳うたい文句だそうだ。

　みんなと一いつ緒しよにその風ふう光こう明めい媚びな場所を堪能したかったものだが──スケベな気持ちは抜ぬきにして──、さすがにそれはないものねだりだろう。

「んじゃ、俺たちも行くか」

　蛍子さんが離はなれるのを待って、男湯へ向かう。

「あーあ、混浴だったらよかったのにな」

　達哉がぽつりと言う。

「まあ、そうかもなぁ」

「ずいぶんと冷めた反応だな、おい」

　俺の薄うすいリアクションに口を尖とがらせて抗こう議ぎする達哉。「いつも見慣れてるからいいやとか、そういうことか？」

「そんなわけあるかよ。見慣れてたって、何度でも見たいよ。つーか別に家の中を裸はだかでうろちょろしたりする人たちじゃないぞ、あの人たちは。──まあ、アンは、ちょっと特別だけど」

　俺は少し噓をついた。というか、話題を敢あえて逸そらした。

　彼女たちの裸を見慣れているわけではないが、けっこうな回数を見ている。

　特に触ふれ合う機会は増えた。

　パーシヴァルに対たい抗こうしてか、蛍子さんが今までよりも俺の手をとったり、くっついたりすることが多くなったし、正直、回数も増えた。

　ヴァネッサやアンは、パーシヴァルたちが影響しているかはわからないが、こっちも回数が多くなったような気はする。

　記録をとってるわけじゃないから、正確なところはわからないけど。

「なんだよ、お前んとこ実質、女子寮りようだろ。桃もも色いろなことは起こらないのかよ、がっかりだ」

「桃色って、昭和か！」

「……待てよ。お前が噓をついている可能性もある。なにせ異能力の持ち主だからなぁ」

「その話は、もういいだろ」

「いや、オレは一生言い続ける覚かく悟ごはあるぞ、なぜなら──」

　と、その時、どこからか小さな地じ響ひびきとともに爆ばく発はつ音が聞こえてきた。

「お？　なんだ？」

　七沢育ちの達哉の反応は小さい。

　俺にしても、似たようなものだ。身の危険を感じない出来事は、日常の一風景と認にん識しきしてしまう。

「怪かい物ぶつでも出たか？」

　遠くで警報機が鳴ったかと思うと、いっせいに近くの警報機も連動し始めた。

「ちょっと電話してみるわ」

　けたたましい警報を聞いて不安になったのか、スマホで睦美ちゃんに連れん絡らくを取る達哉。

「出ないな……」

　リダイヤルしているようだが、応答がないらしい。メールも届いていないし、メッセンジャーにも動きがないとのこと。「もう風ふ呂ろに入ってるのか？」

　たしかに湯船にスマホは持っていかないだろう。

「あれ？　なんか煙けむりが出てるな」

　従業員が慌あわててどこかに連絡を取っており、元ＥＢらしい従業員もバタバタと出入りを始めた。

　どうやら、なにか元ＥＢの力を必要としている事故が起きてしまったらしい。

　これはちょっとみんなと連絡を取っておきたい。ことによったら早いところ、ここを離れたほうがいいかもしれないし。

「俺もかけてみるよ」

　スマホを手に取ったとき、ちょうど蛍子さんから着信があった。

「もしもし」

『ああ、よかった。繫つながりました。そちらは大丈夫ですか？』

「こっちは二人ともなんともないです。そっちでなんかあったの？」

『なにかが爆発して、お風呂への入り口が塞ふさがれてしまったようです。私は大丈夫だったのですが、パーシヴァルさんたちがすでに入ってしまっていて……。──ん？　ちょっと待ってください。なにかネットのほうに上がってるって……』

「ネット？」

「おお、じゃあオレが……」

　達哉がスマホでブラウザを開く。

「ここの温泉の名前でググるか？」

「いや、ツイッターみたいなほうがいいと思う」

　俺の言葉に従って画面を操作する達哉。

「検けん索さくは、ここの名前で……っと、なんか出てるぞ。犯行声明か？　『温泉は占せん拠きよした。人ひと質じちを解放して欲しかったら一億円出せ』って。『早くしないと画像と動画をばら撒まく』。リンクが貼はってあるな」

「クリックしてみてくれよ」

「ウィルスとかだったら、どうすんだよ……」

「睦美ちゃん、心配だろ」

「……そりゃそうだけど……まあ、仕方ないな」

　いったいなにが起こっているのかは分からなかったが、彼女たちが事件の当事者になってしまっているような悪い予感がした。

「おいおい、女湯が出てるぞ！」

「え？」

　画面をのぞき込むと、岩いわ風ぶ呂ろやジャグジーなどが代わる代わる不規則に映し出される。

「パーシヴァル!?」

　動画の端はじっこに裸でうずくまるパーシヴァルが見えた。

　睦美ちゃんとともに、アンやヴァネッサ、ガウェインもいる。

「なんだよ。んじゃあ、ちょっと安心だ。なんとかなるんじゃないか？」

「なんとかって？」

「元ＥＢなんだから、なんかすごい能力持ってるだろ。だから悪いやつがいても、そんな大おお事ごとにはならないだろ」

「なんとかなるなら、初めっから、こんなことにはなってないだろ」

「あ。まあ、そらそうか……」

　達哉が恥はずかしそうに頭をかく。

　ブレイヴだって女の子だ。裸を晒さらしたいとは思わないだろう。

　罪のない困っている人を助けたいっていう気持ちは、俺たち以上に持っているだろうけど、できれば人前で特とく殊しゆ能力は使いたくないはずだ。

　七沢以外でＥＢは一いつ般ぱん的じゃないし、そもそも彼女たちブレイヴは目立つことない平へい穏おんな日常生活を望んで地球ここにやってきたわけだ。それにＥＢの存在を目立たせることは、自分以外の元ＥＢにも迷めい惑わくをかけることになってしまう。

「じゃあ、警察待ちか？　と言ってもなぁ」

「そうですね、期待できませんね」

　蛍子さんが戻もどってきていた。慌てて走ってきたようだ。

「最近は特に顕けん著ちよですが、七沢市と言いますか、そもそも日本はブレイヴを追い出そうとしていますから」

「『再度ＥＢに目覚めさせて異世界に追い出すなら、ＢＰを上じよう昇しようさせるにはもってこいであるところの、こういった事件に当局が首を突つっ込むはずがない』、と」

　達哉が投げやりに言う。

　こういった意見は常に七沢市の中では囁ささやかれていて、真実かどうかはわからないが、確かにＥＢが関かかわる事件に対して、移民管理局以外の公的機関の動きは常に鈍にぶい。

「警察が介かい入にゆうしなきゃ、裸画像はばら撒かれ続けるわけで……。そもそも犯人は誰だれに金をよこせって言ってんだ？　国？」

「んー、どこにも書いてないな」

　達哉がネットを探さぐるが該がい当とうするような情報は出てこないようだ。

「おそらく、それが狙ねらいなんでしょう」

「裸画像をばら撒くってこと？」

「はい、そうです」

　蛍子さんが、大きく頷うなずく。

「ＥＢに嫌いやがらせをするのが目的と考えれば筋が通ります。〝夜の口笛〟の仕し業わざかと」

「……なるほど」

〝夜の口笛〟というのは、ＥＢに退治されたりした悪人たちが集まってできた組織だという。ＥＢたちを恨うらみ、ＥＢたちの嫌がることを率そつ先せんして行う。

「あの連中ならやりかねん」

　そして地球ここに辿たどりついた元ＥＢたちが最も嫌がることといえば、地球ここから去らなければならなくなることだ。

〝夜の口笛〟は、異世界から謎なぞの方法で地球ここに潜もぐり込み、最大の嫌がらせとして、元ＥＢたちがＢＰを上げざるを得ないような事件を起こし、地球ここから追い出そうとしている。

　時空を超こえた逆さか恨うらみ。異世界からのストーカー。今回のはリベンジポルノみたいなものか？

「パーシヴァルたちが動かなかったのは、なにかしらの特殊能力が関係していて、力押しをしても意味がないという判断をしたのかもしれないし」

「画像がばら撒かれれば、アンの魔ま力りよくも上がるはずです。魔力が溜たまるのを待っているのかもしれませんね」

　たしかに。

　アンは特殊なブレイヴで、一般的なブレイヴはＢＰが増加すればするほど、とてつもない力を発揮できるようになるものなのだが、アンにかぎっては、背徳的な行こう為いをすることによって魔力を上昇させ、それによってとてつもない魔ま法ほうを使えるようになる。

　もちろん、その魔法を使えばＢＰが上昇してしまうわけなのだが。

「どっちにしろ、温泉の中の様子をもっと知りたいな」

　蛍子さんが、俺の言葉に頷く。

　温泉への入り口は爆ばく破はされてしまったから、そこから中を探ることはできない。

　露ろ天てん風ぶ呂ろだから原理的に言えば外から見えるはずだけど、上空からでもないと、視界はうまく遮さえぎられているはず。

「地図で見ても、外からは、ちょっと無理っぽいなぁ」

　達哉がスマホで航空写真つきの地図を確認していたが、外側から温泉に至る道は写っていない。

　強ごう引いんに壁かべを破は壊かいして温泉に突っ込むとか、そういった手段を取れなくもないが、さすがに現段階では、事を荒あら立だてすぎだろう。犯人がどういった対抗策を取っているかもわからない。

　上空まで飛んで確認するという手も取れるかもしれないが、少なくとも蛍子さんのＢＰを上昇させてしまうような作戦は、後回しで考えたい。

「でも温泉の下側からなら、侵しん入にゆうできるかも。森の中を通れればだけど」

　達哉が言った。

　温泉は山の斜しや面めんを利用して造られており、出入り口が最も高い場所にあって、そこから下る形で様々な湯船が用意されている。

　一番下った先は壁で仕切られ行き止まり。その向こうは森になっている。そこに人間が出入りできるような通路は用意されていない。

「でもそこしかないなら、行ってみるしかないな」

　俺はすぐさま、施し設せつの出入り口へと走る。

「待ってください、私も！」

「見てくるだけだから、蛍子さんはここで待っててよ」

「そういうわけにもまいりません」

「なんかあったら、すぐに知らせるから。蛍子さんのＢＰが上がることにでもなったら、申し訳ないし」

「ＢＰが上がるような状じよう況きようが発生しうるのでしたら、なおさら私もお供いたします」

「いや、でも……」

　渋しぶる俺の視線を受けて、蛍子さんはしっかりと主張する。

「守さんのお心こころ遣づかいだけで充じゆう分ぶんです。私たちの仲間が危険に晒されているのです。それに森を進むのは、簡単ではないでしょう？」

　ここまで言われちゃ、さすがに断りきれない。

「わかった。じゃあ急ごう」

　蛍子さんは満足そうに頷いた。

　そしてその場で意識を集中させると、愛刀である元ＥＢを呼び寄せる。

「子ね子こ子し丸まる！」

　右手に影かげが集まり、すぐに漆しつ黒こくの日本刀が形作られた。

「なんだ？　なんだ？」

　突とつ然ぜん、日ひ暈がさ家の床とこの間から呼び出された子子子丸のじいさんが慌あわてる。呼び出されるときはたいてい突然なので、子子子丸のじいさんは、常に慌てているような印象だ。

　蛍子さんが簡単に状況を説明する。

「どうせなら風ふ呂ろに入っているときにでも呼び出してもらいたいものだな」

「これからそのお風呂に行くのです。しっかり働いてください」

「じゃが姫ひめさんは風呂に入らないんじゃろ？」

「事によっては入りますよ。もちろん服を着ていますが」

「それじゃあ、意味がないのぉ」

　子子子丸のじいさんに顔があったら、さぞや渋い顔をしていたことだろう。「だいたい儂わしはお前さんの部下でもなけりゃ、奴ど隷れいでもないはずじゃがのぉ」

　不満を言うじいさん。

　確かにコラボアイテムだが、主従関係にはないだろう。

　しかしその口調は深刻なものでもなく、頼たよりにされることに悪い気がしていないのは確かのようだ。

「では、まいりましょう」

「達哉はここで待ってて、なんか動きがあったら連れん絡らくしてくれ」

「おう。実じつ況きよう係だな」

「お願いします」

　蛍子さんが丁てい寧ねいに頭を下げる。

　俺たちは、森へ向かった。




　茂しげみは深く、予想どおり、人が通れるようには整備されていない。

　俺は森を歩けるような服装でもなかったのだが、躊ちゆう躇ちよしてるヒマもなかったので、そのまま突き進むことにした。

　しかしものの一分もしないうちに、やっぱりなんか用意してきたほうがよかったと後こう悔かいの念がよぎる。

「少し無理がありそうですよ、守さん。子子子丸が嫌がるので避さけたかったのですが、やはり露つゆ払はらいは我々が務めましょう」

「生木を切るのは、嫌なんじゃがのう」

「不満を言わない」

　蛍子さんが子子子丸で道を切り拓ひらき、俺はそのあとをついていくこととなった。

　そして十分も歩いただろうか、蛍子さんが突然立ち止まった。

「ふむ。なにかあるの」

　じいさんが言う。

「妖よう術じゆつ的な障しよう壁へき、でしょうか？」

　蛍子さんは、目の前の茂みを睨にらんでいるが、俺にはなにも見えない。透とう明めいなバリアーのようなものでも張られているということなのだろうか。

「姫さん、力ずくで行けると思うか？」

　蛍子さんは頷くでもなく、ただ眉まゆ根ねを少し寄せ、子子子丸の切っ先をスッと一直線に前へと進める。

　バチッと、火花が散った。

「この程度なら大だい丈じよう夫ぶじゃな」

「もちろんです」

　蛍子さんは刀を軽く上段にかまえる。

「守さん。壁を開くので、すぐに私のあとに続いてください」

　ブン！と蛍子さんが子子子丸が振ふり下ろすと、さっきのようにバチッと火花が散り、透明な膜まくのようなものが破れるのが見えた。

　膜の裂さけ目は、伸のびたゴムが戻もどるみたいに、すぐさま閉じていくが、すかさず黒い手──〝八や咫た烏がらすの腕うで〟が伸び、力ずくでそれを阻はばむ。

「さあ、急いで！」

　俺は蛍子さんを追って、裂け目に体を突っ込んだ。




　　　　★




　柑かん橘きつ系の匂においがした。

　これは、たしか蛍子さんが使っているシャンプーのものだ。

　鼻がムズムズするのは、髪かみの毛が顔をくすぐっているからだろう。

　なんだか体全体が暖かくて、そうだ俺は風呂に入っていたんだと気付く。

　岩いわ風ぶ呂ろの温度は少し低めで、蛍子さんを抱だき締しめながら浸つかるにはちょうどよかった。

　蛍子さんは、俺の身体からだに寄りかかり、のんびりとした様子で、赤く染まった空を眺ながめていた。

「夕焼けが綺き麗れいですね……」

「そうだねぇ、二人でこういうところ来るの久しぶりだし、月なんかここんとこちゃんと見るヒマもなかったよ」

「忙いそがしかったですもんね」

「だよなぁ……」

　俺はそう言って、蛍子さんのうなじに口づける。

「んっ！　ちょっとくすぐったいですよ」

「知ってる」

　蛍子さんが身をよじるが、俺は力ずくで拒こばむ。しばらくモゾモゾしていると、蛍子さんは観念したようで、俺の愛あい撫ぶに気持ちよさそうに身をゆだねていた。

　それはそうだ。

　蛍子さんはいつも最初は嫌いやがるが、うなじを愛撫されるのが好きなのだ。

　俺は、そのまま腕を──、




　──って、ちょっと待て。




　慌てて辺りを見回せば、どこかの知らない露天風呂。温泉テーマパークの露天風呂ではないようだ。完全に造りが違ちがう。

　広い湯船はシンと静まっており、ときおり木々が風に揺ゆれる音が流れてくる。

　空は赤く──おそらく夕焼けなのだろう──、顔を撫なでる風は冷たい。

　俺は蛍子さんを背中から抱き締める形で湯船に浸かっている。

　例の障壁をくぐった途と端たんに、こんなことになったと考えると、おそらく、あの障壁に罠わなが仕し掛かけられていたのだろう。

　催さい眠みん術かなにかかもしれないとも考えたが、俺の腕の中にいる蛍子さんは、しっかりとそこに存在している。

　タオルで結ゆい上げられた長い濡ぬれ羽ば色いろの髪。細いうなじの色っぽい後おくれ毛。ぴったりと密着した身体からは、蛍子さんの肌はだの瑞みず々みずしさも感じられる。

「どうしたんですか？」

　突然動きを止めた俺を不思議に思ったのか、蛍子さんが振り向く。

「え、いや……！」

　正気になった、というべきかわからないのだが、俺はこの裸はだかの付き合い状態にいたたまれなくなり、慌てて後ろに退こうとする。しかし、岩風呂の床ゆか面めんは思いのほかゴツゴツしており、うまく距きよ離りをとることができない。

「ちょっと、急になにしてるんです？」

「え？　なんというか、その……」

　真顔で詰きつ問もんされ、俺はしどろもどろになってしまう。

　蛍子さんから離はなれようとしているというのが正しいのだが、それを言ってはいけないような、仲なか睦むつまじく、いつもどおりにしていなくてはいけない雰ふん囲い気きだ。

　──いやいや、そんなことはない。

　どうやらちょっとでも油断すると、このおかしな状況を、ごく普ふ通つうのことと受け入れてしまうようだ。

　これは異常事態だ。とにかく、まずは状況を確かく認にんしないと……！

「蛍子さん、ここがどこか知ってる？」

「え？　お風呂、だと思いますが……」

「いやいや、そういうことじゃなくて」

「露ろ天てん風ぶ呂ろ、ということですか？」

「そうでもなくて！　ここが何県にあるのかとか、そういうことです」

「神か奈な川がわ県だと思いますが、静しず岡おかかもしれません。すみません、まだ日本の地理には疎うとくて」

「ここ神奈川？　さっきまでいたところはそうだけど、俺と二人きりじゃなかったし……」

「なに言ってるんですか？　私たち二人で温泉に来たんじゃないですか。それとも誰だれか別に同行している方がいらっしゃるとか？」

「いやいやいや！」

　ちょっとちょっと、そんな馬ば鹿かな！

　やっぱりこれは現実じゃなくて俺の意識の中の出来事とかなのか？

　さっきこの状じよう況きように流されないようにしなければとか思ったけど、よくよく考えれば、この状況自体、まったく現実味がないじゃないか！

　蛍子さんと風呂に入ってるのは、まあいいとして、さっきまで昼過ぎだった空が夕焼けになっていて、温泉テーマパークでもなくて、そもそもこの世界は、俺と蛍子さん以外に誰もいないのか!?

　これって、閉じ込められたってことなんだよな!?

「ど、どうすりゃいいんだ？」

　夢なら自分の顔でもつねれば、どうにかなるか？

　いや、それだとこの蛍子さんのリアリティの説明がつかない。

　この感かん触しよくは現実だ。もしかして、夢の中でそう思ってるだけ？

　そうだ。蛍子さんはこの状況をどう思っているんだ？

　いや、ここにいる蛍子さんは、本当に蛍子さんなのか？

　と。

　まてまて、とりあえず落ち着こう。

　俺はゆっくりと蛍子さんを観察する。

　白い肌が少し上気していて、ほんのりと赤みを帯びている。

　ほっそりとくびれた腰こしには、ぴったりと俺の太ふと腿ももが吸い付いており、その存在感を主張している。

　幽ゆう霊れいでもなさそうだし、ロボットでもなさそうだ。

「ん[image: ～][image: ～][image: ～]、いい湯ですねぇ」

　俺の疑心を知ってか知らずか、蛍子さんは両手をグーッとあげて伸びをする。

「結けつ婚こんしてからバタバタしてましたものね。やっとゆっくりできますね」

「……う、うん。そうですね……」

　どうやら、蛍子さんは誰かと結婚したらしい。──おそらく俺だろう。

　いやいやまてまて。よく記き憶おくを辿たどってみよう。

　蛍子さんは異世界から七沢に来て、ウチの下宿に住んでいる。

　下宿には、元ＥＢが何人もいて、色々大変だった。

　俺と蛍子さんは、そんな中で結婚して、みんなに祝ってもらった。

　やっと少し落ち着いたから、新しん婚こん旅行も兼かねて、この温泉宿にやってきた。

　──ん？

　俺はなんで結婚してないなんて思ったんだ？

「ちょっとのぼせちゃいそうですね」

　蛍子さんが、ザバッと湯船から立ち上がる。

　目の前には、湯気をともなった、柔やわらかそうなお尻しりが……。

　俺はとっさにまわりに人がいないか確認してしまうが、そうだ、風呂に入ってるのは、俺たち二人しかいないんだ。

　蛍子さんは肌をいっさい隠かくすことなく、湯船から少し離れた東あずま屋や風の洗い場まで歩いていく。

「お背中をお流ししますから、こちらにいらっしゃってください」

　魅み力りよく的な申し出に、俺が躊ちゆう躇ちよしていると、

「早く来てください。私が寒いじゃないですか」

　だったらこっちに戻ってくださいよ、と言うのもなんだか憚はばかられたので、俺は蛍子さんの指示に従うことにした。ちなみに「誘さそいに乗ることにした」という表現は、生々しい気がするのであまり使いたくない。

　俺は頭に載のせていたタオルで股こ間かんを隠しつつ、蛍子さんが示す木製の椅い子すに腰こし掛かけた。

　蛍子さんは、タオルで身体を隠すことなく、堂々としている。

　なるべく目を向けないようにしていたが、チラッと目に入った裸は、俺が知っているのと同様に腰が細く、太腿の肉は引き締まっていた。

　そういえば、こういうのって男のほうが恥はずかしがってしまうって、どこかで聞いたことがある。

「まずは髪の毛から洗いましょうか」

　言われるままに頭を下げた俺に、蛍子さんはシャワーを浴びせる。

　柑橘系の匂いのシャンプーを絡からめたしなやかな十本の指が、ワシャワシャと髪の毛の間を動く。

　ちょっと痛いが、頭がはっきりしてくるようで気持ちがいい。

　しかもシャンプーが目に入らないようにと、固く瞑つぶっているからか、指の感触をしっかりと満まん喫きつできる。

　自分以外の人間に頭を洗ってもらうのは、相変わらず気持ちいい。

　こんなに気持ちよくなれるものなのかと、びっくりするくらいだ。

　すぐそばに蛍子さんの魅力的な裸ら身しんがあると考えると、いろんなところが反応してしまうが、目を瞑っていなければならない状況というのは、逆に都合がいい。

　いやちょっとまて、俺がそんなことを気にしなければならないわけでもないだろう。

　──俺たちは結婚してるんじゃないか。別になにを憚ることもない。

　そんなことを考えているうちに、再びお湯がかけられ、

「リンスはどうします？」

「必要ないです。いつもつけてませんし」

「そうでしたね。では、身体を洗いましょう」

　蛍子さんは、俺の右手を取り、石せつ鹼けんのついたタオルで二の腕うでを擦こすってきた。

「いやいや、いいですって、自分で洗いますから」

　こんな落ち着かない場所で、そういった行こう為いをするのは、なんとなく嫌だ。恥ずかしい気持ちもあるし、どうせならまわりを気にせずにしたい。

　強ごう引いんに手を振ふり払はらうと蛍子さんに悪いと思い、しかし、しっかりと力を入れて腕を引く。

「ダメです。私がやりたいからやっているのですから、遠えん慮りよしないでください」

「遠慮じゃなくて……」

「遠慮でないのでしたら、私の言うとおりにしてください、というか、しなさい。胸ならあとでゆっくり触さわらせてあげますから」

　こういった口調が出てきたら、なにを言っても無む駄だだ。

　蛍子さんは俺の背中に回り、右手、そして左手を洗う。

「ではお背中を流しましょう」

　石鹼でぬるっとしたタオルをうなじの辺りから背骨に沿って、ゆっくりと下ろしていく。

　腰の辺りまできたら上にあがって、肩かた口ぐちから再び下へ。

　それを何度か繰くり返すと、蛍子さんが、

「前はどういたしますか？」

　と。

　俺は「いえいえ、それは自分でやりますから、ホント！」と慌あわてて断る。

　しかし、蛍子さんは俺の言葉を聞かなかったかのように、脇わきの下からするりと腕を伸のばし、背後から強く抱だきつく。

「んっ」

　蛍子さんの小さい喘あえぎは、俺の背中に大きなふたつの肉が密着したからなのだろうか。

　俺のへその部分で組まれた腕は動かず、背中に当たる温かくて柔らかいものがズルズルと這はい上がっていく。

「ほ、蛍子さん？」

　俺は間の抜ぬけた声を上げて、真意を確かめようとする。

　しかし蛍子さんは「んっ」「んっ」と小さなため息をつきながら、身体からだを背中に密着させたまま二度三度と上下する。

　石鹼が程ほどよく摩ま擦さつを減らし、俺はさすがにのっぴきならない状況になっていく。

「蛍子さん、できれば、その……」

　組まれた腕を取って縛いましめから逃のがれようとすると、蛍子さんは逆にそれまで以上にぎゅっと締しめ付けてきた。

「いてて」

　突とつ然ぜんのことに軽く悲鳴を上げてしまう俺。

　蛍子さんは、耳元に口を寄せ、

「私の調子に合わせてください」

　と、冷静な声で囁ささやきかけてきた。

　俺はハッと蛍子さんの表情を確認すると、軽く目で頷うなずいただけで、すぐに離はなれていってしまう。

「ダメですよ。せっかく気分が出てきましたのに」

　蛍子さんは、俺の身体の石鹼を流し「少し身体が冷えましたから、もう一度湯船に浸つかりましょう」と言ってきた。
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「そうですね。そうしましょう」

　俺は蛍子さんに調子を合わせることにした。




「この夕焼けは、故郷ふるさとを思い出します……」

　俺たち二人は再び風ふ呂ろに浸かっていた。

　どうやら蛍子さんにはなにか策があるらしいので、俺は言われるままにすることにしていた。

　蛍子さんは湯船の縁ふちに寄りかかった俺に身体を預け、空を見上げながら、思い出に耽ふけるように目を瞑る。

「『暁あかつきの地』って、こんな感じなんですか？」

「はい、すごく似ていますね」

　ここが『暁の地』ではないということと、『暁の地』に似ているという情報を俺に伝えつつ、続ける。

「『暁の地』は、いつもこんな感じの空なんです」

　そういえば蛍子さんとの付き合いは案外長いけど、故郷について蛍子さんの口から聞いたことはあまりなかった。

　湯船から見下ろす大地には、水の抜かれた田んぼが広がり、その向こうの山々から空に蕩とろけたような夕日が覗のぞいている。

　いわし雲が橙だいだい色いろに染まって、渡わたり鳥が編隊を組んで飛んでいく。

　郷きよう愁しゆう感かんを誘う風景だな、と思ってしまうのは、俺が日本人だからなのだろうか。

『暁の地』は、日本の戦国時代のような世界という設定だ。

「蛍子さんは、どんな暮らしをしてたんですか？」

　ある程度はユニットの説明で知っていたが、俺の知らない設定があるかもしれない。

「私は『暁の地』赤あか朧ろう月げつの国の井い手で篭ごもり領出身の武士ですから、基本的に領地を治めることが仕事ですね。ただそれだけでは食べていけませんから、田んぼを耕したりもしていました」

「兄弟とかいるんですか？」

「異母兄弟をあわせれば、五男三女の本家の長子で、長女です」

「人数多いですね」

「父は一人ですが母は三人ですから、少ないほうだと思いますよ。戦いくさがあれば、すぐに人数は減ってしまいますから、一いつ般ぱん的にはもっと多いです」

　蛍子さんは、その言葉にほんの少し表情を曇くもらせる。

「……戦って、頻ひん繁ぱんにあるんですか？」

　ゲームのルール的な話をすれば、それこそ戦をすることでゲームは進んで行くわけだし、月に一回はイベントということで、大規模な戦が行われていた。

　でもそれはプレイヤーとしての感覚で、その世界の住人の認にん識しきでは、どんな感じなのか、それが普ふ通つうだからなんとも思っていないのか、それとも苦痛に思っているのか。

　そんなことを知りたかった。

「頻繁ではないですけど、私が井手篭にいる間に三回、都みやこに出てから一回です。都を巻き込んだその合戦で、私は『暁の地』を離れることになりましたから、一生のうちに何回とか、そういうのはちょっとわからないですね」

「離れるって……？」

「はい、ＥＢに選ばれてしまいました。一番合戦いちまかせ家が加勢していた朝ちよう廷てい方が勝利して、そこで私はＥＢとして旅立つことになったんです」

「勝利して旅立てたなら、まあ、よかった、んですよね？」

「そうですね。でも一番合戦家は、もう私一人しかおりません」

　朗ほがらかに言うが、蛍子さんの瞳ひとみは、言葉ほどは晴れていなかった。

　ＥＢがＥＢに目覚めるときは、多くの場合、辛つらい目に遭あった後だという。

「ですから！」

　蛍子さんが突然、俺の腕の中から離れて、正座で向き合う。

「我が一族の再興のためにも、守さんは、私と──」

　しかし、言葉は尻しりつぼみとなり、何かを振り払うように蛍子さんは軽く頭かぶりを振った。

「すみません。今は、やめておきましょう。そんな時ではありませんね」

　そして悲しげに微笑ほほえむと、

「さて昔話は、これくらいにしておきましょうか」

　蛍子さんは、ざぶりと湯船から立ち上がった。




　　　　★




　脱だつ衣い所に用意されていた浴衣ゆかたに着き替がえて、気持ちの赴おもむくままに廊ろう下かを進む。

　自分が泊とまっている部屋がまったく分からなかったので、そうせざるを得なかったのだが、俺たちの足は『菖蒲あやめの間』と掲かかげられた部屋の前で止まった。

　どうやらここみたいだ、とお互たがい視線を合わせ、扉とびらを開く。

　畳たたみの間に四角い座ざ卓たくが一つ。

　座ざ椅い子すが座卓越ごしにふたつ向かい合わせになっている。

　座卓の上には、豪ごう勢せいな料理が用意されており、俺たち二人の来訪を待っていたかのように茶ちや碗わんにはご飯が盛られている。お吸い物の椀わんの蓋ふたも開けられ、湯気がユラユラと立ち上っていた。

　蛍子さんは間取りを調べているようで、襖ふすまを開けて隣となりの部屋を確認している。

　俺が蛍子さんとは別の扉を開けてみると、脱衣所。その奥は内うち風ぶ呂ろになっていた。

「豪ごう華かなつくりですね」

「そっちの部屋は、どうでした？」

「寝しん室しつです。大きめの布ふ団とんが一組しか用意されてませんでしたよ」

　と、蛍子さんは意味ありげに俺を見上げ、強めに腕うでを絡からませてきた。

「りょ、料理もおいしそうですよね」

「それは食べてみないと分かりませんよ」

　自分で料理をするからだろうか、蛍子さんは、ちょっと味にうるさい。「でも、見た目は間ま違ちがいなく豪華ではありますね」

　フォローなんだか良くわからない意見を述べる蛍子さん。

「ですよね。普通に泊まったら、いくらかかるかわからない──じゃなくて、高かったですからね」

　敵の罠わな──新しん婚こんで旅行に来たという設定だろう──に乗っかっていることを思い出し、慌あわてて言いなおす。

　俺が焦あせって取り繕つくろったのが面おも白しろかったらしく、蛍子さんはくすくすと笑いながら居間に戻もどる。「でしたら、なおさら楽しまないといけませんね」

　座椅子に腰こし掛かけた蛍子さんは、俺を待って箸はしに手を伸のばす。

「いただきます」

「いただきます」

　普ふ段だんはそんなに丁てい寧ねいな食事の挨あい拶さつをするわけでもないが、豪勢な料理の前に慣れないことをしてしまう。

　料理は見た目に違たがわずとても美味おいしく、しばらくは自分たちが置かれている状じよう況きようを忘れ、食事に集中してしまった。

　毒が入ってるとかは考えなくもなかったが、殺すつもりなら、すでにそうしてるだろうということで、気にしないことにした。

　トントンと、なにかが胡坐あぐらをかいた俺の膝ひざを叩たたいた。

　変な虫か小動物でもいるのかと一いつ瞬しゆん驚おどろくが、よく見れば座卓の影かげの縁がぐにゃぐにゃと変形している。

　これは、蛍子さんの〝八咫烏の腕〟だ。

〝八咫烏の腕〟は器用に文字を形作る。

『すでにお気づきかと思いますが、どうやら私たちは、おかしな異空間に閉じ込められているようです』

　俺は、首を縦に振ふる。

『状況的に敵の時間稼かせぎなのでしょう。洗脳効果が中ちゆう途と半はん端ぱなのが意図的なのか、少々わかりかねますが、気を強く持っていないと危険なようです』

　蛍子さんも俺ほどではないにせよ、この世界に馴な染じんでしまったりしていたんだろうか。

『相手の目的は、新婚夫ふう婦ふが温泉旅行に来たという設定で、ぬるま湯のような居い心地ごこちのいいこの世界に長居させようというのでしょう』

　ということは、俺たちは急いだほうがいいだろう。

　打開策がないなら、敵の望むことの逆を目指すのがいい。

『とりあえず、なにか脱だつ出しゆつの手がかりがないかを探さぐりつつ、相手の作戦に乗っかります』

　わかりました、と俺は強く頷うなずく。

「はい、あ～ん」

　蛍子さんが新婚の雰ふん囲い気きを強く出そうというのか、サトイモの煮に物ものを箸で摘つまんで、俺に食べさせようとする。少しはにかんだ感じで、頰ほおを染めている。

　俺も照れながら差し出されたサトイモをほおばる。

「うん、美味うまい！」

「ですよね？　絶ぜつ妙みようの塩加減ですし。やっぱりプロの料理人さんが作ったものは、違いますね」

「いやいや、蛍子さんの手料理にはかなわないですよ」

「ありがとうございます」

「いやいや、お世辞じゃなくって」

　とかなんとか話してみて、ひとつ思いついたことがある。

　俺たちは敵が『居心地のいい世界で長居をさせる』作戦を取っていると推測したわけだけど、誰だれにとって居心地のいい世界なんだ？

　俺にとって蛍子さんと一いつ緒しよにお風呂に入ったり「あ～ん」したりするのは、たしかに居心地がいい。

　ただ、どことなく後ろめたい気持ちがあるのも事実だ。少なくとも俺が普段から「こうなったらいいなぁ」とか考えていることとは、ちょっと違う。

　けど、蛍子さんにとってはどうなんだろうか？

　それにだ。

　時間稼ぎをするなら、この世界を打ち破れる能力を持っているだろう人間に対して、作戦を構築するはずだ。

　つまり、この居心地のよさは、蛍子さんの考える居心地のいい世界で、こういう風にしていたいと思う世界であるはずなんだ。

　これはこの世界を脱出するなにかの手がかりになるかも。

「ひとつ尋たずねていいですか？」

「なんですか？　あらたまって」

　蛍子さんが小首をかしげる。

「これって、蛍子さんのですか？」

「これ？」

　初めは俺がおかずを欲しがっているのかと思ったらしく、サトイモの煮物を取って、「これ？」と確認してくる。

　俺は、違う違うと手を振って、「この世界これ」と下を指差してから、腕を大きく広げる。

　蛍子さんは、再び料理を眺ながめたあと、突とつ然ぜんボッと音が出るくらい顔を真っ赤に染める。

　そして、うつむいたまま、

「……す、すみません。私の、です。すみません！」

　と、正座のままズズッと下がって、激しく土下座する。

「いやいやいや、全然、謝ることじゃないです！　この状況をどうにかするとき、そういう情報の整理って大事だなぁと思って！」

　そんなに慌てるようなことだったのか!?

　ごく冷静に作戦遂すい行こうのための情報ととらえてくれると思ったのに。

　とはいえ、いつも冷静な蛍子さんが慌てるときというのは、概おおむねプライベートなことで恥はずかしがっているときだ。

「か、か、かくなるうえは！」

　突然立ち上がる蛍子さん。

「ど、どうしたの？」

「お風ふ呂ろに行ってきます！　しばしお待ちを!!」

　と、大おお股またで内風呂へと向かう。

　全身真っ赤なのはいいとして、なんか目の焦しよう点てんがあっていなかったような気がするぞ。

　心配だ。

　蛍子さんは、いったんメーターが振り切れると、なにをしだすかわからないところがある。

　かといって、風呂にまで追いかけていくべきなのかと考えると、非常に微び妙みようだ。

　風呂場からは、湯を浴びる音が聞こえてくる。

　俺は数分悩なやんだ末に、蛍子さんの様子を窺うかがいに行くことにする。

　バタン！

　ちょうどそのとき、風呂場に隣りん接せつされた洗面所のドアが乱暴に開かれる。

　鉢はち合わせになった蛍子さんから、石せつ鹼けんとシャンプーの匂においがふわっと流れ、俺の鼻び腔こうを刺し激げきする。

「お風呂、終わり……ですか？」

「はい！」

　蛍子さんは会え釈しやくすると、そのまま俺を居間、そして寝室へと押し込む。

「よ、よろしくお願いいたします」

「な、なにが？」

「身体からだは隅すみ々ずみまできれいにしてきました。準備は万ばん端たんです。ここが私の願望と申しますか、希望と申しますか、その……妄もう想そうのようなものだと守さんに悟さとられてしまった以上、本ほん懐かいを遂とげたいと思っております」

「へ？」

　再び蛍子さんは頭を下げる。

「あらためて、よろしくお願いいたします！　ぜひ、今こ宵よい、この場所で、一番合戦家の、世よ継つぎを！」

　ええと、つまりここでナニをナニしようってわけか!?

　蛍子さんは、俺をスッと優やさしくも強ごう引いんに布団の上に倒たおすと、そのまま馬乗りになる。

　俺の衿えりをぐいと開き、胸をあらわにする。浴衣ゆかたの下には何も着ていなかったので、素す肌はだが晒さらされる。

　捕ほ食しよく者しやの目というのだろうか、キッと俺を睨にらみつける蛍子さん。

　しかし、俺と目が合うと、動どう揺ようしたように視線をそらす。

　蛍子さんは、自分の浴衣をはだけ俺に覆おおいかぶさる。

　柔やわらかくて温かいものが、俺の薄うすい胸むな板いたにたっぷりとした量感を持って乗っかる。

　蛍子さんは、胸むな元もとで、

「ここからは、守さんにシテいただきたく思います」

　と囁ささやいた。

　俺は冷静にも、ここでこんなことしていていいのかとか思いつつ、身体の自由は利きかなくなっていて、両手はすっかり蛍子さんの背中の温かさを確かく認にんしている。

　ふと、目の端はしにきらっと光るものが入った。

「ん？」

　──俺がその光がなにかを確かめようとした瞬しゆん間かん、蛍子さんは「子子子丸！」と、どこからか漆しつ黒こくの刀を呼び出し、光った場所を素す早ばやく突ついていた。

　腕うでを伸ばした姿勢のまま、数秒。

　残念そうに嘆たん息そくして、子子子丸を鞘さやに納める。

「……手ごたえなしですね」

「敵？」

「おそらくは……」

　まあ、たしかに味方ってことはなさそうだ。

「可能性から考えれば、この世界を造っている者ではないかと」

「俺たちを監かん視ししてたのかな？」

「おそらく、そうでしょう」

「俺たちを変な世界に閉じ込めて、それで終わりじゃないってこと？　わざわざ危険を冒おかしてまでこっちを見ていたということは。監視し続けてないと、この世界は保たれないとか」

「私たちがこの世界に落ち着きそうか確認していたとか、もしくは単なる覗のぞき趣しゆ味みということも考えられますが……」

「でも、どっちにしろ、俺たちがここに居続ければ、またヤツは出てくる可能性があるってことだよね」

　蛍子さんは浴衣の衿を戻もどしつつ、辺りを注意深く見回す。

「そうなりますね。先ほどの場合、定さだかではありませんが、カメラかなにかのレンズのようなものに見えました。つまり物理的にこちら側に、なにかを出しておく必要があるということにもなります」

　敵もこの世界の中を確認するには、自身がこの世界の中に入っていなければならないかもしれないということか。

「やつを倒せば、この世界から脱出できると思う？　逆に倒しちゃうと、脱出できなくなるとかあるかもだけど……」

「それすなわち脱出というように繫つながらないかもしれませんが、試ためしてみる価値はあると思います」

「じゃあ、こっちがすでに洗脳から覚めているってことは相手にばれちゃってるから、うまくおびき出さないといけないか……」

　しかも、ここでこんな会話をしているのも、どこかから見られちゃってるはずだろうし。

　さて、どうしたものか。

「造られた世界に溺おぼれることなく、いかにして早期に敵の居場所を察知するかが肝きもになるっていうことだな……、でも、それってどうやればいいんだ？」

　俺は敵の気配を察するとか、そんなことはできない。

「敵がこちらに顔を出したことに気がつけば、やりようはあるかもしれません。先ほどの場合も、守さんが敵の存在に気付いたから、私も対応できたわけです」

　ならば、やつが出てこざるを得ないことをするか、やつがどうしても出てきたいと思わせることをするか……。

「敵の隙すきをつくことも大事でしょう。やつは空間の外側に隠かくれることができるようですから」

「あ、だから蛍子さん、あんな感じに……。やっぱりそれを狙ねらってたんですね」

　なるほど、さっきの蛍子さんは、敵に隙を見せていたわけだ。ああ、びっくりした。

　さすがに、ちょっとおかしすぎたからな。

　いつもはあんなじゃなくて、もっと冷静だ。

「いえ、あれは、その……普ふ通つうに我を失っていました。単なる不幸中の幸いです」

　そ、そうなの!?

　蛍子さんは気まずそうに咳せき払ばらいをし立ち上がると、真しん剣けんな面おも持もちで頭を下げる。

「ですが、いずれは、しっかりとよろしくお願いします。子を生なすには、まずは回数をこなすのがいいと聞きますし……」

　モジモジしている蛍子さんというのも珍めずらしい。

　俺がなんと答えていいか迷っていると、「とはいえ、今はそんな場合ではありませんね！」と、まとめてあった私服を手にとって、脱だつ衣い所へと向かう。

「着き替がえておきましょう。さすがに浴衣は動きにくいです」

　そりゃそうだな。

　俺は、その言葉に倣ならって着替えつつ、なんとか打開策はないかと考えてみることにした。

　今わかっている状じよう況きようから推測するに、敵の目的はまず「俺たちの足止めをすること」であり、温泉テーマパークへの侵しん入にゆう者しやの足止めだ。

　なぜ侵入者の足止めをしなければならないかというと、おそらく一秒でも長くＥＢの裸はだかを晒す動画データをネットに流したいから。

　なぜ一秒でも長く女湯の動画データを流したいのかというと、一億円が欲しいから、という流れになるのだが、敵が〝夜の口笛〟であると考えると、一億円よこせとかいうのは、おそらくブラフ。彼らは一億円が欲しいわけではない。

　彼らの一連の行動の目的は「ＥＢに嫌いやがらせをすること」だ。

　敵はなんらかの理由で俺たちを監視しており、時にこの世界に姿を現すことがある。

　敵を倒せば、おそらくこの世界から脱だつ出しゆつすることができる……。

「えっと、これらから導き出される今後の行動は……」

　敵を倒すために、敵をこの世界に出現させること。

　そのために俺たちができることは、敵がこっちの世界を覗きたくなるようななにかをすること……。

　その時、それまで居た部屋がぐにゃりと崩くずれ始めた。

「お？」

　俺の間の抜ぬけた声とは対照的に、蛍子さんが慌あわてた様子で脱衣所から飛び出してくる。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「うん。それより、この状況は……？」

「別の世界に移動するのかもしれませんね。とにかく警けい戒かいしていきましょう」

　マーブル模様に世界が混こん濁だくしていき、視界の一いつ瞬しゆんの暗転のあと、俺たちは別の場所に立っていた。




　乱雑に並んだ数十個の机と椅い子す、黒板、掃そう除じ用具入れ。大きな窓の外には、見慣れた森。

　今度の舞ぶ台たいは学校の校舎、俺たちが通う温ぬる水みず高校の教室だった。

　律りち儀ぎに俺たち二人の着ているものまで学校指定の制服に変わっている。

「なるほど、いいところをついてきますね」

　蛍子さんが苦笑いする。

　たしかに敵は、こちらのことをよく知っている。頭の中を覗けるようだから、当たり前といえば当たり前だが、その選せん択たくに関しては、ちょっと目を見張るものがある。

〝楽園〟は、ＥＢたちが最も大切にしている世界だ。長居したくなる場所としては、申し分ないだろう。

「さて、どういたしましょうか？」

「ちょっと思いついたことがあるんだけど、一いつ緒しよについてきてもらえるかな？」

「わかりました」

　蛍子さんはほんの少しだけ意外そうな顔をしたが、俺になにを尋たずねることもなかった。

　俺を全面的に信しん頼らいしてくれるのはありがたいけど、こういうときは正直ちょっとプレッシャーだ。

　とはいえ異議を唱えられても、敵から見られている可能性が高い以上、なにを説明することもできないんだが。

　当然、蛍子さんもそのへんを承知していて、あえて質問しなかったということもあるのだろう。

　さて。

　俺の考えた敵をおびき出す作戦は、人の目が少ないほうがいい。

　人に隠れていたほうが自然だし、そもそもあのカメラのレンズみたいなものを見つけるには、動くものが少ないにかぎる。この作られた世界に俺たち以外に人がいるのかどうかはわからないが、どうせなら念を入れておいたほうがいいだろう。

　ちょっと考えて、体育館の裏はどうかと思った。あそこは放課後に運動部の連中がたむろしてるくらいだ。

　時間もないし、とりあえずそっちに向かおうとしたところで、もっと人ひと気けのない場所を思いついた。

　図書室裏の中庭だ。

　温水高校の図書室は校舎の最も西側に位置していて、隣りん接せつする中庭といえば掃除のときくらいしか訪おとずれる人間はいない。植えてある樹木の手入れなどで、たくさんの人が入ることもあるが、それもかなり稀まれな状況といえる。

　図書室からは中庭が丸見えだが、それが逆に人気を寄せ付けない要因ともなっている。しかし実は多数の死角があり、一部の孤こ独どくに浸ひたりたい生徒たちにとっては絶好のスポットだ。

　俺たちが訪れたときも、人っ子一人いなかった。

「ここに敵の手がかりでもあるんですか？」

　蛍子さんは真ま面じ目めな顔で辺りを警戒している。

「手がかりはないけど、おびき寄せる方法を考えた」

「それは、どんな？」

「それには蛍子さんの協力が必要なんだけど……」

　大した作戦じゃないんだが、蛍子さんがいないと成立しない。

「わかりました。それでこの状況を打破できるなら、そして守さんの頼たのみであるなら、なおさらです」

　蛍子さんが大きく頷うなずく。

「それで私は、なにをすればよろしいのですか？」

「ええっと、ジッとしててもらえるとありがたいんだけど……」

「はい」

　蛍子さんは、律儀にその場でぴしっと気をつけの姿勢をした。

　俺はその正面に立つ。

　そして蛍子さんの細い顎あごの先を摑つかみ、くいと持ち上げた。

　蛍子さんは、何事かと一瞬たじろいだようだが、すぐにそれがなにを意味しているか悟さとったのか、そのままゆっくりとまぶたを閉じていく。

　俺は左手で肩かたを抱だき引き寄せる。時に甲かつ冑ちゆうを着て、子子子丸を軽々と振ふり回す人間の身体からだとは思えないほど華きや奢しやだった。

　俺は蛍子さんが年とし頃ごろの女性だったということを、あらためて意識してしまう。

　長い睫まつ毛げ。

　しっとりとした肌はだ。

　薄うす紅べに色いろの唇くちびるに近づく、俺の唇。

　制服の匂においと、石せつ鹼けんの匂いと、汗あせの匂い。

　──たぶん洗脳効果もあったんだと思う。

　動どう悸きはそれ以上高まることもなく、ずっと冷静に、俺は蛍子さんとキスしようとしていた。

　背後でカサッとなにかが動く音がした。

　俺はそのままゆっくりと唇を近づける。

　作戦の進行上、ここはできるかぎり慎しん重ちように物事を運ばなきゃならない。

　敵の目的は「ＥＢへの嫌がらせ」だ。

　敵は俺と蛍子さんが布ふ団とんの上であれこれしているときに、尻尾しつぽを出した。

　だから俺は蛍子さんとイチャイチャしてみることにしたのだ。敵は、その状況を覗のぞきに来るはずだ。

　作戦は「キスのふりをして、敵をおびき出す」。

　勝算は微び妙みようだが、方向性は間ま違ちがっていないと思う。

　少なくとも俺はキスしている画像を全世界にばら撒まかれたくない。ということは、相手が顔を出す可能性は高いということだ。

　俺は最大限ゆっくりと唇を寄せつつ、敵が尻尾を出すのを待つ。

　クスッ。

　蛍子さんが小さく笑った。

　そして突とつ然ぜん俺の胸に飛び込んできて、囁ささやいた。

「もっとちゃんとしないと、敵は出てきませんよ」

　上うわ目め遣づかいで挑ちよう発はつ的に微笑ほほえむ。

　俺がその蠱こ惑わく的な仕草にドギマギしていると、蛍子さんは俺の首筋を甘あま嚙がみして、そのままゆっくりとしな垂れかかってきた。

「ちょ、蛍子さん？」

　俺はその意図がわからず、されるがままに地面に仰あお向むけに倒たおされてしまう。

　蛍子さんは俺の腰こしを跨またいで座ると、グッと上から顔を寄せてくる。

　長い黒くろ髪かみが俺の頰ほおをくすぐる。

「私もキスしているところを誰だれかに見られたくはないですけど……」

　俺は、蛍子さんの上気した頰に手を当てる。

「蛍子さんは上に乗るのが好きだね」

「それはいつも守さんがリードしてくれないからです」

　蛍子さんは、拗すねた表情で俺を咎とがめる。

「俺は蛍子さんは自分から動くのが好きなんだと思う」

「私はするより、されるほうを好みます」

「ふうん……」

　俺は興味なさげに呟つぶやくと、勢いよく上半身を起こし、ちょうど蛍子さんと対面で抱き合う体勢をとった。

　真正面から瞳ひとみを覗き込むと、蛍子さんはあいかわらず恥はずかしそうに視線をそらす。

「あまり見つめないでくだ、きゃっ」

　俺は髪かみの間から見えた小さな耳に嚙かみつく。くすぐったさに首を縮める蛍子さん。

　密着した下半身に、一ひと際きわその存在を感じる。

　制服ごしの柔やわらかさ、温かさ、その力強さ、その頼たよりなさ。

　例の柑かん橘きつ系のシャンプーに交じった、ほんの少しの汗の匂いは、彼女のことをさらに意識させた。

「あっ……」

　世界に流されている俺が起こす大だい胆たんな行動は、間違いなく洗脳効果によるものだろうけど、蛍子さんはどこまでが素すなのかがわからない。

「守さん……」

　衣きぬ擦ずれの音とお互たがいに強く感じられる鼓こ動どう。

　プルッと震ふるえる蛍子さん。

　はにかんだ顔。

　俺は強く抱きしめたい衝しよう動どうを抑おさえられず、両りよう腕うでを背中に回す。

「蛍子さん……!!」

　俺は、蛍子さんに口づける。

　軽く前歯が当たったが気にはしない。

　粘ねん着ちやく質しつな音とともに、蛍子さんの舌がゆっくりと俺の舌と重なり合う。

　口を塞ふさがれた俺たちの呼吸が激しくなる。

　その時、花か壇だん脇わきの草くさ陰かげがチラッと光を放った。

　敵か!?

　──俺は瞬しゆん間かん、正気に戻もどった。

　レンズの反射光？

　この体勢だと蛍子さんからは、あの光は見えない。

　図書室の窓ガラスに映ったかもしれないが、なんとも確信がない。

　蛍子さんが敵の気配を感じるまで待つのもありだが、ここは一刻も早く、この異常を伝えなきゃならない。

　敵は前回と同様、撮さつ影えいに夢中なのか、それとも俺が気付いていることをうまく隠かくし通せているのか、なににせよこちらの動きに気付いていない様子。

　キラッ、キラッと、なにかが光り続けている。

　しかし、俺が直接、行動を起こしたところで逃にげられてしまう可能性が高い。蛍子さんに気付いてもらうのが得策だ。

　あの光を口に出さず、それとなく伝える方法。光を反射するもので、あまり体勢を変えないですむ場所にあるもの。

　俺はスッと唇を引き離はなし、

「蛍子さん！　俺の目、というか瞳を覗いてみて」

「はい？」

　蛍子さんが名残なごり惜おしそうに、小さく舌なめずりをした。

「俺の瞳に蛍子さんしか入ってないことがわかりますよ……」

　とにかく気付いてもらえればいいと、適当にそれっぽい言葉を続ける。

　蛍子さんは俺の不慣れな言葉になにか異変を嗅かぎ取ったのか、ジッと俺の瞳に焦しよう点てんをあわせる。

　キラッ……！

「子子子丸！」

　蛍子さんの身体から出現した〝八咫烏の腕うで〟は、虚こ空くうから現れた子子子丸を素す早ばやくつかみ、背後に走る。

　漆しつ黒こくの腕は夕暮れ時の影かげのように身体を伸のばし、宙に伸び上がったかと思うと、光った場所を串くし刺ざした。

「ぐうっ！」

　鈍にぶい悲鳴が聞こえたかと思うと、空中から血を流した男がこぼれ落ちてきた。

　日本人で考えれば三十代くらいだろうか、げっそりと瘦やせた不健康そうなその男は、右手にデジタルカメラのようなものを持ち、傷ついた右みぎ肩かたを左手でかばっている。

　致ち命めい傷しようではなかったようで──もちろん蛍子さんがそうしたのだと思うが──カメラを大事そうに握にぎったまま、薄うすら笑いを浮うかべている。

「さすがは【漆黒の戦いくさ姫ひめ】と呼ばれた女。お見事といわせていただこう。だが、当然これで終わりではないぞ」

「おい、ちょっと待て！　捨て台詞ぜりふなんか吐はいてんじゃねーぞ！」

　俺の言葉に答えることなく、男は霧きりのようにその姿を消していく。

　蛍子さんは追い討うちをかけようとするが、男が消えていくのと重なって、学校の風景も度の合わない眼鏡めがねをかけたときのようにグラグラと揺ゆれ始める。

「これは世界が変わりますね！」

　今度はどこへ連れて行かれるんだ？

　そして突然、視界が暗転した。
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　ハッと気がつくと、俺はどこかの露ろ天てん風ぶ呂ろのような場所にいた。

　元の世界なのか、また別の異空間なのか。

　辺りを見回せば、階段状に用意された複数の湯船。俺はそのちょうど真ん中の段あたりに立っている。

　スウッと頰を撫なぜた風は、ひんやりとしており、空は晴れて青い。

　ここは俺が遊びに来ていた温泉テーマパークなのか？

　元に戻ってこられた？

　俺は、このテーマパークの温泉には入れていないので──風ふ呂ろに入る前に爆ばく発はつがあったから──、ウェブに載のっていた画像くらいの情報しかない。

　そうだ。

　それよりも蛍子さんだ。どこにいるんだ？　近くにいると思うけど確証はない。

「守様!?」

　その時、聞き慣れた声が耳に入った。

　この声は──、パーシヴァルだ！

　洗い場の奥のほうの壁かべ沿い、数人で固まっていた。タオルで身体からだを隠しているものの、全ぜん裸らなので身を小さくしている。

　ガウェインやアン、ヴァネッサ、それに睦美ちゃんも見えた。知らない女の人もいる。

　アンとヴァネッサは、女の人たちの盾たてになるつもりなのだろう、前面に出て身構えていた。

　俺と目が合うと、にっこりと笑え顔がおを見せる。

　ヴァネッサは小さいタオルを体に巻いていたが。アンはそうしていなかった。

　俺はみなの無事に一いつ瞬しゆんホッとしたが、なにも解決していないことをすぐに思い出し、気を引き締しめる。

　あらためて周囲を確かく認にんすると、さっき傷を負わせたデジカメ男が床ゆかに倒れており、その他ほかにデジカメを持った怪あやしげな男が、見える範はん囲いで二人いた。

　蛍子さんもいた。最も奥まった場所に建てられた東あずま屋やの近くで、俺の動きを窺うかがっているようだった。

　女性客は、アンたちの場所のほかにもいくつか固まりができており、身を縮めている。

　俺が人数をチラッと確認すると、居い心地ごこちの悪そうな目を向けてくる。

　そんな目で見ないでくれよと思ったが、よく考えたら、俺は女湯に突とつ然ぜん現れた変な男なわけだ。

　不必要にじろじろ見たら、ただの痴ち漢かんになってしまう。いろんな意味で早いところ、問題を解決しないと。

　敵の男たちも、俺たちの登場に戸と惑まどっているようだ。

　傷を負わされた男の出現が特にインパクトが強かったのか、「どうする？　どうする？」と傍はたから見ても、慌あわてているのがわかる。

　今なら敵からデジカメを奪うばい取るくらいならできるかもしれない。

　幸いここにいる敵は、ひょろっとした貧弱そうな男たちで、もしかしたら俺のほうが強いんじゃないかと思えるほどだ。もちろん特とく殊しゆ能力が使えたりするかもしれないから、見た目だけで安心はできないが。

　俺は二人の男と対たい峙じする。

　敵は意外だという顔をしたが、すでに持ち直してしまったのか、もはや驚おどろいてもいなければ、ビビってもいないようだ。

「お前、俺たちとやる気か？」

　俺がブレイヴじゃないと知っているから、そんな余よ裕ゆうの表情を見せられるのかもしれない。

　たしかにそれは事実なんだが、あまり侮あなどられても気分がよくない。

　なにか長い棒でもあれば、対等になれるか？

　風呂場にあるものといったら桶おけくらいか。たしかに桶なら、足元にも転がっている。桶を武器にできるか……？

「守、違ちがう！　そっちじゃないぞ！」

　アンが叫さけんだ。

「ハブを封ふうじないとダメだ！」

　指差す方向に男がひとり。こっそりと逃げ出そうとしている。

　男は少し大きめのカメラを持っていて、背中にリュックを背負っている。

　アンの言葉はいまいちよくわからないが、とにかくあいつを倒たおせということか。

　あの荷物が重要なんだろうか？

　なにかをまとめて持ち去ろうとしている？

　いったいなにを？

　って、そうか、カメラは少なくとも三台。ネットに流れていたのは、複数の場所からの映像。しかも何度も切り替かわったり、ぶつ切りになっていたりした。

　つまりどこかで誰だれかが──もしくはなにかが──映像データを逐ちく次じ編集、そして中ちゆう継けいしていた可能性が高い。

「ハブ」というのは、「ＨＵＢ」のこと、ネットワークの中継装置のことだ！

　端たん末まつのデジカメを奪ったところで、効果的じゃない。まずはデータの流れ出る蛇じや口ぐちを塞ふさがないと！

　走っても間に合いそうにないと判断した俺は、とっさに足元にあった木の桶をつかんで投げた。

　足止めになる程度には当たってくれと願う。

　そして、飛んでいった桶は、慌てて避よけようとして足を滑すべらせた男の頭に命中。

「守さん、お見事です！」

　蛍子さんが、その隙すきをついて素早く荷物を奪い、気絶させて無力化。

　これで残りは二人となったが、男たちは、窮きゆう地ちに立たされたことでスイッチが入ってしまったようで、

「こうなったら、オレたちにあとはねぇ！　元々そのつもりだったんだ！　せいぜいこいつらのＢＰを上げてやろうじゃねぇか！」

　開き直った男たちは、より単純な目的に立ち返る。

　桶を投げて鏡を割り、女性客にシャワーで冷たい水を浴びせかける。

　大暴れすれば、ＥＢは止めに入る。

　大暴れのしかたによっては、ＥＢは特殊な能力を使わざるを得なくなり、ＢＰは上じよう昇しようする。

　ＢＰが高くなればＥＢは再び召しよう喚かんされ、長い旅に出なければならない。

「おやめなさい！」

　ついにパーシヴァルが男たちに立ちふさがった。

　アンやヴァネッサは一いつ般ぱん人の避ひ難なんを優先していたが、パーシヴァルは我が慢まんできなかったようだ。

　一糸纏まとわぬ姿で仁に王おう立だちする姉をガウェインが控ひかえめに止めるが、当然それを聞き入れる彼女ではない。

「小こ娘むすめ！　やめさせたきゃ、力ずくでやりな！」

　男の投げた濡ぬれタオルを紙かみ一ひと重えで避け、パーシヴァルが「その言葉、お忘れなきよう」と返すと、身体がキラキラと光り始める。

　なにか特殊な能力を使おうとしているようだ。

　そんな大それたことをしなくても、今の連中なら、たぶん一般人でも取り押さえられる。

　俺がパーシヴァルを止めようとした瞬しゆん間かん、

「お待ちなさい！」

　漆しつ黒こくの鎧よろいを纏った蛍子さんが、パーシヴァルの前に躍おどり出た。

「ここのＢＰは、私がすべてまとめてしまいます！」

〝八咫烏の腕〟と子子子丸が男たちに襲おそい掛かかる。

　その一瞬で男二人は吹ふき飛ばされていた。
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「ここからならエレベーターで上に行くのがいいですね。ええっと、たしか六階だったはずです」

　恋こい人びとつなぎされた俺の左手をそのままに、蛍子さんは目的のビルを指差す。

　痛いから放してくれと言いたいところだが、さっきそれを言って、ひどく怖こわい目で睨にらまれたので、言わないでおく。

　俺と蛍子さんは、新しん宿じゆくの歩行者天国を歩いていた。

　映画を見終わって、次は蛍子さん希望の書店へと向かっている。

　先週、蛍子さんがＢＰを貯ためてしまったので、その解消ということで、俺たちはここでデートをしている。

　遠出して温泉テーマパークに行った理由もそんなことだったはずだが、結局減らせなかったばかりか、増やしてしまう結果だった。馬ば鹿か馬ば鹿かしいことこの上なく骨折り損ではあったのだが、まったくいいことがなかったのかと言えばそうでもない。

　だいぶ遅おくれてやってきた警察にあのデジカメ男たちを引き渡わたしたとき、蛍子さんはすごく満足そうな顔をしていた。

　それはＥＢである、もしくはＥＢだった彼女の、おそらく地球では見せない凛り々りしい笑顔で、それを見られたのは、俺としてはものすごい収しゆう穫かくであった。

「なぁなぁ、本屋なんてつまんねぇから、どっか別のところに行こうや」

「本屋に興味がないのは、あんただけみたいだけど」

「なにぃ!?　アン、お前も本屋に興味あんのかよ。あんな紙ばかりで火事がおきそうなところに」

「アタシは、【閲えつ覧らん室の雌めす狐ぎつね】と呼ばれたこともある、本とは縁えんを切ることができない大だい魔ま術じゆつ師しなんだけど」

「あたしゃ、ただの変態かと思ってたよ」

「どうせなら変態じゃなくて、超ちよう変態と言ってほしいところ」

　自じ慢まんげに笑うアン。

「ヴァネッサ？　本屋に行きたくないのでしたら、どうぞ別のところに行ってくださいな。今日のあなたたちは、ただのおまけでしょう？」

　蛍子さんの言うとおり、ヴァネッサたちは、たしかにただのおまけだ。

　そもそもＢＰが上がっていないわけだから、こうして強しいて日常に没ぼつ入にゆうする必要も、惰だ眠みんをむさぼる必要もない。

　家を出たときからついてきてはいたが、初めは「単に行く方向が同じなんだよ」と言い訳していた。

　しかし、今やその取り繕つくろいすらなく、なぜか堂々と同行している。あまつさえ、行き先に文句までつけて。

「わたくしは、ちょっとファッション雑誌が欲しいんで本屋には行きますよ」

「ネットで調べりゃいいだろうに」

　あくまで本屋はお気に召めさないらしく、パーシヴァルにまで絡からむヴァネッサ。

「ネットでもいいんですけど、まだちょっと慣れなくて……」

　パーシヴァルは、電化製品に慣れるのが遅おそいようで、データよりもリアルのものにこだわる傾けい向こうがある。

「わたしも紙で手元に置きたい資料がありますので、ひとりでも本屋に行きます」

　こんだけ同行者がいて、その発言はいかにもガウェインらしい。

「なぁ、飲み屋にも行こうぜ」

「教師が学生をそういう場所に誘さそうのは、いかがなものかと思いますよ」

「一番合戦蛍子さん？　あたしは、あんたの担任じゃなくて単なる体育教師。生徒指導でもないし、関係ねぇなぁ」

「だったら、どこかで落ち合いましょうか？」

　蛍子さんは、ふうとため息をつく。

　新宿に着くまではプリプリとしていたが、もはやあきらめたのか、全員で動くことを前提にしている蛍子さん。夕食は、すでに全員で食べることが決まっている。

　困ったように腕を組んでいる蛍子さんを見て、パーシヴァルが心配そうに、俺に耳打ちする。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか……？　なんでしたら、わたくしがヴァネッサを……」

　押しの強いパーシヴァルと言えど、ことＢＰに関しては慎しん重ちように判断する。今日は我がを出さずに蛍子さんにすべてを譲ゆずろうと決めているようだった。

「いや、問題ないと思うよ」

　俺から見て蛍子さんは、この状じよう況きようをさほど嫌いやがってはいない。見方によっては、楽しんでいるともとれる。

　でなきゃ、もっとどうにかする方法があるだろう。蛍子さんならば、なおさらに。

「わかったわかった、本屋に行くよ。じゃあ、守、一いつ緒しよにマンガでも読もうぜ」

　ヴァネッサが、せめてなにか楽しいことでも見つけようと苦心した結果がこれなんだろう。

「あの本屋にエロ本って、売ってるかな？」

　アンが言う。

「し、知らねーよ、んなこと。自分で調べろ」

「まあ、アタシレベルになれば、なんでもエロ本だけどね」

「だったら聞くなよ」

　まったくだ。

「いやね。純情可か憐れんなヴァネッサちゃんに、守との夜の生活のバリエーションを増やしてやろうかと。そうでもしないと、いつまで経たっても、アタシのレベルに追いつけなくて、ほら、みんな一緒に楽しむ機会を増やせないじゃない？」

「お前レベルって、あたしが何年生きてりゃ追いつくんだよ」

「今からホテルにでも行けば、すぐにでも追いつけるよ。いろいろ教えてやろうか、ん？」

「嫌だよ、お前、変なの召喚したりするし」

「アタシレベルになりたいんじゃないの？」

「へ？　あたしゃ、そんなこと言ったか？」

　ヴァネッサが慌あわてて、みなに尋たずねる。

「ふっ」

　蛍子さんが失しつ笑しようする。

「なんだ蛍子、感じ悪いなぁ」

「アンにからかわれてるのがおかしくて。ねぇ？」

　蛍子さんが、リッピンコット姉妹に同意を求める。

「はい」

「まったくそのとおりです」

　三人で大きく笑う。

　このやり取りを見て、俺は確信した。

　ここのところしばらく考えていたこと。蛍子さんがあの新しん婚こん世界やなにやらの洗脳効果が薄うすかったことについてだ。

　俺より精神力が強かったというのは、当然だろうが、たぶん彼女が本当に望む世界が、俺と二人きりの世界なんかじゃなかったせいなんだと思う。

　たくさんの仲間と、和わ気き藹あい々あいと暮らしていく。

　そういう世界じゃないと、ダメなんだと思う。

　そしてそれは、とても素す敵てきなことだな、と俺は思う。







　幕間二　連続ログインボーナス







「う[image: ～][image: ～][image: ～]ん……。ちょうどいいお湯ですね。疲つかれているときは、やはり少し温ぬるめのお湯がいいですね」

　湯船に肩かたまですっぽりと浸つかった蛍子ほたるさんが吐と息いきを漏もらす。

　蛍子さんは、俺にゆったりと背中を預けながら、天てん井じようを見上げると、

「ここからは夜空も見えませんし、心地ここちよい夜風もありませんが、私にとってはどんな場所よりも一番落ちつきます」

「確かに俺もそうかもなぁ」

　俺は蛍子さんを背中から抱だきしめながら言う。

　高く結ゆい上げた濡ぬれ羽ば色いろの髪かみがくすぐったい。

　ここは日ひ暈がさ家の風ふ呂ろ。

　無む駄だに広い。

　いや、無駄ではない。

　俺をあわせた住人全員が一度に体を洗えるだけの広さだし、みんなが一度に湯船に浸かっても、全く窮きゆう屈くつではない。

　元々は、人ひとり入れればいいくらいの風呂場だったのだが、アンが壊こわれた家を魔ま法ほうで戻もどす際に間取りを変えてしまっていた。

　まあ、住人の数が増えると、風呂の順番が回ってくるまで時間がかかるから、広くて困ることはないし、せいぜい光熱費が上がるのが、ちょっと恐こわいかなというくらいだ。

　今では同居人同士の風呂場でのスキンシップは欠かせなくなってるし、俺個人の趣しゆ味み嗜し好こうとしても風呂場で住人たちとイチャコラするのは、とても楽しい。

　体を洗いあうのもすごくいいし、なにせ、コトが終わったあとにシャワーを浴びにベッドから移動しなくてすむというのもいい。

「あ、そういえば、ボディソープが切れていたので、新しいのを入れておきました。あの花の匂においじゃないやつでいいんでしたよね」

「うん。果物系の匂いのやつがいい。柑かん橘きつ系？　花の匂いはどうも頭がクラクラするんだよね。蛍子さんは、花のやつのほうが好き？」

「私はどちらでも。守まもるさんがいいというものでかまいません」

　その意見はうれしいけど、それだと蛍子さんの嗜好がよくわからないんだよな。

　パーシヴァルは、石せつ鹼けんの匂いがするだけでかまわないらしいし、ヴァネッサは海かい賊ぞく船できつい匂いに慣れているから、いい匂いならなんでもいいっていう意見だ。

　まあ、そのいい匂いはなんなんですかって話になるんだけど、ヴァネッサにかぎって言えば、本当になんでもいいっぽい。

　でも蛍子さんはなぁ。好き嫌きらいあると思うんだけどなぁ。

　と、そんなことを考えていた俺の表情を読み取ったらしい蛍子さんが、

「本当に私はどちらでもいいんですよ。強いて言うなら、手て触ざわりでしょうか」

「石鹼の手触り？」

「ぬるっとしているとか、もっと水っぽいとかあるではないですか。そのことですよ」

　なるほど。

「で、どんなのがいいの？」

「少し粘ねばり気のある、ぬるぬるした感じのものが好きです」

　なぜか顔を上気させる蛍子さん。

「なんでぬるぬるしたのがいいの？」

「なにかその……、すごくいやらしい感じ、しませんか？」

　蛍子さんは目を瞑つぶって、鎖さ骨こつのあたりを両手で触さわりながら、

「守さんが私を触るとき、ぬるぬるしていると、滑なめらかに、いろいろな場所に移動するんです。その……守さんの両手が。私の体中を、守さんの両手が這はい回るんです。私、すごく気持ちよくなって、安心できて……。って、そうでした！」

　蛍子さんが、急になにかを思い出したように目を開く。

「あの……、先ほどのことなんですが……痛くなかったでしょうか」

「痛いって？　俺なんかされたっけ？」

　俺が蛍子さんになにかして、俺が蛍子さんに痛くなかったか聞くならわかるけど。

「いえ、私、その……夢中になると我を忘れてしまうほうですから……、先ほどは守さんにぎゅっと抱きついてしまいましたし」

「あー、それならいつものことだし。別に大したことないよ」

　そりゃあ、蛍子さんが殺す気でギューッと抱きついてきていたなら、俺はもうこの世に存在していないだろうけど、決してそんな気はないだろう。

　むしろ俺に昇しよう天てんさせてもらいたくってギューッとしてきたんだろう、と。いや、オヤジギャグなんだけども。

「そ、そうですか？　あの、その、守さんを強く抱きしめれば、より深く、ひとつになれるのではないかと、思ってしまうのです。それで……」

「あ、その感じ、俺もよくわかる。なんかこう、抑おさえ切れなくなるというか」

「そ、そうなんです！　それなんです！　抑え切れなくなってしまって……」

　蛍子さんは、ザバッと湯船から立ち上がり、反転して俺と向かい合わせになると、もう一度湯に浸かる。

　そして俺の首筋にチュッと口づけると、

「守さんの体のすべて、体の一つ一つが、愛いとしくてたまらなくなってしまうのです」

　蛍子さんは、俺の肩、胸、そして額にキスし、そこで再びたまらなくなったのか、ガバッと唇くちびるを合わせてきた。

　歯と歯がぶつかる勢いで、舌を深く挿そう入にゆうしてくる。

　体ごとぐいぐいと押し付けてきて、体全体が波打っている。

「はあ……、はあ……。ああ、なんだか、また抑えられなくなってきてしまいました」

　蛍子さんは、俺の下半身に手をゆっくり差し込むと、

「明日あしたは学校もお休みですし、まだまだ夜は長いですから──」

「もうひと頑がん張ばりしてみませんか？……ですか？」

　俺の言葉に蛍子さんは、はにかみつつ、首をしっかりと縦に振ふった。




　ガラッ！




　と、突とつ然ぜん、全ぜん裸らのアンが風呂場に飛び込んできた。

「すまない守！　と蛍子！　ちょっと助けてくれ！」

　見れば同じく全裸のヴァネッサを引きずっており、どうやらそのヴァネッサには意識がない様子。

　寝ねているのか、気を失っているのかはわからないが、アンのあの勢いで引きずられていて起きてこないということは、なにかまずい状態になっているのは間ま違ちがいないだろう。

「いったいなにがあったのですか？」

　もろもろ邪じや魔まされて苛いら立だっている様子の蛍子さん。

「ヴァネッサにチ○コつけて、色々試ためしてみようと思ったら、ちょっと失敗しちゃってさぁ……」

　どこから突つっ込めばいいのかわからないが、とりあえずそれは置いておくことにしよう。
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　まずはヴァネッサの状態を知ることが先決だ。

　俺はヴァネッサに駆かけ寄ると、まずは意識がどうなっているかを確かく認にんする。

　軽く頰ほおを叩たたいても起きない。

　こんなことをして、いつもだったら最低でも同じ回数叩き返されているだろう。

　というのはウソだ。せいぜい一回殴なぐり返される程度だろう。

　次に外傷。

　体のあちこちに古い傷きず跡あとはあるが、引きずられてきたことによる擦すり傷以外は見当たらない。

　しかし、相変わらず引き締しまった身体からだだなぁ、と思う。

　適度な筋肉でありつつ、女性らしい部分はとても豊か。

　褐かつ色しよくの肌はだはすごく健康的。

　アンの淫いん靡びでちょっとだらけた感じの肉体とは対照的だ。

「で、俺はなにをどう助ければいいんだ？」

「ヴァネッサに回復の術をかけなきゃならない。つきましては、アタシの魔ま力りよくを回復させてほしい」

　アンの魔力を回復させるということは、またなにか変なことでもさせられるのだろうか。

　アンは魔ま女じよなので、という言いかたも変なのだが、魔力を溜ためるには、とにかく非道徳的、背徳的、変態的なことをしなければならない。

　空き缶かんを道みち端ばたに投げ捨てるでも、赤信号を無視して道路を渡わたるでもいいんだが、特に性的なことが効率いいらしい。

「わかりましたから、具体的に指示なさい」

　蛍子さんがアンに言う。

「そんなに怒おこるなよぉ、今晩がお前の番だってわかってるからさぁ。今からそこで守とまぐわっちゃっててよ。アタシ、ここで見てるから。たぶん途と中ちゆうからアタシも参加したくなっちゃってハアハアいってると思うけど、そこはお預けで。放置していてください。放置プレイ？」

　と言われましても、そんなのやりにくいよ……。

「…………」

　案の定、顔をしかめている蛍子さん。

「いや、イヤなんだろうなぁ、っていうのはわかるけど、じゃなかったら、アタシ、犬とまぐわうとかしないと、ちょっとまずい状じよう況きよう。特にヴァネッサが。ほら今から犬とか探してくる時間、ないからさ」

　ヴァネッサはときおりぴくぴくと四し肢しを痙けい攣れんさせている。

　それを見た蛍子さんは、さすがにあきらめたのか、大きくため息をついて、

「わかりました。見られるだけというのは、さすがに避さけたいので──、アン、あなた今から、私に奉ほう仕しなさい」

　そう言うと、蛍子さんはアンに向かって足を投げ出した。

　別の変わったプレイをさせようというわけらしい。

　蛍子さん、ちょっと目が据すわってる。

「お舐なめなさい」

　アンは、委細承知と親指、脛すね、膝ひざと舐め上げていく。

　憮ぶ然ぜんとした蛍子さんと違ちがい、アンは嬉き々きとして楽しんでいる様子。

　基本的に好こう奇き心しん旺おう盛せいなアンは、大たい概がいのことは受け入れて、とにかく楽しもうとする。

　特にこういった性的なものには積極的だ。

「奥様、これでよろしいでしょうか……」

　アンの中でなにか設定が組みあがっているらしい。

「奥様ではなく、お嬢じよう様さま」

「し、失礼いたしましたお嬢様！」
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　ムスッとしたままの蛍子さん。あまりこういった劇場型のものは好まないようだ。

　というか、文句を言うところは、そこなのか。

　確かにアンのほうが年ねん齢れいは上のはずだけど。

　しかし蛍子さんは、今の今まで、俺と一いつ緒しよに盛り上がっていたわけで、配役がどうこうということではなく、体の生理反応で、すぐに色っぽい吐と息いきを漏もらし始める。

「ん、く……」

　そして、その息を漏らすのをよしとしたくないということか、そばに立っていた俺をぐいと引き寄せ、再び深い口づけを求めてきた。これで口を塞ふさごうというのだろう。

「ん、ん……」

　片足をアンに舐められているためか、バランスを崩くずして俺に体重を預けてくる。

「あ、んん……！」

　蛍子さんは、ときおりピクピクと体を痙攣させる。

　俺も積極的に抱だき寄せ、蛍子さんの行こう為いに応こたえる。

　だが──、

「ダメだ。全っ然魔力が回復しない。そうだ守。風ふ呂ろ場ばに全員呼んできてくれないか。前みたいに全員並べて、守が後ろから鶯うぐいすの──」

「もう、いいかげんになさい！」

　蛍子さんは、突とつ如じよ〝八や咫た烏がらすの腕うで〟を出現させると、アンを素す早ばやく縛しばり上げた。

　アンの体は肉付きがいいので、黒い縄なわがその柔やわらかい肉に食い込んでいくのがよくわかる。

「ああ！　これだよ、これ！　この感じは魔力の回復を感じる！　ああん！」

　蛍子さんがアンを逆さに吊つるしたりすれば、アンはさらなる嬌きよう声せいをあげる。

「お、奥様、お許しください」

「お嬢様ですっ」

「も、申し訳ございません」

　おそらくアンは、わざと間ま違ちがえて、蛍子さんを煽あおっているのだろう。

　さらに蛍子さんは〝八咫烏の腕〟にシャワーやらボディブラシを装備させ、巧たくみにアンを責め上げていく。

「さ、さすがは蛍子。日暈家一のムッツリスケベ。色々勉強してるねぇ、ああん！」

　アンは陶とう酔すいするが、蛍子はますます機き嫌げんが悪くなってきている。

「では、もっとデリケートな部分を」

「ああ──!!　ちょ、ちょっと待って。そこはダメだ！」

「『ちょっと待ってください』でしょ？」

「ちょっと待ってください」

「よろしい」

　と。ちょっとも待たずに責め続ける蛍子さん。

「んああっ！　後生です。堪かん忍にんしてぇ」

　アンは笑えみを浮うかべた顔で蛍子さんからの責めに耐たえる。

　蛍子さんが俺を見て、

「守さん。私、ＢＰが上がってきてしまっているので、またその旨むね、よろしくお願いいたしますっ！」

　八つ当たりをされている気分になったけど、ＢＰが上がっているのでは仕方ない。

　それにそもそも、さっきの続きをしたいのは、俺も同じだ。蛍子さんの願いをかなえるのはやぶさかではない。

　というか、このあとアンとヴァネッサの面めん倒どうもあるような気がしてならない。

　今晩は休めそうにない。

　蛍子さんがさっき言ったように、まだ夜は早いし、明日あしたは休みだからいいか。

　と、妥だ協きようする俺だった。







　あとがき







　初めましての方も、すでに私のことをご存知の方も、本書を手に取っていただきまして、ありがとうございます。高たか崎さきとおるです。

　さて本作は「勇者終しゆう了りようのお知らせです」というテーマをもとに、私の好きなことを詰つめ込んでみたというものです。それで私の好きなことなんですが「美女と美少女」「裸はだか」「ハーレム」でして、美女や美少女の勇者がお役目を終了して、ワチャワチャと裸でハーレムな日常（？）生活をするお話となっております。

　描びよう写しやのゾーニング的な問題で、色々省かれている部分はありますが、私の中では（読者の皆みな様さまの中でも）寸止めなしで進んでおります。そして裏テーマが、編集さんにこういう方向性はどうでしょうと勧すすめられて、なるほどそれは素す晴ばらしいと張り切ったピロートーク的やりとりです。もしそのあたりが好きな方がいらっしゃいましたら、（全然わかってないぜと思われる方もいらっしゃるかもですが）ぜひぜひお読みいただければ幸いです。

　最後に、この本に関かかわってくれた全すべての方々に謝意を。またお会いできる日を願って。
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